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第一章　猫かぶりな上司は実はオオカミでした







　猫かぶりなんて言葉があるけれど、彼は間違いなく相当な猫かぶりだ。

　それが猫どころか狼の毛皮までかぶっているなんて、一体誰が想像しただろうか？




◆◆　　　　１




　水曜日の昼下がり、午後一時半を過ぎると社員食堂の人もまばらだ。

　入口に置かれた水色のトレーを取って、カフェテリア形式のカウンターでなにを食べようかと吟ぎん味みする。若わか鶏どりのトマト煮とどっちにするかさんざん迷って、結局はカルボナーラをチョイスした。

　支払いを終えて食事をするテーブル席へと目を向ける。

　ひとりの女性が片手を振ってアピールしているのが見えた。

「こっち、こっち」

　肩で切りそろえられた焦げ茶色の髪が手を振るのに合わせて軽やかに揺れている。同期入社で仲良くしている、金かね子こ若わか菜なだ。

「陽ひ茉ま莉り、お疲れ様。今日もずいぶんお昼休みが押したね」

「うん、急に時間変えてもらっちゃってごめんね」

「私は平気だよ。なにか緊急案件でもあったの？」

「それが実はさ――」

　愚痴を言おうとしたそのとき、背後からキャッキャとはしゃぐような明るい声が聞こえてきた。

　ちらりと目をやると、ちょうど食事をのせたトレーを持ってやってきた三人組の若い女子社員が楽しげな会話で盛り上がっている。

　確か、経理部で見かけたことがある人たちのような気がする。

「さっき、営業第一の相あい澤ざわ係長とエレベーターで一緒になっちゃった」

「えー、いいな。私も一本待てばよかった」

「ボタン押して、『お先にどうぞ』って。ああいう気遣い、素敵だよね。相澤スマイル見たから、午後も頑張れそう！」

「私も営業第一に行って部下になりたいー！」

「わかる。すっごく優しく指導してくれそう」

　きゃーと三人が声を合わせたように黄色い声をあげる。

　陽茉莉はその会話を聞きながら内心で思う。

　あなたたち、あの人の猫かぶりを知らないでしょう、と。

（あの爽さわやかな笑顔からは想像できないけど、全然親切じゃないし、指導も容赦ないですよ？）

「今日も相澤さん、すごい人気だね」

「ふーん」

「そりゃあ放っておかないよね。まだ二十七歳で若いし、仕事ができて将来有望だし、おまけにモデルみたいなイケメンだもん。『営業第一に行きたい、部下になりたい』だってよ。陽茉莉、社内の女子から羨せん望ぼうされるポジションだね」

　若菜は口の横に手を当てて囁ささやくと、にやりと笑う。

　陽茉莉はフォークを持つ手を止め、げんなりとした表情で呟つぶやいた。

「ほんっと、変わって差し上げたいわ」




　アレーズコーポレーションは創業二十五年の、準大手の総合リラクゼーション企業だ。

　企業理念は『最高のリラクゼーションを提供し、人々の生活に潤いを』と掲げており、入浴剤や各種マッサージ用品などのリラクゼーショングッズ販売から、子会社のエステサロン経営まで幅広い事業展開をしている。

　そして、陽茉莉の所属する営業部第一課――通称〝営業第一〟は、リラクゼーショングッズの法人営業を担当していた。

「新にい山やま、ちょっといいか？」

　パソコンに向かって明日訪問予定の営業先の資料を作成していると、不意に声をかけられた。

　振り返ると、そこにいたのは陽茉莉の上司である、係長の相澤礼れい也やだ。

　整髪料で自然な感じに整えられた短いストレートヘア、こちらを見つめるのは焦げ茶色の切れ長の瞳、高い鼻び梁りょうはご先祖様に外国の方の血でも混じっているのかと思うほどだ。おまけに身長も百八十センチ近く、まさにモデル体型である。

「今日の四時半に訪問予定のブライダルサロンに持っていく資料だけど――」

　午前中に渡した陽茉莉作成の資料を片手にしゃべり始めた相澤に、陽茉莉はすぐに嫌な予感がした。

「――ちょっと気になるから、直しといて」

　相澤は資料を差し出す。受け取って一枚開くと、めまいがしそうなほど赤字が書き込まれていた。

「でも、あと二時間――」

「二時間か。新山なら大丈夫」

　相澤はにこりともせずにそれだけ言うと、さっさと席に戻ってしまった。

　陽茉莉は改めてその資料をめくって内容を確認する。いたるところから矢印が飛び出し、どこをどう修正するかが事細かに記載されていた。

（これ、書き込むより口で説明したほうが早いんじゃないの？）

　陽茉莉の直属の上司である相澤は、いつもそうだ。資料の修正などの指示は、毎回メールか手書きのメモ。陽茉莉を手取り足取り優しく指導することは、ほぼない。

　けれど、全員にそうなのかというと、そうでもないことを陽茉莉は知っている。同じチームの別のメンバーとはよくマンツーマンで打ち合わせをしている。

（いっつも思うけど、私にだけ態度違うよね。お昼の時間を後ろにずらしてまで、必死で作ったのに……。鬼！）

　なまじ近くで他のメンバーに優しく爽やかに接しているのを目撃しているだけに、態度の違いにイラッとする。

　いくら陽茉莉が営業一年目で不慣れなことが多いとはいえ、ひどいと思う。

　陽茉莉は半分恨みの気持ちを込めて、相澤を見る。

　当の相澤は別の同僚に話しかけられ、爽やかな笑みを浮かべて対応していた。

（人によって態度変えすぎでしょ。この猫かぶり！）

　最近、ちょっとした事情があって夜もよく眠れない。睡眠不足も相まって疲れが溜まっている。

（午前中の苦労はなんだったの）

　陽茉莉はがっくりと項うな垂だれて、肩を落としたのだった。

　その晩、陽茉莉は通勤途中にある行きつけのバー『ハーフムーン』に立ち寄った。マスター兼ママであるオネエの潤じゅんちゃんがひとりで切り盛りしている、こぢんまりした店だ。

　ドアを開けると、最初に目に入るのは暖色のアンティークランプ。ほんのりとした灯りに照らされた薄暗い店内から、「いらっしゃいませ」と明るい声がした。

「こんばんは」

「あら、陽茉莉ちゃん。いつもありがとうね」

　潤ちゃんは陽茉莉の顔を見ると、にっこりと微笑む。

　ここは陽茉莉がまだ社会人一年目のとき、〝仕事ができる大人な女性は行きつけのバーがある〟という謎の理論により偶然立ち寄った場所だ。ちなみにソースは大学のときの友人である。

　今思えば本当に馬鹿げた理論だけれど、なんの前知識もなしに飛び込んだこの店を陽茉莉は思いのほか気に入った。週に一度のペースで訪れており、今では本当に行きつけになっている。

「はい、どうぞ」

　全部で六席しかないカウンターのひとつに座ると、いつものようにジントニックが差し出される

「潤ちゃん、ありがとう」

「どういたしまして」

　陽茉莉はグラスを手に取ると、それをひと口飲む。切り立てのライムと上にちょこんとのったミントの爽やかな香りが鼻び孔こうをくすぐる。

「今日はどうしたの？」

　陽茉莉のあまり元気のない様子に気が付いた潤ちゃんが、カウンター越しにこちらを見つめる。

「んー。またいつもと一緒。頑張って作った資料なのに、猫かぶりに指摘されて一瞬で最初っからやり直しみたいな」

　陽茉莉は昼間の出来事を潤ちゃんに話す。ちなみに、猫かぶりとは陽茉莉が相澤につけたあだ名だ。

　すごく人当たりがよくて優しそうなのに、陽茉莉にだけはなぜか異様に素っ気ない。そのくせ、仕事に関してはめちゃくちゃシビアなので、付き合わされるこちらはたまったものではない。

　それに、相澤は取引先や社内の他部署とどんなに意見が対立しても、表面上は穏やかに笑みを浮かべる。けれど、折れるかと思えばそうではなく、最終的には容よう赦しゃなく相手を論破してこてんぱんにするのだ。

　まさに猫かぶりである。

　じっと話を聞いていた潤ちゃんは「困ったわねえ」と呟く。

「お疲れな陽茉莉ちゃんを癒いやしてくれる彼氏でもいたらいいのだけど」

「全然いないよ。ほんと、からきし」

　陽茉莉はグラスを片手に、口を尖とがらせる。

「確か、社会人になった途端に〝男性が寄りつかない呪い〟にかかったのだったかしら？」

「そうそう。本気でそろそろお祓はらいにでも行ったほうがいい気がするよ」

　ふてくされる陽茉莉を見て、潤ちゃんはくすくすと笑う。

　別に男性不信なわけでもないし、特別理想が高いわけでもない。なのに、なぜか陽茉莉はまったくと言っていいほど男性に縁がない。

　中高大とエスカレーター式の女子校に通っていたこともあり、学生時代に彼氏がいなかったところまではそこまで珍しくもなかった。

　けれど、陽茉莉の場合は社会人になって数年経っても未だに男性との縁のなさが現在進行形で進んでいるのだから、ふてくされたくもなる。

　それこそ、呪いにでもかかっているのではないかという間の悪さで事件が発生して、まったくそういう仲に発展しないのだ。

　例えば、以前、会社の先輩からふたりで食事に行こうと誘われたことがあった。ところがその日から先輩が緊急案件に巻き込まれて深夜までの残業続きになり、そのまま話が流れた。

　また、別のあるときには友人に合コンに参加しようと誘われた。初めてのことに気合いを入れてお洒しゃ落れした当日、季節外れの強風が吹いて、前を歩いていた人が手に持っていたアイスコーヒーを見事に浴びた。当然、合コンの参加は諦めた。

　まさに、呪われているとしか思えない。

（うちの会社、そもそも男性社員が少ないし）

　陽茉莉は心の中で言い訳してみる。

　事実、総合リラクゼーション企業であるアレーズコーポレーションは社員の七割が女性である。

　まだ二十五歳、されど二十五歳。まったく焦っていないかといえば嘘になる。

　このままいくと、あっという間に結婚適齢期を過ぎてしまう。

「陽茉莉ちゃん可愛いのに、不思議ねえ。彼氏のひとりやふたり、すぐにできそうなのに」

　潤ちゃんが心底不思議そうに、頬に手を当てる。

（潤ちゃん！　優しい！）

　慰めてくれるその優しさが心に染みる。

「じゃあ、彼氏に慰めてもらうのは諦めるとして、せめて資料を全部作り終える前に途中で確認を入れるのはどうかしら？　これでいいですかって」

「途中で？　うーん」

　陽茉莉は言葉を濁す。

　あの猫かぶりに途中で確認？

　多分、某通信教育もびっくりなほどの赤字が入った資料を渡されて『これ、直して』と素っ気なく言われるのが関の山な気がする。

　ただでさえだめ出しが多くてストレスフルなのに、途中でもごちゃごちゃ言われたら嫌だな、と思った。

　でも、確かに今回の件も、途中で一度でも確認しておけば、無駄な作業は格段に減ったはずだ。

「考えてみる」

　小さな声でそう答えた陽茉莉を見つめる潤ちゃんは、真っ赤な口紅が塗られた唇を弓なりにする。

「陽茉莉ちゃん、入社何年目になったっけ？」

「入社？　えーっと、四年目です。でも、営業は一年目」

「そう。じゃあ、わからないことがあっても当たり前の時期なんだから。あんまり難しく考えなくっていいのよ」

「うん、そうだよね。ありがと」

　元気づけられた陽茉莉ははにかんだ笑顔で頷く。

　きっと明日もなんだかんだあるんだろうなーとは思うけれど、愚痴をこぼしたら気分はだいぶすっきりした。




◆◆　　　　２




　その日、陽茉莉は営業先から直帰した。最寄り駅で電車を降りて時計を確認すると、まだ午後六時だった。

「今日は早く帰れたし、自炊にしようかなー」

　料理は陽茉莉の数少ない趣味のひとつだ。

　四人きょうだいの長女として育ったので、親が仕事で不在のときは、夕食の準備は陽茉莉の役目だった。もともとは必要に迫られて覚えたのだけれど、今では料理をすること自体が息抜きになっている。ひとり暮らしを始めてからも、時間が許せば自炊をしていた。

　駅前のスーパーで材料を物色して、携帯エコバッグに詰めて肩にかける。

　家に向かい歩く道は、閑静な住宅街だ。

「ケケケ」

　途中、ふと耳障りな声が聞こえた気がして陽茉莉はハッとする。

　慌てて周囲を警戒するように見回したが、なにも見えなかった。

「イイノミツケタ」

　今度は間違いなく聞こえ、ご機嫌だった気分は一瞬にして凍りついた。

（ああっ、もう！　またなの？）

　陽茉莉は慌てて鞄かばんの中を探る。そして、探し当てた古ぼけた小さなお守りを、ぎゅっと握りしめた。

（大丈夫、大丈夫。お守りがあるんだから）

　陽茉莉はお守りを胸に寄せ、自分にそう言い聞かせた。




◇　◇　◇




　陽茉莉には昔から、人とは違う不思議なことがあった。それは〝人ならざる者が見える〟ということだ。

　――あれはまだ、幼稚園児の頃だった。

「ねえ、あれはなにかな？」

「え？」

　公園で遊んでいると、電柱の上に人影を見つけた。

　どうやってそこまで上ったのか、落ちるのではないかと心配する陽茉莉をよそに、呑のん気きに座って下を眺めているその子は頭に角の生えた鬼のような姿をしている。

「なにもないよ？　陽茉莉ちゃんどうしたの？」

　陽茉莉の視線を追ってそちらを眺めた友達がきょとんとした顔をする。

「え？」

　陽茉莉は驚いてもう一度電柱の上を見る。そこにはやっぱり、異形の子供がいた。

　必死で説明したけれど友達は首を傾かしげるばかりで、近くでおしゃべりをしていた母親たちは困ったような顔をした。

　それからも同じようなことが続いた。

　ふとしたときに見かける、髪が長く肌が青白い和装の男性。犬とイノシシを掛け合わせたような、おかしな生き物。角の生えた子供……。けれど、それらは他の人には見えていないのだ。

　そして、決定的な事件が起きたのは十歳の頃だった。

　ひとりで図書館に本を借りに行った帰り道、ふと「ヒヒッ」と耳障りな声が背後から聞こえた。ひたひたと後を追いかけてくるような、気味の悪い足音も。

（な、なに？）

　振り返ってはならない。本能的にそう感じた。

　陽茉莉は借りてきたばかりの本を入れた鞄を胸に抱きしめ、足を速める。

　すると、ひたひたと後を追う足音もそれに合わせるように速まった。

（怖い、逃げないとっ！）

　陽茉莉は自宅に向かって走り始める。

　その直後、陽茉莉はガシンと前に倒れた。背中に、なにかにのしかかられるような衝撃を受けたのだ。

「オマエ、イイナ。ホシイナ。ツカマエタ」

　ぞっとするような声が背後から聞こえた。

「誰か！　助けて！」

　陽茉莉は恐怖のあまり、半泣きで叫ぶ。

　――そのときだ。

　視界の端を、シュッと白いものが横切った。

　急に背中から重さが消え、なにかが争うような物音。最後に「ギャッ！」という悲鳴が聞こえた。

（な、なにが起こったの？）

　恐る恐る振り返った陽茉莉は思わず悲鳴をあげた。

（これって、犬？　怪我しているの？）

　そこには、一匹の犬がうずくまっていた。

　サイズはおばあちゃんの家にいた柴犬と同じくらいだ。けれど、顔つきが子犬に見えたので、大型犬の子犬なのだと思った。

　夕陽を浴びた毛並みは輝くオレンジ色に見えるが、もとの色は白、もしくは銀だろうか？

（どうしよう。怪我しているのかな？）

　その子犬からは、嫌な気配をいっさい感じない。

　どうしても放っておけなくて、陽茉莉は急いで家に帰ると親を連れてもう一度その場に戻った。

　犬は前足に怪我をしていた。

　陽茉莉は両親と一緒にその犬を近所の動物病院に連れていって、手当てをしてもらった。明るいところで見ると、とても綺き麗れいな銀色の毛並みをしていた。

「早く元気になるんだよー」

　動物病院からの帰り道にスーパーで購入した市販品のドッグフードの缶詰をあげたけれど、犬は鼻を寄せただけでプイッと顔を背ける。

「食べないの？　じゃあ、これはどう？」

　陽茉莉は自分の夕ご飯の唐揚げをひとつ差し出す。母と一緒に作った、我が家の定番料理だ。

　犬は陽茉莉の差し出したそれの匂いをクンクンと嗅ぐと、パクリと咥くわえる。

「あ、食べた。よしよし、元気になるんだよー」

　陽茉莉は嬉しくなって犬の首周りをわしゃわしゃと撫なで回した。

　首輪はしていないけれど、こんなに大人しいのだから飼い犬だろう。

「明日になったら、飼い主を捜す貼り紙を作るね」

　犬がなにかを言いたげにこちらを見る。陽茉莉はにこりと笑って、その頭を撫でた。

　しかし翌日、陽茉莉が急いで小学校から帰ってくると、犬は姿を消していた。

　外に出たそうな仕草をするのでお母さんがドアを開けてやると、あっという間に走り去ってしまったのだという。




　その数日後のことだ。

　陽茉莉が小学校から帰ってくると、家の前に知らない男の子が立っていた。

　整った顔立ちに、子供ながらに綺麗な子だと見み惚とれたのを覚えている。

「これ、お前にやる」

　陽茉莉と目が合った男の子は、開口一番にそう言ってずいっと片手を差し出す。

　陽茉莉はその手を覗き込んだ。

「これ、なに？　可愛い」

　男の子の手のひらには、小さな布袋がのっかっていた。七五三で着た着物のような赤い和服の生地でできている。小さな巾きん着ちゃくのような形をしており、蝶ちょう々ちょう結びにされた紫色の紐には金色の鈴がついていた。

（なんで私にこんなものを？）

　不思議に思って陽茉莉は男の子を見返す。

「中に護ご符ふが入っているから、持っておけよ」

「〝ごふ〟ってなに？」

　聞き慣れない単語に、首を傾げる。

「お守りみたいなもん。助けてくれたお礼」

「助けてくれた？」

　陽茉莉はきょとんとして目を瞬しばたたかせ、少しの間考える。

「あ！　もしかしてあなた、あのわんちゃんの飼い主？」

　陽茉莉はピンときてそう尋ねる。最近なにかを助けたといえば、犬以外に記憶がない。

「わんちゃん？」

　男の子は狼狽うろたえたような顔をした。

「あなた、飼い主なんでしょう？　あの子、すっかり元気になった？」

　陽茉莉はずいっとその男の子との間合いを詰める。

「……うん、なった」

「そっかぁ。よかった」

　陽茉莉はほっと胸を撫で下ろしてへらりと笑う。男の子はなぜか、腕で顔を隠すようにして少しだけ顔を赤くした。

「じゃあ、そういうことで」

　男の子がくるりと踵きびすを返す。

「あ！」

　陽茉莉は声をあげた。

　数メートル先まで歩いていた男の子が、慌てたように振り返った。

「これ、ありがとう！　大事にするね！」

　陽茉莉はもらったばかりの赤いお守りを片手に持って、大きな声でお礼を言う。

　飼い犬を助けてもらったお礼の品がお守りなんて、変わったお返しだ。けれど、陽茉莉はそれがちっとも嫌ではなかった。

　男の子は少しだけ口の端を上げると、今度こそ走り去っていった――。
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　陽茉莉は足早に家路を急ぎながら、赤いお守りを握りしめる。

　あの男の子にもらったお守りを持っていると、おかしな化け物たちに会うこともないし、怖い思いをすることもない。そう気が付くまでに時間はかからなかった。

　お守りを持っていない日に限って、奇妙な声を聞いたり、おかしなお化けに遭遇することが一度ならず二度、三度と続いたからだ。

　さらには、おかしな声が聞こえたときにすぐに家に戻ってこのお守りを身につけると、その声がぴたりとやんだ。

　だから陽茉莉は、このお守りにはあのお化けを追い払う〝特別な力〟があると信じた。そしてそれに気付いて以来、いつも肌身離さず持ち歩くようにしていたのだ。

　けれど、数ヶ月前から、またおかしな声が周囲から聞こえてくるようになった。それに、人ならざる者を見かけることも。

　さらに、ここ一ヶ月はほぼ毎日になってきた。

　彼らは遠巻きに陽茉莉を見つめ、物欲しげな顔をする。

（また襲われたらどうしよう……）

　幼い日の恐怖心が甦よみがえる。

　――オマエ、イイナ。ホシイナ。

　今にもあの声が聞こえてきそうな気がして、陽茉莉が走り出したそのとき――。

「ギャッ！」

　すぐ背後から短い悲鳴が聞こえた。

「ひっ。なに？」

　陽茉莉はびくりと肩を振るわせて立ち止まると、恐る恐る後ろを振り返る。

　――ガサガサッ。

　道路の脇の茂みから物音がした。

　恐怖心から、陽茉莉は一歩後ずさる。けれど、すぐにそこに小さな生き物がいることに気が付いて目をこらした。

　それは、もふもふとした白い――。

「え？　これ……、犬？」

　そこには、白っぽい子犬がいた。道路沿いの植栽の下にうずくまって、こちらの様子をうかがっている。

「どうしたんだろ？　怪我しちゃったのかな？」

　陽茉莉は恐怖心も忘れてそちらに近付くと、しゃがみ込んでその子犬に両手を伸ばす。子犬は抵抗することもなく、大人しく陽茉莉の腕に抱かれた。

　もふもふとした柔らかな毛並みが肌に触れる。

「動物病院、どっかやっているかな……」

　スマホを取り出して近隣の動物病院を検索する。

　一キロほど離れた場所に夜の八時まで夜間診療を受け付けているところがあるのを見つけて、そのまま犬を抱きかかえて向かった。

「ちょっとだけ足を怪我しているけど、大した傷じゃないからすぐ元気になりますよ」

　眼鏡をかけた若い獣医さんは、診察を終えると呑気な声で陽茉莉にそう言った。

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　陽茉莉は声を明るくしてお礼を言う。

（そういえば、あの声、聞こえなくなったな）

　ふと陽茉莉は、この犬を見つける直前まで怯おびえていたあの不気味な声が聞こえなくなっていることに気付く。

「もしかして、お前が悪いお化けを追い払ってくれたのかな？」

　陽茉莉は子犬の頭をそっと撫でる。

　子犬はどこかの飼い犬なのか、とても人に慣れていた。まるで陽茉莉の言うことがわかるかのようにこちらを見つめてくる。

「ふふっ、可愛い」

　陽茉莉は思わず笑みをこぼす。

　元来、陽茉莉は動物が好きだ。

（この子、飼い主さんが名乗り出なかったら私が飼おうかな？）

　そんなことを思っていたのに、その野望は見事に打ち砕かれる。

　翌朝目を覚ますと、子犬は忽こつ然ぜんと姿を消していた。
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　犬を拾った翌日、残業をしていた陽茉莉は今月の売り上げ実績整理を一段落させると、大きく伸びをした。

「うーん、これでいいかな」

　昨日は急遽動物病院に行ったりしたので、寝不足だ。でも、家に帰るとまた変なお化けが出てくるかもしれないから、なんとなく帰りたくない。

　陽茉莉は口元に手を当ててふわーっとあくびを噛み殺す。

「もう八時か……」

（作成すべきものは作ったし、明日の資料も用意したし――）

　そこまで考えて、ふとデスクの端に置かれた提案書が目に入る。表紙には『サロン・ド・ブーケ様』と書かれていた。

（ん？　サロン・ド・ブーケ？　明日の営業先ってロイヤル・シンフォニーだよね？）

　嫌な予感がした。バサッとその提案書を持ち上げ、下を見る。

「ない、ない、ないっ！」

　念のためデスクの反対側に積まれた資料も確認したけれど、どこにもない。

「うそ……。相澤係長に渡した資料と逆だった？」

　陽茉莉はがっくりと項垂れる。

　今日の日中、相澤に資料の印刷を頼まれて、必要分をセットして封筒に入れたのだが、どうやら一緒に印刷した別の提案先用の資料と逆に入れてしまったようだ。

　三つ隣の相澤の席を見たが、すでに帰宅した後でデスク上は綺麗に整理されていた。

　陽茉莉はキーボードを叩いて社内スケジューラーを開くと、相澤の行き先予定を確認する。

「明日はお客様のところに直行？　あー、最悪……」

　これでは陽茉莉の失態のせいで、お客様に大変なご迷惑をかけてしまうことになる。

　寝不足でぼんやりしていて、確認がおろそかになっていた。

「これは、届けに行くしかないよね……」

　陽茉莉は疲れた体に鞭むち打うってすっくと立ち上がると、とぼとぼと会社を後にした。




　その三十分後、陽茉莉は城じょう南なん地区の閑静な住宅街を歩いていた。

　周囲には大きな一戸建てや、低層の高級マンションが広がっている。

「この辺のはずなんだけどなぁ」

　スマホで地図アプリを確認しながら、周囲を見渡す。かなり近くにいるはずなのだが、どのマンションなのかがわからない。

　先ほどから何度か相澤の携帯電話に連絡したが、取り込み中なのか電話はつながらない。

　何回かかけ直して、ようやく相澤が電話に出る。

『もしもし』

「もしもし、新山です。実は今日の日中に係長にお渡しした資料なんですけど――」

　陽茉莉は一通りの事情を説明し、相澤の自宅の近くまで来ているのだけれど肝心のマンションが見つからないことを伝えた。

『今いる場所からは、なにが見える？』

「えーっと、目の前にグローバルタウン港みなとっていう名前のマンションがあります」

　陽茉莉はちょうど目の前にあった、見るからに高級そうなマンションのエントランスに書いてあった文字を読み上げる。

『わかった。ちょうど裏手だな。その通りからコンビニの看板が見えないか？　そこで待っていてくれたら俺が行く』

　通りの進行方向に目を向けると、確かに数百メートル先にコンビニの看板が光っているのが見えた。

「わかりました」

　陽茉莉はスマホの通話を切ると、そのコンビニに向かって歩き始める。

　そのとき、ゾクッとするような寒気がした。

「イイノガイル。モラッチャオウ」

　ヒヒッという笑い声と共に、すぐ近くから聞こえる声。

（この声って……）

　さびついた蝶ちょう番つがいのようにぎこちなく首を回すと、ガリガリに痩せた小人のような男がいた。

　目がぎょろりと浮き出ており、側頭部には角のような不自然な膨らみ。こちらをまっすぐに見つめて爛らん々らんと目を光らせている。

（これ、人間じゃない！）

　すぐにそう気付いた陽茉莉は、走り出す。

（そうだ、お守り！）

　走りながらも慌てて鞄を探っていると、後ろからドンと衝撃を受ける。陽茉莉はその拍子に前に倒れた。

　――カランカラン。

　弾みで手に持っていたスマートフォンが投げ出され、数メートル先に弾はじき飛ばされる。

「ツカマエタ」

「ひっ！」

　とっさに立ち上がろうと上半身を起こしたタイミングで、にたりと笑う小男が足首を掴む。

　恐怖のあまり声が出ない。

（怖い！　誰か！）

　頭を抱えてきつく目を瞑つぶったそのとき、どこかから「新山！」と叫ぶ声が聞こえた。

　ぎゅっと体を包み込まれるような感覚。

　季節外れの強い風が吹き、「ギャー」と悲鳴が聞こえた。

「新山！　新山！　大丈夫か!?」

　力強く両肩を揺さぶられ、陽茉莉は恐る恐る目を開ける。

「え？　係長？」

　そこには、心配そうに顔を覗き込む上司の相澤がいた。

　いつも陽茉莉に対しては冷然とした表情を崩さないのに、珍しく焦ったような様子だ。走ってきたのか、髪の毛も少し乱れている。

　陽茉莉はきょろきょろと辺りを見渡した。

（あれ？　あのおかしな化け物は……）

　いつの間にか、陽茉莉に迫ってきた異形のものはいなくなっていた。

　目の前にいるのは相澤だけだ。

「立てるか？　怪我しているな」

　怪我をしていると聞いてふと足を見ると、膝から血が出ていた。恐怖のあまりほどんど痛みを感じなかったが、さっき転んだときに擦りむいたようだ。

「大した怪我じゃないんで、大丈夫です」

　陽茉莉はそう告げると、慌てて立ち上がろうとする。

　ところがだ。

（あ、あれ……？）

　おかしい。足に力が入らない。

「どうした？　痛むのか？」

　陽茉莉は心配げに問いかけてくる相澤を見上げる。

「……すいません。腰が抜けて動けません……」

　その瞬間、相澤の瞳が大きく見開かれた。
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　消毒液の独特の匂いが、スンと鼻孔を掠かすめる。

「ちょっと染みるけど我慢して」

「はい」

　次の瞬間、飛び上がりそうな痛みが走る。

　この『ちょっと染みるけど――』ってくだり、小さな頃からよく聞くけれどちょっとだった試しがない。

「はい。できたぞ」

「なにからなにまで、本当にすみません……」

　立ち上がって絆ばん創そう膏こうのごみを捨てている相澤に、陽茉莉は謝罪する。

（本当に、なにからなにまでやってもらっちゃったな……）

　もとはといえば、自分の不手際で資料を間違えたのが原因だ。挙げ句の果てに、届けに来た先でも迷惑をかけてしまって、恐縮しきりだ。




『――腰が抜けて動けません……』

　そう告げたとき、陽茉莉はてっきり相澤がこの状況に対して嫌な顔をすると思っていた。だから、さっさと資料を渡し、一刻も早くここを立ち去ろうと考えた。

『係長。あの、これが届けたかった資料です』

　へたり込んだまま鞄から書類を取り出して相澤に差し出す。

　相澤はそれを見つめ、眉間に皺を寄せた。

（機嫌悪そう……。書類の取り違えのミスをして、怒ってる？）

『私の不注意で申し訳ありませんでした。明日から気をつけます。今日は、タクシーを呼んでいただけたら、すぐ帰りますので――』

　相澤が明らかに不機嫌になったのを感じて、陽茉莉は慌てて言い訳をした。

『書類なんてどうでもいい！　新山の体のほうが大事だろう！』

　強い調子で言われ、陽茉莉はびくりと肩を震わせた。てっきりいつもの素っ気ない態度で書類を受け取っておしまいだと思っていたのだ。

『とにかく、家で手当てする。ちょっと触れるぞ』

　相澤が陽茉莉の背中に腕を回し、膝裏にももう片方の腕を入れようとする。

　陽茉莉は慌ててそれを拒否した。

『ちょっと待ってください！』

　上司にお姫様抱っことか、恥ずかしすぎて本当に勘弁してほしい。

『係長。私は本当に大丈夫なので、タクシーを――』

『だめだ。俺が動けない部下を放置するような鬼畜だと思われているなら、結構ショックなんだが？』

『はい、すいません』

　ぎろりとにらまれると、それ以上反論できるわけもなく。

『じゃあ、俺の首に腕を回して』

　再び抱き上げられそうになり、陽茉莉は慌てて相澤の胸を押し返す。

（無理、無理、無理ぃぃぃ！）

　いくらこんな状況とはいえ、男性にまったく縁のない生活を送ってきた陽茉莉にとって、突然イケメン上司にお姫様抱っこをされるというのはハードルが高すぎる。

　必死に抵抗する陽茉莉を見て、相澤は少し困ったような顔をした。

『じゃあ、おんぶならいいか？』

『おんぶ？　はい、それなら……』

　よくよく考えるとお姫様抱っこもおんぶも体の密着具合は変わらない。しかし、そのときはなぜか、それならいいかと思ってしまった。

　相澤は陽茉莉の鞄とスマホを拾い上げると、スマホを鞄にしまい、それを片手にかける。そして、軽々と陽茉莉のことを背負って歩き出した。

（係長って、背中広いんだな……）

　背負われながらふとそんなことを思い、急激に恥ずかしくなった。そして、今さらながらにこの超密着状態に気付く。

　陽茉莉は慌てて、相澤の背中と自分のお腹の間に隙間を作ろうと格闘した。

『新山。落としたら困るから、ちゃんと掴まってて』

　陽茉莉が上体を反らそうとしていることに気付いた相澤が、首を回してこちらを見る。

『……はい。すみません』

　これ以上迷惑をかけるわけにもいかない。

　陽茉莉は離れるのを諦めると、大人しく相澤の背に体を預ける。

（どきどきしてるの、伝わっていないといいな）

　お風呂に入りたてなのか、顔の近くにあった相澤の首筋からはほのかに石けんのような香りがした。




　そうして今、陽茉莉は相澤の家に連れてこられて傷の手当てをしてもらったわけである。

　陽茉莉は、傷口に貼られた絆創膏を指先で撫でる。今さっき、相澤が手当てしてくれたものだ。

　幸いにして、血は出ていたものの傷自体は擦り傷程度で大したことはなかった。

（それにしても、いいところに住んでるなー）

　相澤がお茶を用意してくれるというので、待っている間に陽茉莉は室内をきょろきょろと見回す。

　スタイリッシュモダンスタイルというのだろうか。ちょっと見たところ十五畳程度のリビングダイニングの壁には大型テレビがかかっており、家具はメタリック調のシンプルなもので統一されている。窓際には観葉植物が置かれていた。

　全体の間取りはわからないが、どう見てもひとり暮らしの男性には広すぎるように思えた。陽茉莉が知る限り、相澤は独身のはずだ。

（彼女さんと一緒に住んでいるのかな？　でも、それだと今鉢合わせすると誤解されちゃうかも――）

　グラスを持った相澤がキッチンから戻ってきて、陽茉莉の前にあるガラス張りのローテーブルにトンと置く。

「あの、係長。ありがとうございます。私、これをいただいたら帰りますね」

　陽茉莉は出されたグラスを手に取ると、それを一気に飲み干す。上司の痴ち情じょうのもつれに巻き込まれるとか、まっぴらごめんだ。

　立ち上がろうとすると、「待て」と相澤に止められた。

「今日みたいなこと、よくあるのか？」

「え？」

　陽茉莉はなんのことかと、相澤を見返す。

「邪じゃ鬼きに襲われていただろう？」

　相澤の言葉に、陽茉莉はハッと息を呑のむ。

　あの不思議な人ならざる者たちは、陽茉莉以外には見えない。ずっとそう思っていただけに、陽茉莉は驚いた。

　邪鬼というのはよくわからないが、きっとあの化け物のことを指しているのだと予想はついた。

「係長、あのお化けが見えたんですか？」

「もちろん。さっきのあれを退治したのは俺だ」

「退治……。係長は陰おん陽みょう師じかなにかなんですか？」

「陰陽師ではないが、似たようなことをしている」

　陽茉莉はまじまじと相澤の顔を見つめる。

　陰陽師なんて、漫画とドラマでしか見たことがないのに、似たようなことをしている？　一体この人は何者なのだろう。

「いつから襲われるようになった？」

「ずっと昔……、子供の頃にはときどき襲われることがあったんですけど、お守りを持つようになってからは大丈夫だったんです。それがここ数ヶ月くらい、急にまた変な声が聞こえるようになって――」

　先ほどの恐怖が甦り、陽茉莉はぶるりと身を震わせた。

　ずっと平気だったのに、なぜ急にこんなことになってしまったのだろう。理由がわからないだけに、恐怖心がいっそう強くなる。

　一方の相澤は険しい表情のまま考え込んでいた。その様子に、陽茉莉は不安が増すのを感じた。

「あの……」

「新山。お前、このままだと今後も襲われるぞ」

「え……？」

　最も恐れていたことを言われ、陽茉莉は動揺を抑えることができなかった。

　今後も襲われる？

　今日はたまたま相澤に助けてもらえたからなんとかなったけれど、もしも相澤が来なかったらどうなっていたのだろう？　想像するだけでぞっとする。

「わ、私、どうすればいいんでしょう」

　これまではお守りを頼りにしていたのに、効き目が切れてしまったのだろうか。

　しばらく考え込んでいた相澤は、真っ青になってうつむく陽茉莉の手を、突然強く握った。

　驚いた陽茉莉はハッとして相澤を見上げる。

　相澤はいつになく真剣な様子で、こちらを見つめていた。日本人にしては茶色い瞳と、視線が絡み合う。

「俺がお前を守ってやる」

「係長が？」

　陽茉莉は戸惑って、相澤を見返した。

「ただし、その代わりに条件がある」

「条件？」

「ここに俺と一緒に住むんだ」

「……え？」

　今なんて言った？

　俺と一緒に住む？

　そう聞こえた気がするけれど、気のせい？

　あまりに予想外の提案に、陽茉莉は唖あ然ぜんとして相澤を見返した。

「今夜から一緒に暮らすぞ。そうすれば安心だろう？」

　まるで決定事項のように話を進める相澤を前に、陽茉莉は大混乱した。

（待って、待って、待って！　あり得ない!!）

「いえ、大変ありがたい申し出ですが、遠慮しておきます。私、結婚してもいない人と一緒には住めません」

　陽茉莉は即座にそれをお断りした。

　そんな突拍子もない提案、受け入れられるはずがない。

「それなら問題ない」

　相澤は陽茉莉の手を握りしめたまま、まっすぐにこちらを見つめる。

「俺の花嫁になってほしい。結婚しよう」

「……は？」

　なにを言っているんだ、この人は？

　結婚は愛し合う者同士が、将来を誓い合ってするものだ。

　少なくとも、陽茉莉はそう思っていた。

「いえ。私、結婚は好きになった人としたいです」

　その瞬間、相澤は苦虫を噛みつぶしたかのような表情をした。

「だが、このままだとお前が危険だ。一緒に住めば、俺がお前を守ってやれる」

　眉根を寄せる陽茉莉を見つめ、相澤は言葉を続ける。

「それに、俺の気配を邪鬼は嫌がるから、狙われても実際には襲ってきにくくなる。現に、会社内や俺と仕事で一緒のときは襲われないだろう？　長い時間を共にすればするほど、ひとりでいるときも襲われにくくなるんだ」

　会社内では襲われないという事実には、陽茉莉も経験上気付いていた。だからこそ、最近は夜遅くまで会社に居残っていたのだ。

　相澤と一緒にいるときに襲われたことがないのも事実だ。

「でも――」

　陽茉莉はすぐに返事をすることができず、口ごもる。

　そもそも、恋人でもないのに突然結婚するなんて、やっぱりおかしいと思う。

「さっきも言ったが、このままだと恐らく新山はまた襲われる。襲われやすい体質、と言ったほうがいいのかな」

　それを聞いて、陽茉莉はサーッと顔から血の気が引くのを感じた。

　――またあれに襲われる。

　考えただけでも体が震えてくる。

「俺なら、新山を守れる。だから、ここに住むんだ」

　ゆっくりと、けれどしっかりとした口調で、相澤がそう言いきった。

　しばらく黙り込んだ陽茉莉は、おずおずと口を開く。

「それはつまり、私があのお化けから襲われないようになるには、係長と一緒に住むしかない。そのために、名目上は結婚しているようにしておきたいということですか？」

　一緒に住むとしても、なぜ結婚にまで話が飛躍するのかわからない。恋人同士でもない男女が一緒に住んでいると、近所の目が気になるという理由からだろうか？

　戸惑う陽茉莉に、相澤は頷いた。

「今はそう思ってくれていい。契約夫婦のようなものだ。じゃあ、決まりだな」

（今は？）

　その言い方になんとなく引っかかりを感じた。

「――でも、係長は本当に迷惑じゃないですか？」

　あのお化けに襲われなくなるというメリットがある陽茉莉はともかく、相澤には陽茉莉と一緒に住むメリットがなにもない。

　それどころか、契約上の妻という名目で自分の家に赤の他人が出入りすることになるのだから、少なからずストレスを感じるだろう。

「俺は大丈夫だ。むしろ、新山が家にいてくれると助かる」

「私がいると、助かる？」

　陽茉莉が首を傾げたそのとき、背後にあるドアがカシャンと開く音がした。

「ねえ、誰か来てるの……」

　少し甘えたような口調が聞こえて振り返った陽茉莉は、その声を発した人物を見て硬直する。

「え？」

　短く切られたサラサラの黒い髪、つぶらな瞳、整った可愛らしい顔立ち……。

　そこには、どことなく相澤に似た子供がいた。背は陽茉莉の腰の高さほどしかなく、年の頃は小学校低学年くらいだろうか。

「ああ、悠ゆう翔と。ごめんな。起こしちゃったな」

　相澤が立ち上がり、優しくその子供の頭を撫でる。

　陽茉莉は目をまん丸にしたまま、その様子を見つめた。

「新山、どうしたんだ？　そんな顔して」

　陽茉莉の様子がおかしいことに気が付いた相澤が、怪け訝げんな顔で首を傾げる。

「か、係長……こんな大きなお子さんがいたんですか!?」

　思わず、大きな声を出してしまった。

　これは社内に激震が走る大事件である。女子社員憧れの相澤係長に、実は隠し子がいるなんて！

　一方の相澤はぽかんととした表情を浮かべたが、すぐに陽茉莉の言葉の意味を理解したようだ。

「いるわけないだろう！　弟だ！」

　相澤の否定する大きな声が、部屋の中に響いた。

「……弟？」

　陽茉莉は目の前の男の子を改めて見る。くりっとしたつぶらな瞳と、視線が絡んだ。すると、男の子の顔に、みるみるうちに喜色が浮かんだ。

「お姉ちゃん！　また会えたね！」

「え？　お姉ちゃん？」

「うん。昨日助けてくれたでしょ？」

「へ？」

　今日はわけのわからないことばかりだ。

　なんのことかわからず戸惑う陽茉莉をよそに、悠翔と呼ばれた男の子は嬉しそうな笑みを浮かべて抱きついてきた。腰のあたりにぽすんと頭が当たる。

「お兄ちゃん。昨日助けてくれたの、このお姉ちゃんだよ」

　悠翔は陽茉莉に抱きついたまま、相澤のほうを向く。

「新山が？　そうなのか？」

　相澤は驚いた様子だ。

　確認するように見つめられたが、陽茉莉にはまったくこの男の子――悠翔を助けた記憶がない。

　一方の悠翔は、陽茉莉が戸惑っていることに気が付いたようだ。

「僕だよ、僕。これならわかる？」

　陽茉莉から手を離した悠翔が、一瞬で姿を消した。

　そして、そこにいたのは――。

「え、子犬？」

　しかも、その子犬は昨日陽茉莉が助けた子犬にそっくりで――。

「え、なんで！　男の子だったのに犬になった！」

　わけがわからないことがここまで続くと、夢を見ているのではないかとすら思えてくる。

「犬ではなくて、オオカミだ。見ての通り、俺たちはオオカミのあやかしだ」

「オオカミのあやかし……？」

　呆あっ気けにとられる陽茉莉の前で、今度は相澤の姿が銀色のオオカミへと変わる。もふもふの毛並みの、美しい銀狼だった。

「これで信じられるか？」

　目の前のオオカミが口を開く。

　わけがわからないことには慣れっこだと思っていたけれど、ちょっとこれはキャパオーバー。

　どうやら私は、猫ならぬオオカミと契約夫婦になったようです。
















第二章　オオカミ様と秘密の同居
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　ＰＣに向かって作業していると、ふと背後からひそひそと話し声が聞こえてきた。

　時折、「きゃっ」というおおよそ勤務中には相応しくない黄色い声まで。

　何事かと背後を振り返った陽茉莉は、すぐにその理由を理解する。

　係長の相澤と商品開発部の高たか塔とう副課長が話し込んでいるのを遠目に見つけたのだ。

（女子社員がざわついているのは、あれが原因か……）

　クールで爽やかな雰囲気の相澤に対し、商品開発部、新商品企画課副課長の高塔一かず馬まは少し眦まなじりの下がった、優しげな顔立ちをしたイケメンだ。

　ふたりは社内で女子社員の人気を二分する、まさに双そう璧へきをなす存在だった。

　そのふたりが体を寄せて――と言うと語ご弊へいがあるかもしれない――肩を並べて、真剣な表情でなにかを話し合っているのだ。まるであそこだけテレビドラマの撮影現場だろうかと思うような非日常な光景である。

「イケメンコンビ、絵になるわよねー」

（うん、確かに絵になるわ）

　陽茉莉は隣の席に座るアラフォー既婚女子社員、楠くすの木きさんが漏らした独り言に、心の中で相あい槌づちを打つ。

「ふたりとも、彼女っているのかしら？」

「さぁ？　どうなんでしょうね」

「いないわけないわよね。あんだけイケメンだもの。きっと、すごい美人のお嬢様とかだわ」

　楠木さんはひとりで自分の問いを完結させると、うんうんと頷く。

「オフのときってどんな感じなのかしらね」

「うーん。どんな感じなんでしょうね？」

　陽茉莉は曖あい昧まいに笑ってやり過ごす。

　私、なにも知りませんから、という風情を装って――。
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　あの日、陽茉莉は突然目の前で相澤がオオカミに変身する光景を目にした。

「というわけで、今見た通り、俺たちは半はん妖ようだ。そして、この子は俺の弟の悠翔だ」

　何事もなかったかのように、相澤はオオカミからまた人間の姿に戻る。

「昨日、悠翔はたまたま邪鬼を見つけて退治しようと追いかけていたらしいんだ。妖よう力りょくを使い果たして動けなくなっていたところを女の人に助けられたとは聞いていたが、それが新山だったとはな」

　相澤は陽茉莉に淡々と事情を説明する。

「なるほど。そういうことだったんですね」

　邪鬼という得体の知れない者たちについては小さな頃から何度か襲われていたから、なんとなく存在は知っていた。けれど、オオカミになれる人間――正確にはあやかしがいるなんて、想像だにしなかった。

　人間、想像を超えたことが起こりすぎると、かえって落ち着くものらしい。もうなにもかも理解不能すぎて、違和感がなくなってしまう。

「さっき、新山が家にいてくれたら助かると言ったのは、悠翔のことなんだ。俺は邪鬼の退治で定期的に夜留守にするから――」

「そうなんですか？」

　陽茉莉が相澤を見返すと、相澤はこくりと頷いた。

（なんか、係長のことちょっと誤解していたかも……）

　普段の素っ気ない態度から、陽茉莉は相澤に嫌われているのだと思っていた。

（でも、契約夫婦を提案してくるくらいなのだから、そういうわけでもないってことだよね？）

　いくら困っていても、嫌いな人間に同居、ましてや契約夫婦など提案しないだろう。

　悠翔の相手を引き受けてくれたら助かるというのは、きっと本音だろう。けれど、自分が助かるということ以上に陽茉莉が気を使わないように言ってくれている気がした。

（もしかして、夫婦ってことにしたいって言ったのも、世間体を気にしたとか？）

　会社での印象が強くてさんざん〝猫かぶり〟と陰で呼んでいたけれど、実は仕事に真面目なだけで根はいい人なのかもしれない。なぜ陽茉莉にだけ素っ気なかったのかだけが謎だけれど。

「お姉ちゃん、ここに僕と一緒に住もうよ」

　悠翔が陽茉莉の着ていた上着の端を引く。つぶらな瞳が心配そうにこちらを見つめていた。

（悠翔君がいるからふたりっきりじゃないんだよね。じゃあ、これって契約夫婦という名のルームシェアってことなのかな？）

　陽茉莉は自分にそう言い聞かせる。

　そもそも、相澤のように女性に大人気の男性が自分などにちょっかいを出してくるとも思えない。ということは、別の意味での身の危険もないだろう。

　悠翔は、陽茉莉を見上げてへらりと微笑んだ。

（か、可愛い！）

　子供は皆天使だと言うが、まさに天使の微笑み。

「……じゃあ、お世話になってもいいですか？」

「もちろん」

　相澤はまるで重大案件を通すための部長会議が終わったかのような、ほっとした表情をする。

「お姉ちゃん、ここに住む？　やったぁ！」

　悠翔は喜んで叫ぶと、そのままポンッと、また子犬のような姿に変わる。

　オオカミだと言われると、確かに足が太くてそう見えなくもない。

　けれど、なによりも――。

（可愛い！　もふもふ！　すんごい可愛い！）

　陽茉莉はあまりの可愛らしさに、心の中で悶もん絶ぜつしたのだった。
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　午後五時半。

　終業ベルが鳴り、陽茉莉はいそいそと帰り支度を始める。

　鞄に荷物を詰めていると、隣の席の楠木さんがちらりとこちらを見る。

「新山さん、最近彼氏でもできたの？」

「え!?　できてないですよ。なんでですか？」

　陽茉莉はドキリとして、聞き返す。

（どこかから係長と一緒に住んでいることが漏れて、探りを入れられている？）

　陽茉莉は相澤と契約夫婦として同居し始めたことを、会社には秘密にしている。本当の夫婦ではないし、社内の女子社員から大人気の相澤と同居しているなどと知られたら色々と詮索を受けそうだからだ。

「違うんだ？　今週に入ってから毎日終業ベルが鳴ると急いで帰っているから、彼氏と約束でもしているのかなって思ったの。先週までは結構遅くまで残っていたわよね？」

（あ、そういうこと……）

　相澤との関係がばれたわけではないとわかり、ひとまずはほっとする。

「最近、また自炊を始めたんです。今日も作りたいなって思って」

「なるほど。料理が好きって言っていたものね」

　楠木さんは特に疑うこともなく、にこりと笑う。

「そうなんです。ということで、今日もお先に失礼します！」

　陽茉莉は明るい声で挨拶をすると、職場を後にした。

　帰り際、相澤のマンションの最寄り駅で電車を降りた陽茉莉は、駅前にあるスーパーに立ち寄った。精肉コーナーでは、鶏のもも肉が特価になっている。

（鶏のもも肉か。唐揚げにでもしようかなー）

　陽茉莉は時計を確認する。まだ六時過ぎなので、揚げ物をしても七時過ぎには作り終えることができるだろう。

　買い物を終えたその足で、駅の近くにある民間の学童保育にお迎えに向かう。

　受付で待っていると、「お姉ちゃん！」と部屋の奥から悠翔が駆け寄ってきた。ぽすんと腰に抱きつかれ、陽茉莉はぎゅっと抱きしめ返す。

「お待たせ。今日もたくさんお友達と遊んだ？」

「うん！　椅子取りゲームしたよ」

　悠翔は身振り手振りを交えて、説明する。

　悠翔は今八歳で、小学二年生だ。普段は学校が終わった後、夜の八時まで預かってくれる民間の学童保育に通っている。

「今日の夕ご飯、なに？」

「今日は唐揚げだよ。唐揚げ、好き？」

「唐揚げ？　うん、好き。お兄ちゃんは唐揚げが大好物なんだよ」

「そうなの？」

　陽茉莉は意外な事実に聞き返す。

　普段、会社で毎日のように一緒に仕事をしていても、知らないことはたくさんあるようだ。




　マンションに戻ると、陽茉莉は早速仕込みを始めた。

　鶏もも肉をひと口大に切って、生しょう姜がの絞り汁と酒と醤しょう油ゆを混ぜたものに漬け込む。二十分ほどの漬け込み時間を利用して、わかめと油揚げのお味み噌そ汁しる、サラダ、それに付け合わせのなすのお浸しを用意した。

　漬け汁を切ってから小麦粉と片栗粉を混ぜ合わせた粉をまぶす。肉を揚げると、じゅわっと聞いているだけで美お味いしそうな音がした。

「いただきまーす！」

「はーい、召し上がれ」

　陽茉莉と悠翔は、綺麗に盛りつけられたお皿の前に座り、行儀よく手を合わせる。

　悠翔は待ちきれない様子で、早速ひとつ目の唐揚げにかじりつく。もぐもぐと小さな口をいっぱいにして頬張り、ふにゃりと笑った。

「おいしーい！」

「本当？　よかったー」

　料理はやっぱり、食べて美味しいと言ってくれる人がいてこそだ。大喜びする悠翔を見て、陽茉莉は頬を綻ほころばせた。

　そのとき、ふと悠翔が手を止めて自分の皿を見つめる。

「悠翔君、どうしたの？」

「お兄ちゃんの分、ある？」

「あるよ。取っておいてある」

「本当？　よかった」

　安心したのか、ほっとした表情の悠翔はまた唐揚げを頬張り始めた。

（もう、八時近いけど……）

　陽茉莉は壁にかけられた時計を見上げる。

　ここに住み始めて数日経つ。しかし、生活リズムが微妙にずれていて、実はほとんどマンション内で相澤と顔を合わせていない。

　朝は陽茉莉の希望で時間をずらして出社しているので相澤が一時間くらい先に家を出て、帰りは大抵相澤のほうが遅い。

（毎晩、どこに行っているのかな？　邪鬼の退治で出かけることが多いって言っていたけど……）

　残業している印象はないので、仕事ではないだろう。いつも遅い相澤の帰りを陽茉莉は少し心配に思った。

「ごちそうさまー」

　あっという間に食べきった悠翔がパチンと両手を合わせる。

「はい、よく食べました！　お風呂入って歯を磨いたら寝ようね」

「うん。でも、僕まだ学校の宿題の音読してない」

「じゃあ、聞くよ」

　陽茉莉は食器を流しに持っていくと、ソファーに座って悠翔が国語の教科書を読むのに耳を傾ける。

　そして、保護者欄に〝相澤〟とサインすると、それを悠翔に手渡した。




　結局、相澤が帰宅したのは夜の十時過ぎだった。

　部屋着姿でリビングでくつろいでいた陽茉莉は、カチャリという鍵を回す音に玄関のほうを見る。

「お帰りなさい！」

　陽茉莉は立ち上がって、見ていたテレビを消す。

「ただいま」

　リビングに入ってきた相澤はふわりと目元を和らげる。

「見ていていいのに」

「大丈夫です。係長のご飯、すぐ用意しますね。食べてないですよね？」

「うん、食べてない」

　すぐ近くまで来た相澤が、ネクタイを緩めながら頷く。

「毎日遅いですね？」

「ああ、色々とあって――」

　そこまで言うと、相澤は言葉を止めて陽茉莉を見つめてきた。

「なあ、その〝係長〟っていうの、やめないか？」

「え？」

「家で〝係長〟って呼ばれると、仕事中みたいで疲れる」

「あ、ごめんなさい」

　陽茉莉は慌てて謝罪した。

　いつも会社で係長と呼んでいるので、家でも無意識にそう呼んでしまっていた。確かに、プライベートな時間まで役職で呼ばれたくはないだろう。

「じゃあ、〝相澤さん〟って呼べばいいですか？」

「違うだろ。陽茉莉は俺の嫁なんだから」

「ひ、陽茉莉？」

「俺が〝係長〟って呼ばれて疲れるなら、陽茉莉も会社と同じ呼び方だと疲れるかと思ってさ」

　顔を覗き込まれて「あ、なるほど」と素直に納得してしまった。

　でもそこで、ちょっと待てよと思い直す。

　自分が〝陽茉莉〟と呼ばれているなら、相澤は――。

「礼也さん？」

　おずおずと、初めてその名を口にする。名前を呼ぶだけなのに、なぜか異様に気恥ずかしい。

　その瞬間、相澤は目を見開いて、顔を覆うように片手で自分の顔を隠した。そして、相澤の髪の毛の間からぽんっと犬のような耳が生える。

「え？」

　陽茉莉が驚いて相澤の頭に視線を向けると、相澤はハッとしたような表情をした。

　次の瞬間、その犬のような耳は消えていた。

（……見間違いかな？）

　不思議に思っていると、相澤は自分が見つめられていることに気が付いたようだ。

　顔から手を離し、今度は陽茉莉の頬に手を添えた。

　会社ではあり得ないような近い距離に、胸がドキンと跳ねる。

　視線が絡み合うと、相澤は蕩とろけるように微笑む。

「ただいま、陽茉莉」

　普段会社で聞くことがないような甘さを乗せた声でそう囁かれた瞬間、一気に顔に熱が集まるのを感じた。

「わ、わ、私、ご飯を用意してきます！」

　狼狽えた陽茉莉は、逃げるようにキッチンに向かう。

（な、なに今の!?　新婚さんみたいじゃない！）

　契約夫婦とは、こんなところまで本物っぽくするものなのだろうか？

　動揺する気持ちを落ち着かせるようにコンロの火をつけると、温度を百八十度に設定する。陽茉莉がひとり暮らしをしていたマンションにはなかったこの機能、さすがは高級マンションだ。

　ちらりと相澤のほうを見ると、ソファーにどさりと座って、気だるげに髪の毛をかき上げていた。ずいぶん疲れているように見える。

　陽茉莉は素早くエプロンをして食事の準備を始める。

　相澤は上半身を捻ひねってこちらを見ると、口元に笑みを浮かべた。

「それ、いいな」

「ああ、唐揚げ。悠翔君から好きって聞きましたよ」

　陽茉莉は笑顔で頷く。

「唐揚げもだけど、陽茉莉のその格好だよ。〝新妻〟って感じ」

「えっ！」

　落ち着きかけていた気持ちが、またぐらぐらと揺れるのを感じた。

　ちょうどそのタイミングで、ピピッとコンロの温度設定完了の電子音が鳴る。

（あ、揚げ物！）

　陽茉莉は慌ててコンロの前に行き、菜箸で鶏肉を入れる。揚げ油からじゅわっと泡が上がった。

（新妻とか、恥ずかしい……）

　きっと相澤は何気なく言っただけなのだろう。けれど、陽茉莉は耳が赤くなるのを感じた。

（礼也さんって、会社と家で全然違う……）

　相澤は会社だと陽茉莉に素っ気なく、〝冷徹上司〟という名がぴったりの態度だ。

　けれど、家だとこうして甘く微笑んだり、意地悪を言ってからかってきたり。まるで別人かのような態度の違いに、戸惑ってしまう。

（揚げ物を理由に逃げてこられたから、よかった）

　今相澤の近くに行くと、自分だけが変にどきどきしているのがばれてしまいそうだ。揚げている間に、赤くなった耳ももとに戻るだろう。




　陽茉莉はきつね色に色づいた唐揚げを、サラダを添えたお皿に綺麗に盛り付ける。

「よし、できた！　礼也さん、できまし――」

　調理を終えて相澤に呼びかけた陽茉莉は、口を噤つぐんだ。先ほどまでソファーにもたれていた相澤がいなかったのだ。

「礼也さん……？」

　陽茉莉はお皿をテーブルの上にのせると、おずおずとソファーに近付く。そこには、丸くなってすやすやと眠る銀色のオオカミがいた。

「眠っているのかな？」

　そっと手を伸ばすと、ふわふわの毛並みに触れた。

「なんか可愛い」

　三十分近く待っても一向に起きる気配のないオオカミを、陽茉莉はつんつんとつつく。ピンと立った耳がわずかに動いて、ひげが揺れたが、目は閉じられたままだ。

（大きなわんちゃんみたい）

　ぐっすり眠っているので起こすのも気が引ける。

　陽茉莉は冷めてしまった夕食にふんわりとラップをかけると、それを冷蔵庫へとしまった。




　翌日、朝起きた陽茉莉はスマホにメッセージが届いていることに気が付いた。

『昨日はすまなかった。一日経ってもジューシーで美味しかった』

　キッチンに向かい冷蔵庫を開けると、昨日しまったはずの夕食は綺麗になくなっていた。なんなら今日はお弁当にして持っていこうかと思っていたが、その必要はなかったらしい。

　陽茉莉はスマホの画面を眺める。

　今朝食べた後、わざわざこれを打ったのだろうか？　時間的に、電車の待ち時間にでも送信したのかもしれない。

　陽茉莉が知る限り、相澤はどんなに遅くなろうとも自宅で食事をとる。そして、美味しかったと感想をくれる。今朝は陽茉莉がまだ寝ていたから、わざわざこうしてメッセージを送ってくれたのだろう。

「律りち儀ぎだよねー」

　どうせ今日も会社で顔を合わせるのだから、そのときに言えばいいのに。

　けれどその律儀さは嫌いじゃない。
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　その週末、土曜日のこと。

　ここぞとばかりに寝坊していた陽茉莉は、朝九時を過ぎてようやくもぞもぞと起き出した。

　顔を洗って着替えてからリビングに行くと、カーテンは引かれたままだった。相澤と悠翔もまだ眠っているのだろう。

　カーテンを開けると、室内に明るい日差しが差し込む。

「いい天気。お出かけ日和だなー」

　陽茉莉は青い空を見上げて両手を斜め上に投げ出し、うーんと伸びをする。

「せっかくだから、朝ご飯でも作って待ってようかな」

　なにを作ろうかと、冷蔵庫を覗く。ちょうど、卵と牛乳が目に入った。

（礼也さんと悠翔君、フレンチトーストは好きかな？）

　食パンを使ったフレンチトーストは、陽茉莉の実家では休日の朝食の定番のひとつだった。

　陽茉莉はメニューをフレンチトーストとサラダに決めると、牛乳と卵と砂糖を混ぜ合わせた。

（誰かに朝ご飯を作ってあげるなんて、なんだか変な感じ……）

　それこそ恋人か夫婦みたいだと思い、なんだか恥ずかしくなった陽茉莉は慌てて首を振る。

　フライパンにバターを入れると、溶け出した焦がしバターの芳こうばしい香りが辺りに漂った。そこに卵液に浸した食パンを入れて、両面にこんがりと焼き色がつくように焼いてゆく。

　最後に上からグラニュー糖を散らし、甘く、そして表面をカリッとさせるのが新山家流だ。

　付け合わせにフレッシュサラダとヨーグルトを用意していると、ドアがカチャリと開いた。

「あ。おはようございます、礼也さん」

「おはよう。すごくいい匂いが部屋まで漂ってきた」

　ラフなカットソーとチノパン姿の相澤は、キッチンを覗き込む。陽茉莉はその姿を見て、ドキリとした。

　いつもきっちり髪の毛を整えてびしっとスーツを着込んでいるので、なんだが新鮮だ。多分これは、家着だろう。

（こうやって見ると、悠翔君に似てるなぁ）

　整髪料をつけずに無造作に下りた髪のせいか、普段より少し幼く見える。

（楠木さーん、オフでぐでっとしているときはこんな感じみたいです！）

　陽茉莉は心の中で、噂うわさ好きな楠木さんに報告をする。

　みんなが知りたがっている姿を見られるなんて、なんとなく得した気分。

「フレンチトーストを作ったんです。好きですか？」

　陽茉莉は相澤に見せるように、お皿を持ち上げる。

「フレンチトースト？　俺の分も作ってくれたの？」

「はい。もちろん」

「ありがとう。美味しそうだね」

　相澤は片手を首の後ろに当て、嬉しそうにはにかむ。

（嬉しそう。なんか、子供みたい）

　まるで小学生のように屈託なく笑う姿に、胸がきゅんとするのを感じた。普段会社で見ている姿と、全然違う。

「本当に新婚みたいで嬉しいよ。俺の奥さん」

　キッチンに入ってきた相澤は、陽茉莉の手元を見ながらからかうような調子で軽口を叩く。

「え？」

　陽茉莉は狼狽えて、頬が赤くなるのを感じた。

「もう、からかわないでください！」

　照れ隠しに頬を膨らませる陽茉莉を見て、相澤はくくっと肩を揺らす。

　子供みたいだと思ったことを、ここに訂正する。こんな風に余裕を見せてからかってくるところ、全然子供じゃない。

（でも、喜んでいるのは確かかな？）

　その様子を見て、とりあえず嫌いではなさそうだと陽茉莉はほっと胸を撫で下ろした。

　一方の相澤は、手慣れた様子でコーヒーメーカーをセットし始めた。

「朝ご飯を作ってもらうのなんて、いつ以来だろう。おふくろがいなくなってから、自分で作るものだったから」

　相澤が小さな声でそう言うのが聞こえた。それは特に陽茉莉に話しかけている風ではなく、自分の中で確認するように呟いた言葉のようだった。

（そういえば、礼也さんのご両親ってどうしているんだろ？）

　このマンションに住んでから陽茉莉が知る限り、相澤の両親はこの家にはいないように見えた。

（おふくろがいなくなってから、って言っていたから、少なくともお母さんはいないんだよね？）

　なんとなく聞きづらくて聞けない。

　悠翔はまだ小さい。男手ひとつで幼い弟を育てるのは大変だろうなと思う。

「そうだ。陽茉莉が持ってるお守りって、今ある？」

「お守り？　ありますよ」

　なぜそんなことを聞いてきたのだろうと、陽茉莉は振り返って首を傾げる。

「朝食が終わったら、貸して。あのお守りは多分、中の護符の効き目が弱くなっているんだ。昨晩新しいのを作ったから、取り替える」

「護符？」

　よくわからないが、中に入っているお守りの本体の力が弱まっているから、新しいものを作ったということのようだ。

「礼也さん、護符も作れるんですか？」

「ああ」

　この人、本当になんでもできちゃうんだなぁと感心してしまう。

「おはよー」

　テーブルに全部の料理が並べられた頃、悠翔がようやく起きてきた。側頭部の髪の毛に途中から垂直に立ち上がる寝癖がついており、きっとそちらを下にして眠ったのだろうなと予想がつく。

「わあ、これフレンチトースト？」

　悠翔はこちらに駆け寄ると、テーブルの上を見て目を輝かせた。

「そうだよ。悠翔君、好き？」

「大好き！」

　悠翔は満面の笑みを浮かべる。

　そして、ひと口食べると「美味しい！」と大喜びしてくれた。

「よかったな、悠翔」

　相澤はその様子に目を細めて、悠翔の頭を撫でる。

　会社で時折見せる、ちょっと作り物っぽい爽やかな笑みとは違う、優しい笑顔だった。

（なんか、嬉しいな）

　十五分もあれば作れてしまうお手軽料理なのに、こんなに喜んでもらえるなんて。

　また今度作ってあげようと、陽茉莉は頬を緩めたのだった。




　その日の日中、陽茉莉は悠翔を連れて、歩いて十五分ほどの場所にある大きな公園へと遊びにやってきた。

　前方に見える芝生広場では、周辺に住む人たちが思い思いに余よ暇かを過ごしていた。

　大学生風のグループや、小さな子供を連れた家族連れ、ヨガマットを持ってきてひとりでヨガをしている人も。

　悠翔は芝生のほうへと走ってゆくと、綺麗な小石を集めたりバッタを捕まえたりしていたが、しばらくすると陽茉莉のもとへと走り寄ってきた。

「お姉ちゃん。僕、縄跳びするから見てて」

「うん、いいよ」

　陽茉莉が頷くと、悠翔は縄跳びを持ってアスファルトの部分へと向かう。そして、前跳びと後ろ跳びを披露してくれた。

「すごい、上手だね！」

「うん。お兄ちゃんに教えてもらったの。今、あや跳びの練習をしているんだけど、まだできないから練習する」

「うん、頑張れ！」

　褒められて嬉しかったのか、悠翔は嬉しそうにはにかむ。

（か、可愛い）

　見ているだけで胸がきゅんきゅんしちゃう可愛さ。相澤も子供の頃はこんな感じだったのかな、とふと思った。

「悠翔君。お兄ちゃん、優しい？」

　陽茉莉はなんの気なく、悠翔に尋ねる。

「うん、すっごく優しい。お仕事がない日は遊んでくれるんだ。この前はあっちでサッカーしたよ」

　悠翔はぱあっと顔を輝かせ、公園の向こう側を指さす。そっちには、市民が自由に使用できる多目的グラウンドがある。

「へえ……」

　縁あって相澤のマンションに転がり込む前まで、陽茉莉はてっきり相澤の休日は美人な恋人とデートにでも行き、夜は高級レストランでディナーでもしているのかと思っていた。

　想像と現実はだいぶ違うようだ。

　そもそも、陽茉莉に契約結婚による同居を持ちかけてくるくらいなのだから、相澤に恋人はいないはずだ。

「お休みの日のお仕事って、あのお化け退治のお仕事かな？」

　陽茉莉の職場は、基本的に休日出勤はない。土日に働いているとすれば、そっちだろう。今日も『仕事で』と言って昼過ぎに出かけてしまったが、会社ではないはずだ。

「お化けじゃなくて邪鬼だよ。本当は隠かくり世よに行かなきゃいけないのに、死んだ人の未練が残って鬼化するの」

「ふーん」

　あんまりよくわからないけれど、人ではないということと、相澤がそれを退治しているということは間違いないようだ。

「見つけたら退治するの？」

「見つけたら退治するし、頼まれて探して退治したりもする。お兄ちゃんは〝祓はらう〟って言ってた」

「頼まれて？」

「うん。お姉さんに」

　それだけ言うと、悠翔はまたトタトタと芝生のほうへと駆けてゆく。

（お姉さんに頼まれて？）

　そのお姉さんは陽茉莉のように人ならざる者に襲われて、相澤に退治を頼んだということだろうか？

　いまいち要領を得ない回答に、陽茉莉は首を傾げたのだった。




　結局、陽茉莉と悠翔はその公園に二時間ほど滞在した。

　家へ帰る途中、陽茉莉はついでに夕ご飯のおかずを買ってしまおうと思いつく。

「悠翔君、今日の夕ご飯はなにが食べたい？」

　手をつないで歩きながら、陽茉莉は悠翔に尋ねる。

「僕、オムライス食べたい」

「オムライス？　上にケチャップで文字を書くやつ？」

　オムライスといっても、昔ながらのケチャップをかけるものからデミグラスソースやホワイトソースで食べるちょっとお洒落なものまで色々とバリエーションがある。

　陽茉莉が念のため確認すると、悠翔は「うん、そうだよ」と答えた。

「よし。じゃあ、今夜はオムライスだ！」

　子供が好きな料理の定番だと、陽茉莉は頬を緩ませる。

　メインがオムライスなら、サイドメニューは具だくさんのコンソメスープとフレッシュサラダにしよう。

「やったー」

　悠翔は両手を上げて大袈裟に喜ぶと、ピョンとジャンプした。
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　玄関の鍵を開けると、思わずよだれが出そうないい匂いが鼻孔をくすぐる。ここ最近、新山陽茉莉が一緒に住むようになってから毎日だ。

（今日はなんだろう？）

　陽茉莉は日々、色々な料理を作ってくれる。

　初めは作らなくてもいいと伝えたのだが、本人が『居候するのだからそれくらいはします。それに悠翔君にコンビニ弁当ばっかり食べさせていてはだめですよ』と力説するので、その後は任せている。

　そして、相澤にとってそれは密かな楽しみになっていた。

「ただいま」

　リビングダイニングのドアを開けると、軽く声をかける。ちょうど食事の最中だった悠翔と陽茉莉がタイミングを合わせたかのように「お帰りなさい」と言った。

「お兄ちゃん！　僕ね、今日、上手に縄跳びできたよ」

「へえ、すごいじゃないか」

　相澤が頭をぽんぽんと撫でると、悠翔は嬉しそうに満面の笑みを浮かべた。

「礼也さん。すぐにご飯を用意しますから、ちょっと待っていてくださいね」

　陽茉莉は立ち上がるとキッチンへと向かう。その姿が、まるで本物の新妻のように見えて相澤は口元を緩めた。




　陽茉莉はまったく覚えていないようだが、相澤と陽茉莉が出会ったのは今の会社に入社してからが初めてではない。

『わんちゃん、大丈夫？』

　幼い日、妖力を使い果たした挙げ句に傷ついて動けなくなった自分を心配そうに見つめた優しい瞳。

『早く元気になるんだよー』

　そう言って抱き上げるとにこりと微笑んだ可愛い女の子。

　それが陽茉莉だった。

　もう一度会いたくて家の前まで行ったとき、陽茉莉はすでにそこには住んでいなかった。もう二度とあの子には会えないのだと思い、落ち込んだ。

　けれど、転機は突然訪れた。十年以上の歳月を経て、幸運にも初恋の相手である陽茉莉と再会したのだ。これは再会後に知ったことだが、陽茉莉の一家はあの家のすぐ近くに転居しただけだったようだ。

　陽茉莉に渡したお守りは、時の流れと共に効き目が薄くなる。

　彼女を自分の手で守ってやりたい。

　危険から遠ざけて、安心して過ごさせてやりたい。

　邪鬼に襲われる彼女を見たとき、いてもたってもいられなくて半ば強引に同居、そして契約結婚を押し切った。

　自分たちあやかしにとって、生涯でひとりと決めた異性は特別な存在だ。そして、相澤はまだ幼かったあのときに、その相手は陽茉莉だと決めていた。

（本当は、もっと俺が家にいられればいいのだが）

　せっかく一緒に暮らし始めたのに、今の生活は時間的なすれ違いが多い。

　自分が出かけることによって一緒に過ごす時間が減るだけでなく、陽茉莉に悠翔の世話や家事を押しつけることになっているのは自覚していた。

　邪鬼退治に関し、自分の代わりを務められる人間がいないから仕方がないとはいえ、もどかしさを感じる。

　唯一の救いは、陽茉莉が悠翔の相手を楽しんでくれていることだ。

　もともと子供が好きということもあるだろうし、四人きょうだいの長女で小さな頃から弟と妹の世話をしていたそうだから、子供の相手に慣れているのだろう。

（あまり俺が家にいても、陽茉莉は気を使うだろうか）

　まだ一緒に住み始めて間もないせいか、陽茉莉は相澤と家で一緒にいるとき、なんとなくよそよそしい。悠翔がいればそうでもないのだが、夜リビングでふたりきりになると、それとなく距離を取ろうとする。

（早く慣れてくれるといいのだが）

　席に着くと、隣に座る悠翔がスプーンを口に運ぶのが見えた。

　悠翔の目の前に置かれた食べかけのお皿には、卵に包まれたチキンライスが少し残っていた。

「これは、オムライス？」

「そうです。はい、どうぞ」

　トレーにのせて夕食を持ってきた陽茉莉が、相澤の前に食事を並べてゆく。そして、最後に置かれたお皿を見て相澤は目を瞬かせる。

『おつかれさま！』

　黄色い卵の上に、ケチャップで書かれた文字を読み、相澤は思わず笑みを漏らす。

　スプーンですくい上げてひと口食べると、素朴で優しい味が口の中に広がった。
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　イケメン上司と会社には秘密の契約夫婦生活を始めたら、仕事も優しく指導されちゃって絶好調！

　なーんていうのは、体のよいドラマの中でしか起こらないことらしい。

　陽茉莉は若干の憎らしさすら感じながら、打ち合わせコーナーで向かい合う相澤の顔をうかがい見る。

　端正な顔には笑顔の〝え〟の字も浮かんでいない。むしろ、整いすぎた顔のせいで真顔だとちょっと冷たく見える。

（おかしい。家だとわりかし笑顔も見せるんだけどなぁ。あれって、もしかして幻覚？）

　もしくはこれが素で、家で見ている姿が幻覚だろうか。オオカミに変わったりするし、幻覚だったとしても不思議ではない。

　そんなことを考えていると、鋭い声が飛んできた。

「新山、聞いてるか？」

「はい。聞いています」

「俺の言ったこと、わかってるか？」

「提案書はもっとしっかりと作り込めってことですよね？」

「全然違う。対話をするときに相手の目線に立てと言っているんだ」

　冷静に、しかし容赦なく否定される。

　今、陽茉莉が上司の相澤に見せているのは、今度使用する営業提案書だ。

　以前から付き合いのあるリラクゼーションサロンに、新たに商品を売り込もうとしているのだ。

　陽茉莉が営業の担当になり、これまでの営業提案書をベースに今の売れ筋商品を載せたものを作成した。陽茉莉としては自分なりに頑張って、それなりによくできたと思っていた。

　しかし、相澤の評価は違ったらしい。で、完成した提案書を確認してもらったところ、この説教タイムに入ったわけである。

　まあ、以前のように無言の赤字を返されなかっただけ、少しはマシかもしれない。

「じゃあ聞くが、新山は愛用している化粧品店で売れ筋の化粧品がつらつらと掲載されたチラシを宣伝されたら買うか？」

「多分、買いません」

「なぜ買わない？」

　聞き返されて、陽茉莉は言葉に詰まる。

　なぜ買わないか。

　十秒程度の沈黙の後、陽茉莉はおずおずと口を開いた。

「今の商品で、特に困っていないから？」

「そう。わかってるじゃないか」

　相澤は陽茉莉をまっすぐに見つめる。

「先方はわざわざ時間を割いて、こちらの話を聞くと言っているんだ。つまり、現状になにかしらの不満があるはずなんだ。それを聞き出して、向こうが求めているものを先回りして提案するのが、俺たちの仕事だろう？」

「私たちの仕事……？」

　相澤の話は要するに、営業提案をするからには相手の目線に立ってなにを求められているかを把握し、それに応えられるだけの引き出しを用意しておけということのようだ。

　確かに、相手だって暇ではないのだから、まったく必要のないもののためにわざわざ時間を割こうとは思わないはずだ。つまり、うまく彼らの琴きん線せんに触れることさえできれば、興味を持ってもらえる可能性が一気に高まるのだ。

「もう一度、あちらに連絡をとって話を聞いてみます」

　幸いにして、先方の担当の山やま田ださんはとても人当たりのよい女性だ。連絡すれば、なにかしらのヒントは得られるかもしれない。

「そうだな。もう一ひと捻ひねりしてみて」

　相澤はそう言うと、陽茉莉に提案書を容赦なく差し戻したのだった。
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　ドアを開けると、温かな色合いのランプに照らされたシックな店内が見えた。六席あるカウンター席の奥二席には、カップルと思おぼしき男女が座っている。

「いらっしゃいませ」

「こんにちは」

「あらぁ。陽茉莉ちゃん、久しぶりじゃない！」

　カウンターの奥にいた潤ちゃんは、陽茉莉に気が付くと表情を明るくする。

　陽茉莉は潤ちゃんにはにかんだ笑顔を見せると、カップルとは一番離れた入口側の椅子に座った。

「ここ最近、あんまり来てくれなかったから、嬉しいわぁ」

　潤ちゃんはしんみりと呟くと、作っていたオードブル盛り合わせをカップルの前に差し出した。そして、グラスを棚から取り出して作業しながら陽茉莉に声をかける。

「最近、忙しいの？」

「うーん。忙しいっていうか、生活環境が変わったの」

「ふうん？」

　相澤の家に居候するようになってから、悠翔のお迎えは基本的に陽茉莉がしている。そのため、以前のようにハーフムーンに気軽に来ることができなくなった。

　けれど、今日は相澤が早く帰る予定だと言っていたので、思い切ってお迎えも任せてきたのだ。

（そういえば礼也さん、あのときなにか言いたげだったな）

　陽茉莉は、昨晩のことを思い返す。相澤は陽茉莉が夜出かけたいと言うと、少し困惑した表情を浮かべたのだ。

『わかった。けど、あまり遅くなるなよ。……夜は邪鬼の動きが活発になるから、危ない』

『はい、わかりました。礼也さんと住み始めてから、本当にあのお化けに襲われなくなりましたから大丈夫です。ありがとうございます！』

　陽茉莉がにこりと笑うと、相澤は眉根を寄せる。

　そのとき、なにかを言いたげに見えたのだが、結局はなにも言われなかったのでわからずじまいだ。

「機嫌がいいのは、生活環境が変わったせい？」

「機嫌がいい？」

「ええ。とってもよさそうに見えるわ」

　潤ちゃんはにこりと微笑み、陽茉莉にいつものようにジントニックを差し出す。

　ひと口飲むと、口の中にシュワシュワとした味わいが広がった。

「この前ね、営業先のお客様に、すっごく褒められたの」

「あら、すごいじゃない」

「うん。ちょうどこんなのが欲しかったって言われて、年間契約を結んでもらえることになった」

　陽茉莉は褒められたことが少し照れくさくて、それを隠すようにはにかむ。

　潤ちゃんはそんな陽茉莉を見つめて目を細めた。

「陽茉莉ちゃんも営業マンとして頼りになる存在になってきたってことかしら」

「どうだろう。実はね――」

　今回の件は、陽茉莉の力だけではきっとできなかった。

　上司である相澤に資料の作り直しを命じられた後、陽茉莉は営業先の担当である山田さんに連絡をとった上でいくつかの課題を確認し、打ち手となるような商品のラインナップをそろえて営業に挑んだ。

　例えば、価格は高めだが完全にアレルゲンフリーでアトピーなどの敏感肌の方でも使えるマッサージクリームや、いいと感じているけれども大きいボトルを買うのはちょっと……と思っている方がお試しに使えるミニサイズの自宅用化粧品セットなどだ。これに関しては本当は旅行用として作られたものだが、陽茉莉はあえて自宅用として提案した。

　お客様が期待していた以上のものを提供すると、あんな風に喜んでもらえるんだ。

　ありがとう、と言った山田さんの笑顔が脳裏に浮かぶ。

　それは、陽茉莉にとって新鮮な驚きであり、経験したことがない喜びだった。

「いっつも口うるさいなあって思ってたけど、いざお客様から『こんなのが欲しかった』って褒められると嬉しいね。頑張ってよかったって思った」

「口うるさいっていうと、今回の件でアドバイスしてくれたのは猫な彼かしら？」

「うん、そう。猫かぶりな彼」

　そう言いながら、陽茉莉はぷっと吹き出す。

（本当は、猫じゃなくってオオカミだけどね）

　潤ちゃんはサービスのローストナッツを陽茉莉の前にトンと置く。

「いっつも厳しめみたいだけど、陽茉莉ちゃんがそれでちゃんと成長しているんだから、結構いい上司だと思うわよ」

「そう思う？」

　陽茉莉は潤ちゃんのほうを見る。

「うーん。直接会ったことがないからなんとも言えないけど、これまでの陽茉莉ちゃんの話を聞く限りではね」

　潤ちゃんはパチンと器用にウインクをした。

「多分、その猫な彼は陽茉莉ちゃんのことが可愛いのね。そうじゃなきゃ、そんなに熱心に指導しないわ。結構、普段から陽茉莉ちゃんのことを気にかけて見ているんだと思うわよ」

「そうかなあ？」

　部下として可愛いと思っているかどうかはわからないが、指導が熱心なのは間違いない。

「案外陽茉莉ちゃんにだけ素っ気なかったのも、愛情の裏返しなんじゃない？」

「うーん。どうなんだろう」

　契約夫婦になるまで、相澤は会社で陽茉莉にだけやけに素っ気なかった。嫌われていたわけではないようなので、未だに理由は謎である。

　ただ、思い返せば素っ気なくてもきちんと必要な指導はしてくれていたように思う。そして、それが陽茉莉の成長につながっていることも確かだった。

（相澤係長の部下、思ったほど悪くないかも）

　半分ほどに減ったグラスを傾ける。

　またお客様に喜んでもらえるように、明日からも頑張ろうと思った。




　店を出て、マンションの最寄り駅で電車を降りた陽茉莉は、鞄からスマホを取り出した。画面を確認すると、時刻はすでに夜の十一時を回っている。

　駅から相澤のマンションまでは徒歩十分ほどだ。

　陽茉莉は足早に家路を急ぐ。

「思ったより遅くなっちゃったな」

　本当は十時前に帰宅するつもりだったのだけれど、久しぶりに行ったハーフムーンでの潤ちゃんとの会話が楽しくて、ついつい長居してしまった。

　スマホを鞄にしまって顔を上げると、空に浮かんだまん丸の月が目に入った。

「そっか。今日は満月か」

　闇夜に浮かぶお皿のようなそれを見上げ、陽茉莉は独りごちる。どうりで今日は夜なのに空が明るいと思った。




　玄関を開けると、廊下の先にあるリビングの電気がついているのが見えた。

　陽茉莉は足音を立てないように気をつけながら、そちらに向かう。今の時間、悠翔はもう寝ているはずだ。

　リビングを覗くと、相澤はソファーに座ってテレビを見ていた。

「ただいま戻りました」

　相澤の後ろ姿に声をかけると、陽茉莉はそのまま自分が使っている部屋へと向かった。さっさと着替えて風呂に入ったほうがいいかと思ったのだ。

　部屋のドアを開けようとしたとき、背後からトンとドアに手をつかれる。驚いた陽茉莉は背後を振り返った。

「礼也さん？　どうかしたんですか？」

　いつの間に後ろに来たのだろうと陽茉莉は驚いた。相澤は少し不機嫌そうにこちらを見下ろしている。

「こんな時間まで、どこに行っていたんだ？」

「どこって……行きつけのバーです」

「誰と？」

「え？　ひとりですけど？」

　夕食は同期の若菜と一緒に食べに行ったが、ハーフムーンにはひとりで行った。

「ふーん」

　相澤は陽茉莉を見下ろしたまま、目を眇すがめる。そして、おもむろに体を屈かがめると、陽茉莉の首筋に顔を寄せた。

「ひゃっ！」

　陽茉莉は思わず声をあげる。

　触れられてはいないけれど、息がかかるのがわかるほどの距離だった。

（な、なんでこんなことしてるの!?）

　動揺した陽茉莉は真っ赤になり、あわあわと相澤を見返す。目が合った相澤は口の端を上げた。

「確かに、なにも感じない」

「え？」

「悪い気配は感じないってこと」

「あ……」

　なるほど。

　今のは陽茉莉にあのお化け――正確には邪鬼だったっけ？――の気配がないかを確認してくれたのだろうか。

「礼也さんと一緒に住むようになったら、本当にあのお化けに襲われなくなりました。ありがとうございます」

「ああ。近くにいる時間が長ければ長いほど気配が移るからな。ただ、あくまでも虫除けと一緒だ。襲われなくなる保証があるわけじゃない。あまり人通りがない時間にひとりで出歩くな」

「はい」

　説教じみたことを言われ、陽茉莉はシュンとする。

　実を言うと、最近少し気を抜いていた。相澤と一緒に暮らし始めてから邪鬼に襲われることはおろか、声さえ聞くことがなくなったので、油断していたことは確かだ。

（虫除けと一緒、か……）

　実に的確な表現だと思った。あの化け物たちが近付いてきにくくはなるけれど、絶対に襲われない保証などどこにもないのだ。

「礼也さん」

「なに？」

「あの邪鬼に襲われると、どうなるんですか？」

　その瞬間、相澤の表情が明らかに強張った。答えを聞かなくても、きっととても悪いことが起こるのだと、その表情だけでわかる。

「すいません、やっぱりいいです」

　聞かないほうがいい気がした。

　陽茉莉はそう謝罪すると、自分の体を抱きしめるように腕を回す。

「怖いのか？」

　答えることができず、陽茉莉はうつむく。

　正直、怖くないと言えば嘘になる。

　もしも相澤がいないところであれに襲われたら、自分はどうなってしまうのだろう。想像するだけで体が震えそうだ。

　青ざめる陽茉莉を見下ろし、相澤は再び体を屈めた。

「一緒に寝てやろうか？」

「は？」

「怖いなら、今夜は一緒に寝てやるけど」

　耳元に囁かれ、陽茉莉は相澤の顔を見返す。端正な顔には、心なしか黒い笑みが浮かんでいる。

「か、からかわないでくださいっ！」

　陽茉莉は真っ赤になって、相澤の胸を押す。服越しに触れた体が思ったよりも逞しくて、なぜか無性に恥ずかしくなる。

「からかってない。夫婦なんだから、一緒に寝るのが当たり前だろ？」

　相澤はそんな陽茉莉を見下ろし、当然のように言い放つ。

「ちなみに、俺の部屋の鍵はひと晩中開いている」

「っ!?」

　目が合うと、にんまりと口元が弧を描いた。

（やっぱり、絶対にからかっておもしろがってる）

「結構です！」

　陽茉莉は相澤を向かいの部屋に追いやると、バタンとドアを閉めて、自分の部屋に入りベッドの上にダイブする。

　顔が熱い。

　普段なら、相澤は絶対にあんなことを言わない。

（今日は、お酒でも飲んでたのかな……）

　酔うと人は理性が利かなくなり、素の自分が出やすくなると聞いたことがある。

　ということは、むしろあれが本性なのか？

（でも、お酒の匂いはしなかったけど……）

　相澤とは、職場の懇親会などの酒席で何回か一緒になったことがある。

（お酒飲むとき、どんな感じだったっけ？）

　若手なこともあり、陽茉莉は注文を取りやすい入口近く、末席に座ることが多い。相澤とは少し席が離れていることが多く、記憶が定かでない。

（乾杯はビールだよね。その後も、最後まで普通に飲んでいたような……）

　そこまで強いという印象はないが、弱い印象もない。少なくとも、酔って人が変わるようなことは、一度もなかったはずだ。

　それに、今日は酔っ払っているようには見えなかった。

（ってことは、ただ単にからかってきただけ？）

「さすがに、からかいすぎでしょ？」

　相澤のような見た目もよくて仕事もできるハイスペック男からすれば、陽茉莉などまったく興味の対象にならないことは知っている。

　けれど、こっちは一応お年頃なのだ。動揺する気持ちを抑えるのは難しかった。

「あんの、猫かぶりめ！」

　枕をぎゅっと抱きしめると、陽茉莉は口を尖らせる。

　先ほどまでの恐怖感は、いつの間にかすっかり霧む散さんしていた。
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　翌朝目覚めると、淹れたてのコーヒーの芳ばしい香りが漂ってきた。

　陽茉莉はベッドから起き上がり、うーんと大きく伸びをする。

　スマホを確認すると、アラームが鳴る十五分前だ。

（二度寝すると寝坊しそうだし、起きようかな）

　陽茉莉はパジャマから手早く着替えると、洗面所で顔を洗った。

「あれ、今日は早いな。おはよう」

「あ、礼也さん。おはようございます」

　早いといっても、いつもより十五分しか早くない。

　まだ髪の毛に寝癖がついている陽茉莉に対し、相澤はすでに完璧に準備が仕上がっていた。

　アイロンの利いたシャツにきっちりとネクタイを締め、スーツのジャケットを片手に持っている。もう片方の手には鞄があるので、そろそろ家を出るのだろう。

「礼也さんはいつも早いですね？」

　朝の出社時間をずらしてほしいと言ったのは陽茉莉だが、ここまで早く出ることを想定していたわけではなかった。

「ああ。始業時間前はどこからも電話がかかってこないから、仕事がはかどるんだ。早朝出社、やり始めるとなかなかいいよ」

　相澤はそう言うと、玄関へと向かう。

　ちょうど居合わせたことだしと、陽茉莉は玄関まで見送りに行った。

　靴紐を結び終えた相澤は、そこに立つ陽茉莉の顔を見て怪訝な顔をする。

「どうした？」

「まだ時間があるから、お見送りをしようかと思いまして」

　陽茉莉が見送りに来るとは夢にも思っていなかったようで、相澤の目がわずかに見開かれる。そして、少し照れたようなはにかんだ笑みを浮かべた。

「ありがとう」

　ドアノブに手をかけようとした相澤が、ふとなにかを思い出したように振り返った。

「そうだ。忘れないうちに伝えておく。今夜の夕食はいらない。ちょっと急用ができて、遅くなる」

「そうなんですか？　わかりました。悠翔君と一緒に食べておきます」

「助かる」

　そして、つとこちらを見つめた。

「新妻からの行ってらっしゃいのキスはないの？」

「え!?」

　狼狽えた陽茉莉は急激に熱が集まるのを感じた。相澤はそんな陽茉莉を見て、くくっと肩を揺らす。

「冗談だ。行ってきます」

（もう、またからかって！）

　陽茉莉は口を尖らせる。けれど、すぐに気を取り直して「行ってらっしゃい！　また後で」と相澤の背中に明るく声をかける。

　相澤は振り返ると、口の端を上げて片手を振った。

　陽茉莉はその後ろ姿を見送った後、悠翔を起こしに行く。

　子供部屋には、ベッドの上で子犬の姿になって丸くなる悠翔がいた。

「悠翔君、朝だよー」

　首のあたりをもしゃもしゃとくすぐると、うっすらと子犬がまぶたを開ける。

「学校行く時間だよ」

「学校？　もうそんな時間？」

　ポンッと悠翔が人間の姿に変わり、寝ぼけまなこをごしごしと擦る。

　この摩ま訶か不思議な変化も、だんだんと慣れて違和感を抱かなくなってきた。

　豆知識として知ったことだが、悠翔や相澤はオオカミの姿に変わるとき、洋服も一緒に消える。そして人間に戻るときは最後に着ていた服を身につけた姿に戻るようだ。

「お兄ちゃんは？」

「もう行っちゃったよ」

「えー」

　悠翔は不満げに頬を膨らませる。

「残念だったね。今朝はお姉ちゃんが、ハムサンド作ってあげる」

「本当？　やったー」

　悠翔は途端に表情を明るくする。

（うん、うん。ハムサンドは美味しいよね）

　ちなみに、ハムだけじゃなくてレタスとチーズも入れるのが陽茉莉流である。

「うん、本当。だから、起きようか？」

「うん！」

　悠翔はにこっと笑って立ち上がる。

（可愛い！）

　朝からなんて癒やされる！

　そして、ふと先ほど見送った相澤の表情が思い浮かぶ。

　陽茉莉が見送ったときに、驚いたように目を瞠みはり、次いで照れたように笑った。

　兄弟だけに、相澤と悠翔は笑った表情がどことなく似ている。

（あんなことで照れるなんて、ちょっと意外……）

　朝、美女に見送られることは日常茶飯事――なーんてイメージだったけれど、実際は違うようだ。

（いつも人のことからかってばかりだけど、可愛いところもあるじゃないか！）

　陽茉莉はサンドイッチを作りながらふふっと笑みを漏らす。

「お姉ちゃん、なんか楽しそう」

「そうかな？」

　不思議そうな顔でこちらを見上げる悠翔になんでもないと笑いかけると、陽茉莉はできあがったサンドイッチをお皿に盛りつけた。

（それにしても――）

　陽茉莉は悠翔と向かい合ってサンドイッチを頬張りながら考える。

　今朝の相澤は、陽茉莉のよく知る相澤だった。

　時折からかってくることはあるけれど、基本的には爽やかで、きちっとしている。

（昨日の夜のはなんだったのかな……）

　いつにも増して意地悪で、少し雰囲気が違った。

（やっぱり酔っ払ってたのかな？　飲み会のとき、あんな感じだったかなぁ？）

　お酒のせいかと思い、飲み会での様子を改めて思い返す。

　けれど、やっぱり昨夜のように人が変わることはなかったように思った。
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　どこのコミュニティでも女性の情報ネットワークというのは侮あなどれないものだ。そして、ここアレーズコーポレーションでもそれは例外ではない。

　パソコンに向かって資料作成をしていた陽茉莉は、視線を感じて横を向いた。隣の楠木さんがなにかを言いたげにこちらをチラチラ見ている。

「どうかしましたか？」

　仕事に関する確認でもあるのかと、陽茉莉はキーボードを打つ手を止めて楠木さんを見返す。

　楠木さんは待ってましたとばかりに、椅子ごと陽茉莉に体を寄せた。

「新山さん。私、すごいビッグニュースを仕入れてきたのよ」

「ビッグニュース？」

「そう」

　そこまで言うと、楠木さんはきょろきょろと辺りを見回し、人が出払っているのを確認する。

　その仕草で、これは仕事絡みではなく噂話だなと陽茉莉は瞬時に悟った。楠木さんは社内の噂話が大好きなのだ。

「相澤係長なんだけど、やっぱり恋人がいるらしいわ。和風な雰囲気の美女だって」

「は？」

　思わず、おかしな声が出てしまった。

　相澤係長に恋人？　そんな気配はまったく感じないが。

「ただの噂じゃないですか？」

「でもね、総務部の服部はっとりさんがデート現場を見たらしいのよ。ちょっといい雰囲気のレストランの前で、ふたりで話をしていたって。しかも、かなり親しげだったらしいわよ」

「レストラン？　人違いってことはないですか？」

　陽茉莉は眉を寄せて小さな声で問い返す。

　相澤は基本的に、遅くなっても家に帰って食事をとる。すでに相澤の家で世話になるようになって三週間近くが経つが、それは最初から変わらない。

　だから、レストランになど行っていないはずだ。

「うーん。でも、総務部の服部さんが言っているのよ？　すごい相澤係長のファンだから、見間違えるなんてないんじゃないかしら？」

　楠木さんは顎に手を当てて首を傾げる。

「一昨日の夜に見たらしいんだけど――」

　その瞬間、ドキリと胸が跳ねた。

　一昨日の夜。それは、ちょうど相澤が『夕食はいらない』と言った日だった。

　確かにその日、相澤は夕食を家で食べなかった。帰宅したのも、日付が変わるような時間だった気がする。

「なんかね、和服モデルみたいな美人さんだったらしいのよ。やっぱり、いい男には美女がつきものなのね」

　楠木さんは予想通りだと言いたげに、うんうんとひとり頷く。

（礼也さん、彼女いるんだ……）

　その後も、総務課の服部さんから聞いたという誇張交じりの情報を楠木さんはつらつらと話し続ける。陽茉莉はそれを、半分上の空で聞き流した。




　そして、昼休み。社員食堂で黙々とカレーライスを胃の中に押し込む陽茉莉を、若菜は不思議そうに見つめた。

「陽茉莉、午前中になにかあった？」

「ううん。別になにもないよ」

「それにしては、なんかやさぐれてない？」

　陽茉莉はぴたりとスプーンを運ぶ手を止める。

（やさぐれている？　私が？）

　そんなはずはない。断じてない！

　陽茉莉と相澤は名目上の契約夫婦ではあるけれど、実際には恋人でもなんでもない。

　上司と部下であり、お互いの利害関係からなるただの同居人だ。

　だから、相澤が誰と付き合っていようと陽茉莉にはとやかく言う資格はないし、そもそも口出しすべきことではない。

　そうはわかっているけれど、なぜかイライラする。そして、その理由にはなんとなく気付いてはいるが、認めたくはない。

「午前中に、また相澤係長に仕事のことでなんか言われちゃった？」

　若菜はこちらを見つめ、首を傾げる。

「相澤係長は関係ない！」

　陽茉莉は即座に全否定する。

「そ、そっか。じゃあ、別に嫌なことがあったんだね」

　陽茉莉の気迫にやや圧倒されたように、若菜は体をのけぞらせる。

「飲みにでも行って話を聞けたらいいんだけど、今日は予定があるんだよね――」

　残念そうに若菜が眉尻を下げるのを見て、陽茉莉は閃ひらめいた。

（そうよ。最近、潤ちゃんに話を聞いてもらう頻度が減っているからイライラするんだ！）

　絶対にそうに違いない。

　そうとわかれば、潤ちゃんに会いに行かないと。

『今夜は出かけるんで悠翔君のお迎え無理です』

　どこで聞かれているかわからないので、三つの隣の席ではあるけれどスマホからメッセージを送る。すぐに相澤からは返事が来た。

『わかった。前にも言ったが、あまり遅くなるなよ』

（そんなこと、別に言われなくったってわかってるし！）

　陽茉莉は画面をスワイプしてＳＮＳのアプリを閉じると、心の中であっかんべーをした。
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　本から顔を上げてふと時計を見ると、すでに時刻は夜の十一時を過ぎていた。

　テレビをつけるとちょうどニュース番組の気象情報が映り、明日は平年よりやや気温が低いので秋らしい装いがいいと言っていた。

「陽茉莉、遅いな……」

　相澤は読みかけの本に栞しおりを挟み、ソファーの前にあるローテーブルに置く。

　スマホを確認したが、なにも連絡は来ていなかった。

（なにかあったのか？）

　相澤から見て、陽茉莉は少々抜けているところがあるものの、生真面目な性格だ。こんな時間になるなら、『遅くなります』とひと言メッセージを送ってきそうなものだ。しかし、この時間になってもなにも連絡がないとなると心配になる。

（まさか、また邪鬼に襲われた？）

　陽茉莉が持っているお守りには、新しい護符を入れてやった。

　それに、毎日自分や悠翔と一緒に過ごしている陽茉莉は、以前に比べればかなり襲われにくくはなっているはずだ。

　相澤のような邪鬼退治を行うあやかしは、彼らから忌み嫌われる気配を発しているのだ。

　だが、絶対に襲われないという保証などない。

　母が亡くなったときの嫌な記憶が甦り、相澤は額に手を当てる。

『今どこにいる？』

『迎えに行くから、場所を教えてくれ』

　何通かメッセージを送ったが、返事はない。

「くそっ。どこにいる」

　契約夫婦として同居しているとはいえ、陽茉莉のプライベートまで踏み込むのは嫌がられるのではないか。

　それをして『やっぱり、契約夫婦を解消したいです』と言われるのではないか。

　そんなことを恐れて一線を引いていたことが、今になって悔やまれる。

　なかなか既読がつかないことに苛立ち、今度は電話をかける。何回か呼び出したが応答はなく、四回目でようやくつながった。

「もしもし？　こんな時間までどこにいるんだ？」

　電話口に向かってしゃべりかけると、少しの沈黙があって、女にしては低い声がした。

『もしもしー。あなた、陽茉莉ちゃんの知り合いかしら？　陽茉莉ちゃん、ちょっと飲みすぎておねむになっちゃったのよ。迎えに来られる？』




　教えられた場所は、会社から二駅ほど離れた駅にひっそりと佇たたずむ雑居ビルだった。

　ビルの入口にある入居案内板を見ると、目的のバーは四階にあるようだ。

　数人乗ればいっぱいになるような古びたエレベーターを降りるとすぐにドアがふたつあり、その片方に『Ｂａｒ　ハーフムーン』と書かれた看板がぶら下がっていた。

　ドアを開けると、内側につけられたベルがカランコロンと鳴る。暖色のランプに照らされた薄暗い店内は、こぢんまりとしていた。

「いらっしゃい」

　聞き覚えがある声がした。先ほど、電話に出た人物の声だ。

　そして、カウンターの一番奥ですやすやと眠る陽茉莉の姿を見つける。

「陽茉莉、起きろ。帰るぞ」

　肩を揺すると、陽茉莉は一瞬だけ目を開けた。しかし、すぐにまたとろんとまぶたが落ちる。

「もうやめておきなさいって止めたんだけど、どうしてもって聞かなかったのよ」

　カウンターの向こうにいる女が、そう言って肩を竦すくめた。

「ご迷惑をおかけしました。連れて帰ります。お代は？」

　首を横に振ったので、まだなのだろう。

　相澤は財布からクレジットカードを取り出すと支払いを済ませる。

　カウンターの女はカードの裏面のサインを見て、なにかを考えるように瞬きする。

「相澤さん……。もしかして、あなたって陽茉莉ちゃんの上司？」

「そうですが」

「やっぱり！　まさか、陽茉莉ちゃんと一緒に住んでいるの？」

　こくりと頷くと、女は「あらぁ、いつの間に」と口元に手を当ててにんまりと笑う。

「あなたのこと、陽茉莉ちゃんからよく聞くわ」

　陽茉莉が自分のことを外で話しているというのは、意外だった。一体どんな風に話しているのだろうかと、興味半分、怖さ半分で聞き返す。

「陽茉莉は、なんて？」

「仕事はできるけど厳しいって。以前は、自分にだけ素っ気ないって悩んでいたわ」

　心当たりがあり、相澤は顔をしかめる。

　会社であまり陽茉莉に近付くと、気持ちが浮かれて尻尾や耳が出てしまいそうになるので、必要最低限の接触にとどめていた。最近は一緒に住むようになり、さすが会話を交わした程度ではそんなに浮かれることもないので、普通に接しているが。

「でも、この前はあなたのおかげでお客さんに褒められたって喜んでいたわ」

「そうですか」

　その女が続けた言葉に、相澤は少しだけ口元を綻ばせる。

　陽茉莉にはなにかと口うるさく指導している自覚はある。言わずに済ませることもできるが、伝えたほうが本人の成長につながると思うからだ。

「今日はなにか思うところがあったみたいだから、ちゃんと話したほうがいいわよ。それこそ、飲みすぎちゃうくらい」

「俺と？」

「ええ、多分そうね」

　女はこくりと頷く。

　なにかあったというと、仕事だろうか。

　今日一日を思い返したが、なにも思い当たらなかった。ただ、午後は少し様子がおかしかったから、午前中になにかあったのかもしれない。

（明日にでも、聞いてみるか）

　相澤はすやすやと寝息を立てる陽茉莉を見下ろす。

「あっ、そういえば。あともうひとつ、あなたのことでよく言ってることがあるわ」

　女がポンと手を叩いてにこりと笑う。

「とんでもなく、猫だって」

　女が楽しげに笑う。

「……猫？」

　相澤は、意味がわからずに眉を寄せた。

　女はそんな相澤のことを見つめ、目尻を下げる。

「ありがとうございました。今度はふたりで遊びに来てね」

　陽茉莉を抱き上げて外に出ると、閉まりかけたドアの向こうから女の明るい声がした。
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　――ふわふわしていて温かい。

　その温もりが離れてゆくのを感じて、陽茉莉は思わず手を伸ばしてそれに擦り寄った。すると、頭上で息を呑むような気配がした。

「陽茉莉、起きてくれ。両手が塞ふさがっているとタクシーを拾えない」

　困りきったような声がしてぼんやりと目を開くと、視界に入ったのは街灯の明かり。そして、至近距離のイケメン。

「ふぇ！」

　びっくりしすぎておかしな声が出た。

（なんで！　なんで礼也さんがここに！）

　一気に陽茉莉の意識は覚かく醒せいする。

　自分の姿を見ると、なぜか相澤の首にしがみつき、お姫様抱っこをしてもらっている。一方の相澤は困った顔をしていた。

「え？　私、なんで！」

　慌ててその腕から逃れようと、体を捩よじらせる。すんなりと地面に下ろされたが、足を着いた陽茉莉はどきっとした。

　きちんと立ったつもりなのに、足元がぐらつく。

「大丈夫か？　酔ってるんだから、気をつけろ。今、タクシー拾うから」

　体を支えるように片腕を力強く掴まれた。相澤は流しのタクシーを探し、幹線道路の車の流れを視線で追っている。

「この時間、飲んだ帰りの人が多くて、みんな乗ってるな……」

　何台かのタクシーが通り過ぎたが、どれも乗客がいた。

　陽茉莉はその横で、めまぐるしく思考を回転させる。

（なんでこんなことになってるの!?）

　自分は会社帰りに久しぶりにハーフムーンに寄って、潤ちゃんに愚痴をこぼしていたはずだ。

　いつものジントニックから始まり、三杯飲んで、四杯目に柄でもなくウイスキーを頼んだ。そのあたりで潤ちゃんにそろそろやめておけと言われたところまではうっすらと覚えている。

　陽茉莉はあまりお酒に強くない。いつもなら一杯、多くても二杯しか飲まないので、潤ちゃんもおかしいと思ったのだろう。

　ということは……。

「もしかして、礼也さんが酔い潰れた私をハーフムーンまで迎えに来てくれた？」

「ん？　ああ。遅いから何度も電話したら、あのバーのママが出た。知り合いなら迎えに来いって言われてさ」

　相澤は車の流れから陽茉莉へと視線を移動させると、なんでもないように答える。

　一方の陽茉莉はサーッと顔色を青くした。

　これはもしかして、いや、間違いなく多大な迷惑をかけたのではないだろうか。

「すいません、礼也さん。もう酔いは覚めたので、電車で帰れます」

　慌てて謝罪して駅まで歩こうとすると、また体がふらついた。

「そんなにふらついて、酔いは覚めたはないだろ。タクシー、配車を頼むから待ってて」

　相澤はそこまで言うと、少し責めるように陽茉莉を見下ろす。

「なんで、こんなになるまで飲んだんだよ？」

　その瞬間、陽茉莉はムッとした。

　相澤の責任ではないけれど、陽茉莉が飲みたい気分になったのは相澤のせいだ。

　契約夫婦という名のもとで弟の世話を部下に押しつけて――といっても、陽茉莉は化け物から襲われなくなるというＷＩＮ-ＷＩＮの関係だけれど――自分は恋人とお楽しみっていうのが、なんか腹立たしい。

（そもそも、本命の恋人がいるならなんで契約夫婦なんて提案してきたのよ！）

　その恋人に対しても不誠実だと思う。

（それを、人の気も知らないで！）

「係長には関係ありませんよーだ！　そもそも、恋人でもないんだから人のプライベートにいちいち干渉しないでください！　余計なお世話です！」

（ああ、酔ってないって言ったけど、やっぱり私は酔っているのかもしれない）

　普段なら『申し訳ありません』とひと言謝って終わらせられるのに、絶対に言わないような台詞せりふが口から飛び出した。

　陽茉莉は、ようやくタクシー会社に電話を始めた相澤の腕を振り切ると、駅の方向に走り始める。

「おいっ、陽茉莉！」

　背後から焦ったように呼びかける声がしたけれど、振り返らなかった。

　今は、相澤の顔を見たくない。がむしゃらに走って角を曲がる。

　――そのときだ。

「ヒヒッ！」

　耳障りな声が聞こえた。

「コンナトコロデ、ミツケタ」

　陽茉莉はびくっとして足を止めると、周囲を見渡した。

　声の発信元はすぐに見つかった。雑居ビルの合間から、ぽっかりと穴のあいた闇のような目でこちらを見つめている者がいる。

「う、嘘……」

　ここ最近、この声を聞くことはおろか姿を見かけることすらなかったので、すぐには信じがたかった。けれど、そこにいたのは紛れもなく〝人ならざる者〟だった。

　陽茉莉はとっさに、鞄を漁る。

「ない。なんで！」

　あるはずの手応えがどこにもなく、ハッとする。

（お守り、会社だ……）

　今日、鞄の中身を整理したときにデスクの上に置いた。そのまましまい忘れたのかもしれない。

（逃げなきゃ！）

　とっさに踵を返し、もと来た道へと戻ろうとする。

　けれど、それは叶かなわなかった。

　酔いが覚めない体は言うことを聞かない。ふらついたところで、後ろからガシンとのしかかられ、バランスを崩す。

「ツカマエタ」

　首筋に冷たいものが触れる。そこから、ぞっとするような寒気を感じた。

「助けて！　誰か！」

　今度は首筋に強い不快感が走る。まるで、重りをのせられているかのような感覚を覚えた。

　これまでになかったことに、陽茉莉はパニックを起こした。

（重い！　死んじゃう！）

　そう覚悟したとき、「陽茉莉！」と叫ぶ声が聞こえた。

　首筋の違和感が消え、代わりに聞こえたのは「ギャアア」という悲痛な叫び声。

　それがやむと、力強く抱き起こされた。

「陽茉莉、大丈夫か？」

　両手で頭を覆っていた陽茉莉は、恐る恐る目を開ける。初めて邪鬼に襲われたときのように焦った表情をした相澤が心配そうにこちらを見下ろしている。

「ひっく。変なお化け――ひっ、邪鬼が乗っかってきて、首に変な、ひっく、感覚がして、ひっ……」

「首に違和感があるのか？」

「首、ひっ、肩」

　恐怖のあまり号泣した陽茉莉の言葉はうまく説明になっていない。

　それでも、相澤はすぐに陽茉莉が首と肩に違和感を訴えていることを理解したようだ。陽茉莉の肩にかかる髪の毛をかき上げると、首元に手を触れた。

「これは……まだ大丈夫だな。違和感、なくなったか？」

　相澤が手を触れると、不思議と首周りの重さがふわりと消えた。こくりと頷くと、相澤がほっとしたように深い息を吐く。

「間に合ってよかった。これ以上、心配させないでくれ」

　背中に優しく手が回され、子供を宥なだめるようにぽんぽんとされる。そうされただけで、不思議と恐怖心が消えてゆくのを感じた。

「歩けるか？　タクシー、待っててもらっているから一緒に帰ろう」

「はい」

　今度は素直に返事をすると、相澤は陽茉莉が立ち上がるのを助けるように、手を握って力強く引っ張る。そして、その手を握ったまま歩き出した。

　陽茉莉は半歩前を歩く相澤の後ろ姿を見つめた。

「礼也さん、ごめんなさい……」

　相澤はちらりとこちらを振り返ったが、答えることなく歩き続ける。握られた手に、少しだけ力がこもった気がした。

　その手が握られたままなことに、ほっとしている自分がいた。




　自宅に戻り、お風呂で温かいお湯に浸かるとようやく気持ちが落ち着いてきた。

　浴室の鏡で先ほど違和感を抱いた首と肩を確認してみたけれど、特に見た目に変化は起きていないことにほっとする。

　けれど、パジャマに着替えてひとりで部屋に戻ると、また恐怖が押し寄せてくる。

　お守りを会社に置いてきてしまった。相澤の近くにいれば平気だと知っていても、この不安感を完全に拭い去ることはできない。

（礼也さん、起きてるかな……）

　以前、怖かったら添い寝してやろうかと言われたことを思い出す。

　やっぱり自分は酔っている。

　あれは相澤が冗談で言ったことだとわかっていても、そんな言葉に縋すがりたくなった。

「礼也さん、起きてますか？」

　そっとドアを開けると、まだベッドサイドのダウンライトがついているのが見えた。机に向かっていた相澤が驚いたように振り返る。

「陽茉莉？　どうした？」

　ちらりと見えた机の上には、硯すずりと筆、それに紙があった。

　習字、だろうか？

「一緒に寝たらだめかなって思って」

　目を見開いた相澤は、すぐに探るような目で陽茉莉を見つめる。陽茉莉は居心地の悪さを感じて身じろいだ。

「お守り、会社に忘れてきちゃったんです。普段はポーチに入れているんですけど、整理しようとデスクに――」

「……なるほど」

　相澤は顔を片手で覆うと、はあっと溜め息をつく。

「すぐそっちに行くから、待ってて」

　そう言われた陽茉莉は、おずおずと自分の部屋に戻った。ベッドに横になってすぐに、宣言通りに相澤がやってきた。

「ここにいてやるから、寝ろ。この家に、邪鬼は来ない」

「絶対に？」

「絶対に、だ。万が一来ても、俺が必ず助けてやる」

「寝ている間にいなくならない？」

　なおも不安で相澤を見上げると、眉根を寄せた彼は「大丈夫だ、安心しろ。陽茉莉は絶対に、俺が守る」と陽茉莉の髪を撫でる。

　その手が心地よくてうとうとしていると、不意に温もりが消える。

　うっすらと目を開けると、ベッドサイドに座ったままこちらを見つめる相澤と目が合った。

「礼也さんは寝ないの？」

「寝るよ」

「絶対に一緒にいてくださいね」

　言葉を詰まらせた相澤は、ベッドに背を向けてもたれかかる。

　そのまま目を閉じる相澤の横顔が見えた。黒い髪の合間からは、ぴょんと尖った犬のような耳が見える。

（ここで寝てくれるのかな）

　陽茉莉はそれを見てほっとした。

（今日はいろんなことがあったな）

　急激に疲れを感じて、眠気が押し寄せてくる。

　陽茉莉は枕に頭を預けると、目を閉じる。

「これはちょっと……、キツいな」

　完全に意識が遠のく寸前、相澤が途方に暮れたように呟く声が聞こえた気がした。
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　お酒の力とは恐ろしい。

　陽茉莉は自分がしでかした数々の所業に、羞しゅう恥ちのあまり顔から火が出そうだった。

　朝、気持ちよく目が覚めて大きく伸びをしたとき、視界の端に大きなもふもふが映った。そちらに目を向けると、銀色のオオカミとパチリと目が合う。

　その瞬間、昨日の出来事をすべて思い出した。

　あろうことか、上司に向かってあれやこれやの醜態をさらした挙げ句に、最後は一緒に寝てくれとおねだりしたのだ。

　あり得ない。本当にあり得ない！

　いっそのこと、記憶が飛んでくれていたらよかったのに！

　しかしながら、そう都合よくはいかなかった。

　相澤は昨晩のことについて特になにも言ってこなかったが、それが逆にいたたまれない。

　そんなこんなで、今日は朝からまともに相澤の顔を見られずにいる。




　お昼休み。社員食堂はいつものように大勢の人で賑わっていた。

「あ、相澤係長と高塔副課長だ」

　一緒に食事をしていた若菜が陽茉莉の後方を見て呟く。

　陽茉莉は〝相澤〟という単語に動揺して、箸で掴んでいたポークソテーをぼとりと皿の上に落とした。

「最近、ふたりでいるのをよく見かけるよね。うちの部の女性社員もキャーキャー言ってた。イケメン二人組で、眼がん福ぷくだって」

　若菜は陽茉莉の肩越しに遠くを眺めながら、楽しげだ。なんでも、ここ一ヶ月ほど、相澤と高塔が一緒に昼食をとっている姿が頻繁に目撃されているらしい。

「あのふたりって、昔からの知り合いみたいだもんね。どういう関係なんだろう？」

「昔から？　そうなの？」

　陽茉莉は初めて聞く事実に、若菜に聞き返す。

「うん。相澤係長って中途採用じゃん？　アレーズコーポレーションを受けた志望動機のひとつに知り合いが働いててやりがいがありそうだからって言っていたみたいなんだけど、それが高塔副課長のことみたい」

「へえ……」

　実を言うと、相澤が中途採用であることすら知らなかった。

「前職、三さん紅こう商事だよ？　みんな、なんでそんな最大手からうちみたいな中堅に？ってびっくりしたみたい」

　さすがは人事部。普通の社員なら知らないような人事情報をよく知っている。

　三紅商事といえば、国内最大手の総合商社だ。扱っている仕事の規模も、給料も、アレーズコーポレーションより遥はるかに上だろうに。

「まあ、それでうちの会社は助かっているから結果として万々歳なんだけどね。相澤係長、査定ランクトップだし、そう遠くなく副課長に上がるんじゃないかなー」

　若菜は楽しげに語る。

（若菜、それはきっと、同期でも漏らしてはいけない情報だわ）

　陽茉莉は苦笑いすると、話題を少し変えた。

「転職って、いつしたの？」

「えーっと、確か、私たちが入社したちょっと後だよ。だから、三年半くらい前？」

「ふーん」

　では、相澤と陽茉莉のアレーズコーポレーション歴はほとんど変わらないことになる。社内の人脈もあり、仕事をわかっている相澤のことを、陽茉莉はてっきり新卒からここで働いているのだとばかり思っていた。

（仕事ができる人って、どの会社でもできるんだなぁ）

　妙なところで感心してしまった。

「そういえばさ」

　若菜がなにかを思い出したように、口を開く。

「最近、来年度の異動調整が始まったんだけどさ、陽茉莉のことでおもしろいことを聞いたの」

「おもしろいこと？」

「うん。陽茉莉って、営業第一に異動する前、商品開発部に異動を希望してたじゃん？　あれって、本当は商品開発に異動がほぼ決まってたのに、相澤係長が須す山やま課長に掛け合って陽茉莉のこと引き抜いたらしいよ」

「相澤係長が？」

　陽茉莉は驚いて聞き返した。

　須山課長というのは陽茉莉の上司で、営業部第一課の課長だ。

「うん。商品開発に行く前に、お客様目線を身につけたほうが本人のためになるって」

「まあ、確かにそうだね」

　営業第一で働いている中で、〝こんな商品があればいいのに〟と思うことは多々ある。そういう経験は、商品開発部に異動した際には大きな財産になるだろう。

（そんなことを思って引き抜いてくれたんだ……）

　陽茉莉は知らなかった事実に、驚いた。

　そのとき、若菜が陽茉莉の背後に目を向ける。

「あ、ふたりがこっちに歩いてくるよ」

　陽茉莉はそれを聞いてとっさに髪の毛で顔を隠し、通路と反対側を見る。

　昨日の今日では、やっぱり会わせる顔がございません。
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　この日、会議室は少しぴりぴりとした緊張ムードが漂っていた。

「今回の営業対象であるマノンリゾートグループだが、国内に十六、海外にふたつの宿泊施設を構えるホテルチェーンだ。マノンリゾート東京はその中でも最大の規模を誇る。総客室数は四五〇室、設備にはスポーツジム、エステサロン、大宴会場――」

　須山課長の説明を聞きながら、陽茉莉はぺらりと資料をめくる。

　陽茉莉が所属する営業部第一課のミッションは法人の顧客への営業、すなわち、アレーズコーポレーションが手がけるリラクゼーション関連商品の需要開拓である。

　このたび、大規模ホテルチェーンであるマノンリゾートグループがその旗艦店である『マノンリゾート東京』の大幅なリニューアルを行うという。新コンセプトは〝都心の癒やし・極上リゾート〟だ。

　これに伴い、マノンリゾートではアメニティグッズなどの大刷新を行うためのコンペを開催する。アレーズコーポレーションでもこれに参戦する計画を立てているのだ。

「先ほども伝えたが、マノンリゾート東京はグループ旗艦店だ。ここに食い込めば、グループ傘下の他のホテルでもうちの商品を使っていただける可能性が開ける。絶対に契約を勝ち取りたい」

　須山課長は力強くそう言いきった。

　総客室数四五〇室といえば、一日のアメニティの使用はかなりの量になる。それだけでも大きいのに、その先には同グループのいくつものホテル。陽茉莉が営業第一に配属されてから一番の大型案件であることは間違いない。もしかすると、ここ数年で一番かもしれない。

「本件の担当だが……」

　須山課長は顔を上げて会議室のメンバーたちを見渡し、一点で視線を止めた。

「相澤。お前に頼む」

　指名された相澤は一瞬だけ驚いたような顔をしたが、すぐに表情を引き締める。

「はい、承知しました。必ずよい結果を出します」

「頼んだぞ。他のメンバーも相澤のサポートをしてやってくれ。いいな？」

「はい」

　会議室にいたメンバーの声がいっせいに重なった。




　自席に戻ると、早速隣の席の楠木さんに話しかけられた。

「やっぱり相澤係長を主担当に指名したね。予想通りっていうか」

「そうですね。係長、仕事できますもんね」

　事実、相澤の営業成績は課内で断トツだった。あの会議室にいたメンバーの誰もがこの案件を受け持つなら相澤だと思っていたはずだ。

「でも、相澤係長は『よい結果を出します』って言っていたけど、なかなか厳しいんじゃないかなー？　だって、うち以外にもたくさんの会社がコンペに参加するみたいだよ」

　楠木さんは肩を竦めると、パソコンに向かって仕事を始める。

　陽茉莉がちらりと視線を移動させると、相澤は須山課長とパーティションで仕切られた打ち合わせコーナーでなにかを話し込んでいた。きっと、どういう戦略でこのコンペに挑むか、相談しているのだろう。

（マノンリゾート東京か……）

　楠木さんが言う通り、これはきっとかなり厳しい戦いになるだろう。

　アレーズコーポレーションは中堅の総合リラクゼーション企業だ。しかし、競合相手にはもっと大手がいるはずなのだから。




　その日の夜、陽茉莉は相澤がリビングに広げたものを見て目を丸くした。

　会社から持ち帰ったという大きな紙袋をひっくり返すと、中から出てきたのは山のようなリラクゼーショングッズだ。

　相澤はそれの前に座り、商品ブランド別に仕分けてゆく。悠翔も隣に座り、見よう見真似で仕分けをしていた。

「礼也さん、なにをしているんですか？」

「来月のマノンリゾートのコンペまでに、自社商品のおさらいをしておこうかと思ってさ。資料を見れば特徴とかは書いてあるけど、実際に使ってみないと具体的な使用感はうまく説明できないから」

「これ、全部をですか？」

「そう。これでもまだ半分。多すぎるから、一回で持って帰ってこられなかった。ただ、種類が多すぎるからコンペに出しそうな商品を先に重点的に確認するつもり」

　そう言いながらも、相澤は黙々と商品を分ける。

　陽茉莉は正直驚いた。アレーズコーポレーションの商品はボディクリームやマッサージクリームなどの化粧品から、リラックス用のアロマオイルまで多た岐きに亘る。

　それを、全部？

「今日から早速使おうと思うんだけど、どれがいい？」

　相澤は顔を上げると、入浴剤をいくつか差し出す。

「僕、これがいい。僕が入れたい」

　悠翔がその中のひとつを指さして、顔を明るくする。水色のボール型入浴剤で、お湯に入れるとシュワシュワと泡の出るものだ。

「そうか。じゃあ、今日はそれにしよう。悠翔が入れるか？」

　相澤は優しく目を細め、悠翔の頭を撫でる。

　悠翔は嬉しそうに顔を綻ばせると、ぽんっとオオカミ姿に変わった。そして、そのまま浴室へと走ってゆく。

　白い尻尾が引きちぎれんばかりにぶんぶんと揺れているのが見えた。

（ふふっ、嬉しそう）

　陽茉莉は悠翔の後ろを追いかけながら、表情を緩める。

　どうやら、嬉しいときやリラックスしているとき――例えば寝ているときなどはオオカミの姿になってしまうようだと最近になって陽茉莉も気が付いた。

「悠翔君、そのままお風呂入っちゃだめだよ。ちゃんとお洋服脱いでねー」

　どういう原理かわからないけれど、オオカミの姿になると着ている服は消えてしまう。日中は仕事で出ている相澤家では毎日夜に洗濯するので、洋服は回収したい。

「あ、そっか」

　悠翔はまたぽんっと人間に変わる。けれど、よほど嬉しいのか、ピンと立ったオオカミの耳とふわりとした尻尾はついたままだ。

「お兄ちゃんが来るまで、もうちょっと待ってね」

「うん」

　小学二年生の悠翔は、基本的には相澤と、相澤がいないときだけ陽茉莉と一緒にお風呂に入る。

　相澤と一緒にお風呂に入った悠翔がキャッキャとはしゃぐ楽しげな声が、陽茉莉のいるリビングまで聞こえてきた。

「あれね、シュワシュワでおもしろかったよ！　ボールは水色だったのに、お湯が白くなるの」

　お風呂から出てきた悠翔は、火ほ照てった顔をますます紅潮させて陽茉莉に説明する。

　興奮しているせいで髪の毛がしっかりと拭けていなかったので、陽茉莉はバスタオルで髪を拭いてあげた。

「明日も僕が選んで、お風呂に入れてもいい？」

「うん、いいよ」

「やったー」

　そんな会話をしていると、相澤もリビングに入ってきた。

（あれ？）

　相澤はいつも、入浴後はリビングで缶ビールを飲みながらくつろいでいることが多い。けれど、今日はそうせずに会社のノートパソコンを開いていた。

「仕事ですか？」

　陽茉莉は不思議に思い、相澤に尋ねる。

「うん。使った感じを忘れないうちにメモしておこうと思って」

　そう言うと、相澤は顔を上げて陽茉莉のほうに目を向けた。タオルドライしただけの髪がしっとりと濡れている。

「あの入浴剤とボディーソープにボディクリーム、それぞれ単独で使うのはいいんだけど全部だと匂いが混ざってキツくなるな。ひとつを除いて無臭タイプにするか、もしくは全部を同じ系統の匂いにするか。それに、ボディクリームがサラサラしすぎてて、これからの乾燥する季節は人によっては物足りないかも――」

　相澤は自分で使った感想を呟きながら、キーボードに沿わせた手を動かす。そして、考えるように画面を眺めていた。

（すごいなぁ）

　いつも、大きな案件の前はこうやって試行錯誤しながら営業を成功させるための作戦を練っていたのだろうか？

　ただ単にプレゼンテーション資料の文章の善し悪しだけに集中していた自分とは、全然違う。根本的に仕事に対する姿勢の違いを見せつけられた。

　相澤が仕事ができるのは、見えないところで努力し続けているからこそなのだ。

「どうした？」

　陽茉莉が自分のほうを眺めたまま立っていることに気付いた相澤は、顔を上げると怪訝な表情を見せた。

「私も、お手伝いしましょうか？　男の人と女の人だと、同じ商品でも使った感じが違うと思うんです」

　陽茉莉はおずおずと相澤にそう申し出た。

　須山課長も、相澤のことを部員で支えてほしいと言っていたし、自分でもそうするべきだと思ったのだ。

「本当か？　助かる。顧客のターゲット、女性のほうが多いと思うんだ」

　相澤は表情を明るくすると、嬉しそうに微笑んだ。




　陽茉莉はお風呂に向かう前に、自分が使う試供品を吟味する。

　先ほど悠翔が選んだ入浴剤は〝発砲バスボール カモミール〟というものだった。リラックス効果のあるハーブの一種であるカモミールの成分と香りを付加した、アレーズコーポレーションでも人気の商品だ。

（礼也さん、匂いが混ざるから同じ系統の香りでそろえるのがいいんじゃないかって言ってたよね……）

　陽茉莉はたくさんの試供品の中から、カモミールのボディーソープとシャンプー、コンディショナーのシリーズを使うことにした。

「わ、いい匂い……」

　カモミールは、りんごの香りに少しだけ似ている。甘酸っぱいような爽やかな香りが浴室中に広がり、心なしかいつも以上に心も体もほぐれた気がした。




　お風呂から出ると、陽茉莉は軽く髪の毛を乾かしてリビングへと向かった。

　ノートパソコンはテーブルの上に置かれたままだったが、相澤はソファーに座って、くつろいだ様子で本を読んでいる。きっと、資料をまとめる作業は終わったのだろう。

「礼也さん、お待たせしました」

　陽茉莉は相澤の隣にぽすんと腰を下ろす。

「礼也さんが言う通り、同じ系統のカモミール系を使ってみたんですけど、すごくいい感じでした。浴室全体が香りで包まれて、リラックスできるっていうか――」

「本当？　よかった。じゃあ、明日からは香りはそろえて試していこう」

　顔を上げた相澤は表情を明るくする。そして、読みかけの本に栞を挟むと、ローテーブルに置いた。

「使った感じはどうだった？」

「うーん。ボディーソープは思ったよりしっとりした使い心地でした。もちもちになった気がします」

　相澤は陽茉莉を見つめて小首を傾げると、おもむろにこちらへと手を伸ばす。

「本当だ。もちもち」

　陽茉莉の頬を指先でさらりと撫でた相澤が、にこりと微笑む。

「え？」

　相澤はこちらに体を傾けると、今度は陽茉莉の髪の毛をすくい上げて鼻を寄せる。

「それに、すごくいい匂いがする。カモミールだ」

　あまりにも自然な所作で触れられて、動揺する自分がおかしいのかと混乱してしまう。

（仕事！　仕事の一環！）

　陽茉莉は慣れない異性との距離にどきどきしてしまう胸に手を当てて、全力で平静を取り戻すための精神統一を図る。

　そのときだ。相澤からふわりと甘い香りがした。

（これって――）

　陽茉莉はくんっと相澤に鼻を寄せた。

「礼也さんからもいい匂いがします。もしかして、ストロベリーですか？」

　ラベンダーと混ざっているが、確かにストロベリーの甘い香りがした。悠翔が選んだボディクリームの香りなのだろうが、大人の男性らしからぬ可愛らしさに思わず笑みが漏れる。

「なんか、可愛い」

　すると、相澤は驚いたように目を見開き、眉根を寄せる。

「こら。可愛いのは陽茉莉のほうだろ」

「へ？」

（今、可愛いって言った!?　聞き間違い？）

　言われ慣れない言葉に、頬がほんのりと赤らむのを感じた。

　相澤はそんな陽茉莉を見つめ、ふっと表情を綻ばせる。

「陽茉莉と同じ匂いがするのは〝夫婦〟って感じでいいと思ってたけど、たまにはこれもいいね」

「ふ、夫婦!?」

「俺と陽茉莉、夫婦だろ？」

（でも、それって契約上のものだけで――）

　そう言いかけた陽茉莉は、口を噤む。

　よくわからないが、今の相澤は異様に上機嫌だ。さっきまではなかったはずの尻尾がゆらりゆらりと揺れている。

（私にこんなこと言っておきながら、本当は本命の彼女がいるくせに……）

　チクンと痛んだ胸は、自分の中だけにとどめておいた。
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　四人きょうだいの長女として妹や弟の面倒を見てきた陽茉莉からすると、悠翔は小学二年生にしてはとても聞き分けのいい子供だと思う。

　けれど、聞き分けがいいといっても子供は子供。ときには駄々をこねることもある。

「僕も行きたい！」

「今日は遊びに行くんじゃないから、だめだ」

「やだ、僕も行く」

「だ・め・だ」

　日曜日の昼下がり、悠翔はいつになく頑固だった。これから仕事――恐らく邪鬼退治なのだと思う――に行く相澤についていくと言って、なかなか聞かないのだ。

　こんなやり取りを見たのは、一緒に住み始めて初めてかもしれない。

　しかし、相澤のほうも頑として引かなかった。普段の悠翔に甘い様子からすると、ここまで駄々をこねられたら『仕方がないなぁ』と折れてしまいそうなものだが、絶対に引けない理由でもあるのだろうか。

「悠翔君、お姉ちゃんと一緒に待ってようよ」

「やだ。僕もお兄ちゃんと行く」

「悠翔、いい加減にしろ」

　先ほどまでは穏やかだった相澤の口調が、一段低いものへと変わり、表情も険しくなる。

　悠翔はそこでようやくこれ以上わがままを言っても通じないと悟ったようで、口を引き結ぶと目に涙をいっぱいに溜めた。

「陽茉莉。すまないが、悠翔を頼む」

「はい、わかりました。行ってらっしゃい」

　陽茉莉はこくりと頷くと、相澤を見送った。

　コツコツという足音が遠ざかり、やがて聞こえなくなる。それとほぼ同時に、悠翔がうわーんと泣きだした。

「僕も行きたかったああぁぁぁ」

　廊下に突っ伏して、わんわんと号泣している。

　本当に、よっぽど行きたかったようだ。

「悠翔君、お姉ちゃんとおうちで待ってようよ」

「やだ」

「公園はどう？」

「やだ！」

「じゃあ、お菓子でも作る？」

　今度は返事をせずに、丸く亀のようなポーズになったまま動かなくなった。

（困ったなぁ）

　陽茉莉の経験上、小さな子供はこうなるとなかなか手強い。

　放っておくというのもひとつの手ではあるが、普段は聞き分けがいい悠翔がここまでへそを曲げるというのになんとなく引っかかった。

「お兄ちゃんと一緒にいたかったの？」

　悠翔は床に突っ伏したまま、ぶんぶんと首を振る。どうやら、相澤と一緒にいたくて駄々をこねたわけではないようだ。

「お兄ちゃんが行く場所に行きたかったの？」

　今度は首がこくこくと動く。

（そういえば、礼也さんどこに行ったんだろ？）

　邪鬼の退治に関することだとは予想がつくけれど、具体的な場所はいっさい知らされていなかったことに気付く。

「お兄ちゃん、どこに行ったの？」

「八や幡はた神社」

「八幡神社？」

　陽茉莉は首を傾げる。場所がわからずにスマホで検索すると、三駅ほど先にある神社だとわかった。

「じゃあ、お姉ちゃんとこの神社にお参りに行く？」

「本当？」

　床に突っ伏したままだった悠翔がガバリと起き上がり、こちらを見上げる。

　ずっと亀のように伏していたせいで紅潮した頬は涙で濡れ、大きな瞳にはまだうっすらと水の膜が張っている。

「うん。たまにはちょっと遠くにお散歩に行こうか」

　陽茉莉は悠翔と目線の高さを合わせるようにしゃがむと、にこりと微笑む。

（礼也さんのお仕事を邪魔するわけじゃないし、それくらいは平気だよね……？）

　その神社になにがあるのかは知らないけれど、そこに行きさえすれば悠翔も満足するだろう。

「じゃあ、お昼ご飯を食べたらお出かけの準備しよう」

「今日のお昼はなに？」

「うーん。クレープはどうかな？　ツナとレタスをのっけた」

「クレープ？　僕、好き！　家で作れるの？」

「作れるよ。お姉ちゃんに任せて。具をのせてくるくる巻くのは、悠翔君がやる？」

「僕、作れる？」

「作れるよ」

「やったー」

　機嫌を直した悠翔がピョンと跳ねた瞬間に子犬――正確には子オオカミになる。

　尻尾をぶんぶんと振りながらリビングに向かうその後ろ姿を見て、陽茉莉は相好を崩したのだった。
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　参道の階段を上って境内に入ると間もなく、大通りを走る車の音も聞こえなくなる。

　俗世と隔離されたような神社特有のこの独特な雰囲気が、陽茉莉は昔から好きだ。

　八幡神社は想像したよりも大きな神社だった。

　中央には社があり、それとは別にお守りやお札を売る売店がある。敷地内に生える大木の合間からは木漏れ日が差し込み、地面を優しく照らしていた。

「お姉ちゃん、どんぐり見つけた」

　手をつないでいた悠翔が急にしゃがみ込む。なにかと思えば、小さな手にはどんぐりがふたつのっかっていた。

「あ、本当だ。よく見つけたね」

「うん。あっちにもっとあるよ」

　悠翔は得意げに笑い、大きな木の下を指さす。そこには確かにどんぐりがたくさん落ちていた。きっと、この木から落ちたのだろう。

「持って帰ってもいい？」

「持って帰るの？　じゃあ、おうちに帰ったらコマを作ろうか？」

「コマ？」

「うん。ここに穴を開けて、爪楊枝つまようじを刺すの」

「うん、作りたい！　幼稚園のとき、作ったことあるよ」

　悠翔は大きく頷くと、また地面に座り込んで綺麗などんぐりを探し始める。陽茉莉はその傍らで、周囲を見渡した。

　境内には何人かの参拝客がいた。売店の前ではカップルがおみくじを紐に結びつけている。

（礼也さんはいないみたいだけど、悠翔君の勘違いだったのかな？）

　悠翔は今日、ここに相澤が行くから一緒に行きたいと言っていた。けれど、陽茉莉から見える範囲に相澤はいない。

（もしくは、別の場所に移動したのかな？）

　十五分ほどすると、悠翔は手からあふれそうなほどのどんぐりを集めていた。

「悠翔君、持って帰れなくなるから、そろそろおしまいにしようか？」

　陽茉莉が声をかけると、悠翔は「うん」と頷く。陽茉莉は持っていたスナック菓子の箱から中身の袋を取り出すと、その箱にどんぐりを入れてやった。

「お姉ちゃん。僕、次はあっちに行きたい」

「あっち？」

　次に悠翔に手を引かれるがままに向かったのは、社の裏手だった。

　陽茉莉はここに来るとき、駅から表参道を通ってきた。しかし、実は裏参道もあるようで、社の裏手には道が続いていた。

「こんなところに美味しそうなレストランがある。カフェかな？」

　境内から裏参道へ出てすぐの場所には、お洒落な雰囲気のカフェがあった。

　参道側の壁が全面ガラス張りになっており、そのガラスとガラスの間には欄らん間まのような装飾が施されている。奥にはウッドテイストな店内の内装が見えた。

（人気のお店なのかな？）

　こんなわかりにくい場所にありながら、店内は半分以上が埋まっていた。

「あのお店のプリンが美味しいんだよ」

　悠翔がそのカフェを指さす。

「そうなの？　じゃあ、せっかく来たし、食べて帰ろうか」

　プリンは好きだ。店の雰囲気からして和カフェに見えるから、プリンも和わ三さん盆ぼんなどの和テイストプリンだろうか。

　悠翔の手を引いて歩き出した陽茉莉はその直後、つと足を止めた。カフェの店内、ガラス越しに見える席に見覚えのある後ろ姿があったのだ。

（礼也さん？）

　そして、その正面には若い女性が座っていた。色白の美女で、切れ長の目と高い鼻梁、形のよい唇が美しい黄金比で配置されている。長いストレートの髪の毛は、後ろでひとつに結ばれていた。

（あれって、もしかして！）

　楠木さんが噂話をしていた相澤の恋人ではないだろうか？　和風な雰囲気の美女というのも特徴が一致する。

（邪鬼退治の仕事って言っていたのに、本当はデートだったってこと？）

　ムッとしてそちらを見ていると、女性のほうがふと視線をこちらに向ける。そして、なにか会話を交わした相澤がこちらを見た。

（まずいっ！）

　陽茉莉は慌てて、もと来た神社のほうへ戻ろうとした。

　今、相澤と鉢合わせするのは避けたい。

　仕事だと嘘をついて恋人と会っているのを知ってはいけない気がしたし、相澤の弟である悠翔と陽茉莉が一緒にいることを恋人に不審に思われると、色々と面倒だ。

「お姉ちゃん、どうしたの？」

　急に方向転換した陽茉莉に、悠翔が驚いたように声をあげる。

「ちょっと用事を思い出したから、戻ろうね」

「用事ってなに？」

　手を引かれる悠翔が首を傾げる。

　子供の純粋さは、ときにやっかいだ。

　そのときだ。背後から聞き覚えのある声がした。

「陽茉莉！」

（あー、見つかっちゃった）

　陽茉莉ははあっと息を吐く。

　観念して覚悟を決めると、おもむろにそちらを振り返ったのだった。
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　ガラスの容器に入ったそれは、いわゆる〝口溶けなめらかプリン〟だった。

　上には絞った生クリームがのっており、カラメルソースの代わりにかかっているのは黒糖シロップ。

　はっきり言って、美味しい。めちゃくちゃ美味しい。

「お姉ちゃん、美味しいでしょ？」

「うん、美味しい！」

　ああ、幸せ。

　休日にのんびりと美味しいスイーツ。これぞ至福のとき。

　あまりの美味しさに思わずほっぺたに手を当て、恍こう惚こつの表情を浮かべる。

　そのとき、陽茉莉はハッとした。

（なんで私は呑気にプリンを食べているんだ！）

　思わず目の前のスイーツに夢中になってしまった自分に喝を入れる。

　陽茉莉は今、先ほど見つけたカフェで悠翔オススメのプリンを食べている。

　両隣には相澤と悠翔、そして相澤の前にはあの和風美人。そしてその隣、陽茉莉の正面にはなぜか、新商品開発課の高塔副課長が座っている。

（デート現場に会社の同僚と弟が紛れ込むって、どういう状況？）

　とにかく、まったく意味がわからない組み合わせでなぜかプリンを食べているのである。

「いやー。こんなところで新山ちゃんに会うなんて、すごい偶然だな。でも、なんで悠翔と一緒にいたんだ？」

　高塔が不思議そうな顔をしてこちらを見る。

　新山ちゃん？

　名前を覚えられていたことにもびっくりだけれど、自分はいつ高塔副課長から〝ちゃん〟付けされるような仲になったのだろう？

「実はですね。そこで偶然――」

　とにかく、会社の人に同居がばれるわけにはいかない。陽茉莉はすぐに適当な言い訳を並べようとした。

　ところが、その努力は一瞬で無に帰る。

「だって、お姉ちゃんも一緒に住んでるもん！」

　屈託のない笑みを浮かべた悠翔が大きな声で答える。

「げっ！」

　年頃の乙女らしからぬ声が出た。

　ここはデート現場なのである。そして、隣には相澤の彼女がいるわけで……。

「住んでるって、礼也の家に？」

「そうだよ。お姉ちゃんは料理が上手でね――」

　高塔が重ねた質問に、悠翔がすらすらと答える。

（ひいい。お願い、もう黙ってー）

　陽茉莉の願いも虚しく、悠翔はご丁寧に昨日の夕ご飯のおかずまで説明している。

（これは、まずいでしょっ！）

　陽茉莉はたらーりと背中に汗が伝うのを感じながら、ちらりと横を見る。

　しかし、和風美人は動じる様子もなく、静かにお茶を飲んでいた。そして、湯飲みを茶ちゃ托たくに置くと、陽茉莉につと視線を向ける。

「そうか。では、礼也はついに見つけたのじゃな。めでたいことよ」

　ずいぶんと古風なしゃべり方をする人だ。

（ついに見つけた？）

　なんのことだろう？

　怪訝に思った陽茉莉が聞き返そうとしたとき、横から相澤が会話に割って入った。

「詩し乃の、今はその話はいい。陽茉莉は邪鬼に襲われやすいから、身を守るためにうちに住んでいる」

　相澤は、明らかにその話題に触れてほしくなさそうな様子だった。

　自分の家に第三者の女を住まわせていることを彼女に知られたのだから、当然といえば当然かもしれない。

　陽茉莉はふたりを見比べた。

（彼女さん、彼氏の家に他の女の人が住んでいるって知ったのに、怒らないのかな？）

　陽茉莉が見る限り、詩乃と呼ばれた女性はまったく怒っている様子がない。

　一方の相澤はどことなく機嫌が悪そうに見える。

　これは、自分がいなくなった後に凄せい惨さんな痴ち話わ喧嘩が繰り広げられるのだろうか。

　それとも、相澤に絶対的な信頼を寄せていて、陽茉莉など取るに足らないということでまったく動じていないのだろうか。

　どうか後者であってほしい。

（もしかして、〝ついに見つけた〟って言うくらいだから、住み込みの家政婦だと思われているのかな？）

　内心ハラハラしている陽茉莉とは対照的に、高塔はやけに楽しそうに目を輝かせた。

「へえー。新山ちゃんが礼也の家に住んでいるとは予想外だったな。いつの間にそんなに急接近したんだよ？　確かに最近、急に夜の付き合いが悪くなって、打ち合わせもランチタイムにしてくれって言われてはいたけれど、てっきり、悠翔を家に残してきているからだと思っていた」

　高塔はにまにまと相澤に意味ありげに視線を送る。

「邪鬼除けには一緒に住んで長い時間を過ごすのが、一番確実だろう？」

　相澤は少し不機嫌そうに、高塔をにらみつける。

「まあ、そうなんだけどね。でも、理由はもちろん、それだけじゃないだろ？」

　高塔は意に介さぬ様子で、相澤を見つめてふっと笑う。

　相澤はからかわれた子供のような、ムッとした表情になった。

「だからその話は――」

「ごちそう様！　美味しかった」

　相澤が口を開きかけたそのとき、プリンを丸々ひとつ平らげた悠翔が、パチンと顔の前で手を合わせる。

「ねえ、お兄ちゃん。僕、叔お父じちゃんのところに行きたい」

（叔父ちゃん？）

　陽茉莉は不思議に思う。叔父ちゃんとは誰だろう。

「わかった」

　少しご機嫌斜めだった相澤はすぐに気を取り直したようだ。悠翔に笑顔を向けて頷くと、すっくと立ち上がる。

　悠翔はその後をキャッキャとはしゃぎながらついていった。

（行っちゃった。彼女さん、置いていっていいの？）

　相澤と悠翔を見送った後、陽茉莉は斜め前に座る和風美人を恐る恐るうかがい見る。

（すごい淡泊な人なのかな……）

　驚いたことに、彼女は相澤が離席したことにも興味がない様子だった。

「新山ちゃん、いつから礼也と一緒に住んでるの？」

　またもや、高塔が彼女への気遣いゼロな発言をする。

　ここまでくると、いたたまれなくなってくる。会社では切れ者として通っており、甘いマスクも相まって女性社員に大人気の高塔だが、初めて話した印象はこれまで抱いていたイメージとはだいぶ違った。

「なんか、すいません。デートの邪魔をしてしまって……」

　陽茉莉は高塔の問いかけには答えずに、和風美人に謝罪をした。すると、彼女がつとこちらに視線を向ける。

「デート？　誰と誰がじゃ？」

「え？　それはもちろん、礼也さんとあなたのですけど。あのっ、私と礼也さんは清せい廉れん潔けっ白ぱくな間柄ですのでどうか誤解はしないでください！」

　陽茉莉はぐっと拳こぶしを握り、力説する。

　その途端、和風美人の黒目がちな瞳が大きく見開かれ、高塔が耐えきれずに大笑いした。




「――ということは、詩乃さんは神使で、高塔副課長や礼也さんに邪鬼退治の指令を伝えに来る役目を負っていると」

「そうじゃ」

　陽茉莉は目の前に座る和風美人改め、神かん部べ詩乃をまじまじと見つめる。彼女は人間ではなく神使なのだという。

　なんでも、この世に未練が残って成仏できず、悪霊化して邪鬼となった者たちを隠世に送るために浄化する指令を、各地のあやかしたちに送っているらしい。

「じゃあ、恋人ではない？」

「断じて、違う」

　詩乃がぴしゃりと否定する。

「新山ちゃん。それ確認するの、もう五回目だから」

　高塔がからかうように会話に割り込んでくる。

「それにしても〝清廉潔白な間柄〟って……」

　高塔はこらえきれない様子で、肩を揺らしてくくっと笑う。

　陽茉莉はそんな高塔をじとっ見た。

「なんか、高塔副課長は会社とイメージが全然違います」

「えー。だって、休日まであんなに堅苦しくしていたら疲れちゃうし」

　心底面倒くさいと言いたげに、高塔はひらひらと片手を振る。

　その姿を見て、陽茉莉は確信した。

　この人は相澤と同類――猫かぶりである。間違いない。

　格好よくて仕事もできるイケメン副課長――高塔一馬のイメージは陽茉莉の中ですっかりと消え去った。

「ところで、高塔副課長はなんでここに？」

「え？　礼也のやつ、本当に新山ちゃんになにも話していないんだな」

「会社に入社する前からの知り合いだっていうのは、噂で聞いていますけど？」

　高塔が驚いたような顔をしたので、陽茉莉は首を傾げる。仲良しの同期、若菜から高塔と相澤が旧知の仲であることは聞いている。

「入社する前からもなにも、生まれたときから知ってるよ。それこそ、おむつのときから」

　けらけらと高塔は笑う。

（おむつのときから？）

　高塔の正確な年齢は知らないが、せいぜい三十歳前後、相澤より少し上にしか見えない。どういうことかと、陽茉莉は高塔を見返した。

「礼也は狼おお神かみと人の半妖だけど、俺は妖よう馬まなんだ。わかる？　馬のあやかし」

「妖馬？」

　初めて聞く言葉だ。陽茉莉は高塔をまじまじと見つめる。

「そ。それで、琴こと子こさん――礼也の母親のもとで邪鬼退治をしていた」

「礼也さんのお母さんのもとで？」

「ああ。邪鬼を退治してかつ悪しきものを完全に祓うには、神しん力りきが必要なんだ。けど、俺たちあやかしが持っているのは妖力だけ。だから、俺たちは邪鬼を力づくで押さえることはできても、祓って隠世に送ることができない。逆に、神力があっても人間は弱い。だから、普通は神力を持つ人間とあやかしが複数人で組んで、邪鬼退治をする」

「神力……」

　先ほどから初めて聞くことばかりで、言われた言葉をそのままオウム返しすることしかできない。高塔の話は、陽茉莉の知らないことばかりだった。

「礼也さんのお母さんはその神力を持っていたんですか？」

「ああ、そうだよ。琴子さんはここの神社の娘だったんだ。だから、あやかしと神力を持つ人間の子供である礼也と悠翔は、妖力と神力を両方持ってる超貴重な半妖なんだ。神力を持つ人間って、すごく少なくってさ。俺は今、礼也と組んでる」

「へえ……」

　思い返してみると、確かに相澤は陽茉莉を助けてくれたときにひとりで邪鬼を消滅させていた。

（係長、そんなにすごいあやかし――半妖なんだ……）

「じゃあ、さっき悠翔君が〝叔父ちゃん〟って言ってたのって……」

「琴子さんの弟だよ。ここの神社で神職をしているんだ。悠翔はすごく懐いているんだよね」

「なるほど」

（もしかして悠翔君、叔父ちゃんに会いたくてあんなに駄々をこねていたのかな？）

　陽茉莉はなぜ悠翔があんなにもここに来たがっていたのか不思議だった。けれど、そう考えれば納得がいく。

　それと同時に、ふと疑問が湧いた。

「あの……。係長のお母さんは、今どうしているのですか？」

　その瞬間、柔和だった高塔の顔が強張った。以前、相澤にこの話題を振ったときとまったく同じような反応に、陽茉莉はハッとする。

「すいません。出過ぎたことを聞きました」

　陽茉莉はとっさに謝罪する。

　すると、それまで黙ってふたりのやり取りを聞いていた詩乃がほうっと息を吐いた。

「なにも知らぬのでは不安にもなるであろう。琴子は、邪鬼に呑まれて死んだ」

「邪鬼に呑まれて？」

　相澤の母親が鬼き籍せきに入っていることは、陽茉莉もなんとなく気付いていた。けれど、〝邪鬼に呑まれて〟とはどういう意味だろうか。

「邪鬼っていうのは、この世に未練がある死者のなれの果てなんだよ。つまり、彼らはこの世になにかやり残したことがある。けれど、死んだ人間には体がない。神力が強い人間は、そんな邪鬼にとって好都合な相手なんだ」

　今度は、高塔が補足してきた。

「好都合というと？」

「簡単に言うと、体を乗っ取ることができる。それが〝邪鬼に呑まれる〟ってこと。神力がない人間だと短時間で死んでしまうけど、ある人間ならある程度耐えられるんだ」

　そこまで言うと、高塔は陽茉莉を見つめる。

「俺からすると、新山ちゃんはかなり神力が強そうに見えるんだけど、心当たりはない？　礼也が邪鬼から守るためにわざわざ家に住まわせているくらいだし」

　心当たりと聞いて、すぐにこれまでの恐怖体験が脳裏に甦った。

　それに、神力が強いと言われて思い当たることがあった。陽茉莉の母方の実家はもともと神主の家系だ。そういうことも、影響しているのかもしれない。

　時折、陽茉莉の前に現れる人ならざる者たちは、一様に『コレイイナ』『モラッチャオウ』などと言っていた。

（あれは、私の体を乗っ取ってしまおうとしていたの？）

　底知れぬ恐怖心が湧いた。

「邪鬼に呑まれるとどうなるんですか？」

　陽茉莉は震えそうになる声を必死に抑えながら、恐る恐る高塔に尋ねる。

「人が変わったようになる。ときどき耳にすることがあるだろ？　温厚な人間が、ある日を境に別人みたいに変わったって。中身が変わっているんだから当たり前なんだよな」

　高塔はアイスコーヒーのグラスに手を伸ばすと、ストローでちゅうっと飲む。

「神力があろうとなかろうと、死んだ人間の意識が別人に入り込むんだから、遅かれ早かれ不具合が起きる。つまり――」

　――呑まれた人間のほうが、壊れる。

　淡々と語られる言葉に、陽茉莉はヒュッと息を呑んだ。

　壊れるというのは、きっと〝死〟を意味しているのだろう。

「琴子さんはすごく優秀な祓ばつ除じょ師しだった。たくさんの強力な祓除札や癒ゆ札ふだを作って、人間なのにあやかしみたいに戦ってさ。優秀だった故に、その力を過信した俺たちが目を離したのが間違いだった」

「祓除師って？」

「邪鬼を祓う力を持った、人間のこと」

　神力を持つ人間は、邪鬼を祓うことができるが襲われやすい。だからこそ、何人かのあやかしがその人を守りながら邪鬼退治を行う。

　先ほどまでの軽い調子とは打って変わり、高塔は当時のことを悔やむように唇を噛んだ。

「あの……。礼也さんのお父さんもあやかしなんですか？」

「いや、違う。礼也の父親はさっきも言った通り、狼神だよ。あやかしじゃなくて、神様」

「神様？」

　陽茉莉は高塔が言っていることがよくわからず、眉根を寄せた。

　父親が神様で母親は人間なのに、その子供である相澤はあやかしと人間の半妖？

「俺らあやかしはね、ある条件を満たすと神様に昇華する。礼也の父親は琴子さんと出会って神様に昇華した。礼也の場合は、狼神になるには新山ちゃんの力が必要だね」

「私の？」

「そう。狼神になれば、今とは比べものにならないくらい強くなるよ」

　高塔はそう言うと、にこりと微笑んだ。

　一方の陽茉莉は、どういう反応を示せばいいのかわからず、困惑した。

（礼也さんが神様になるためには、私の力が必要？）

　それは先ほど言っていた、陽茉莉が強い神力を持っている件と関係しているのだろうか。

（礼也さん、もしかして私の神力が目当てで〝契約夫婦〟なんて持ちかけてまで家に住まわせようとしたのかな？）

　今の高塔の話だと、陽茉莉は相澤が狼神になるためのなんらかの鍵を握っているようだ。そして、相澤の母親との共通点は〝神力が高いこと〟しかないように思えた。

　――礼也はついに見つけたのじゃな。めでたいことよ。

　詩乃が開口一番に言った言葉を思い出す。

　あれは〝神様になるために必要な人間を見つけたんだね。おめでとう〟という意味であると考えれば、腑ふに落ちる。

（礼也さん、私のことを純粋に心配してくれていたわけじゃないんだ……）

　ずんっと気持ちが落ち込むのを感じた。

「礼也のお父さんは狼神になったから、ものすごく強いんだ。強力な邪鬼が現れると率先してそっちに向かうから、家にも滅多に帰ってこないでしょ？　琴子さんが亡くなってからさ、敵討ちに燃えているんだよね」

　高塔ははあっと息を吐く。

　滅多に帰ってこないもなにも、一度も会ったことがなかった。
















第五章　オオカミ様とドキドキお泊まり
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　トントントンと包丁で野菜を切る小気味よい音が響く。大根をいちょう切りにして、次は青菜を切ろうとしたところで悠翔がひょこりと顔を出した。

「なに作っているの？」

「大根と青菜のお味噌汁だよ。今日は、豚の生姜焼きとお味噌汁なんだけど、好き？」

「うん、好き！」

　悠翔は屈託のない笑顔を見せる。

「僕もなにかお手伝いしたい」

「本当？　じゃあ、なにしてもらおうかなー。そうだ、生姜の皮を剥むいてもらおうかな」

「生姜の皮？　僕、包丁使えるかな？」

「生姜の皮はね、包丁を使わなくても剥けるんだよ。じゃーん、これを使います！」

　陽茉莉はキッチンの引き出しを開け、中からティースプーンを取り出してみせる。

　悠翔はきょとんとした表情を見せた。

「スプーンで皮が剥けるの？」

「剥けるよ。こうやって、アイスをすくうみたいに当てると簡単。ほらっ」

　陽茉莉は洗った生姜をスプーンですくい取るように擦る。すると簡単に皮が剥けた。

「わー、本当だ。僕もやりたい！」

「はい、どうぞー」

　目を輝かせる悠翔に生姜とスプーンを手渡す。悠翔は夢中になって皮むきを始めた。

　生姜の皮はスプーンで剥ける。これは昔、陽茉莉の母が教えてくれた豆知識だ。

「お兄ちゃんに、僕が剥いたんだよって教えてあげる」

「そうだね。お兄ちゃん、びっくりしちゃうね」

　陽茉莉はくすくす笑いながら、相槌を打つ。そして、壁際の掛け時計へと視線を移した。

（礼也さん、遅いな）

　今日、八幡神社で神使の詩乃から指令を受けた高塔と相澤は、陽茉莉たちと別れた後にあやかし退治に向かってしまった。今頃、退治するあやかしを捜している、もしくは退治した頃だろうか。

（神力か……）

　陽茉莉は醤油とみりんをバッドに入れながら、考える。今日、高塔と詩乃からは本当に色々な話を聞いた。




　――礼也は神力と妖力を両方持っている。

　そう聞いたとき、純粋に相澤のことをすごいと思った。けれど、高塔が続けた言葉に陽茉莉はハッとして動きを止める。

『ただ、礼也は妖力も神力も中途半端なんだよね』

『どっちも中途半端？』

『そう。見ようによっては最強なんだけど、ある一面を切り取ると弱点にもなるってこと。神力は純粋な神力を持つ人間と比較すると少ないし、妖力も俺に比べれば少ない。なのに両方を使うもんだから、よく力が枯こ渇かつして休息が必要になる』

『休息って？』

『オオカミの姿になって、眠っていない？　あの姿のほうが、色々と回復が早いんだよね』

　高塔はなんでもないことのように、そう言った。

　オオカミの姿で眠っていると聞いて、確かに思い当たることはあった。残業もないのに夜遅くなる日は、相澤はリビングでオオカミの姿で眠り込んでしまうことが多い。

（あれって、疲れから回復するためだったんだ……）

　相澤や悠翔は、機嫌がいいときやくつろいでいるときに耳や尻尾が出たりオオカミの姿になることが多い。だから、陽茉莉は相澤がオオカミ姿で眠っている姿を見ても、ただ単にリラックスしているだけなのだと思っていた。

（社内商品を持って帰ってコツコツ作戦を練ってるし、オオカミの姿になって回復させないといけないくらいまで無理してるし、本当はすごく努力家なんだろうな）

　会社ではバリバリ働き成果を上げ続け、夜もそんな裏の顔を持っている相澤のことを、陽茉莉は半ば〝なんでもできるスーパーマン〟のように見ていた。けれど、彼は彼なりに多少無理しながらも頑張っているのだと、今さらながらに知る。

『あの、神力を持つ人は珍しいって言いますけど、私からはたくさんの神力を感じるって言っていましたよね？』

『そうだね。ここまで多くて、しかも祓除師の訓練も受けていないのに今まで無事だったことにちょっとびっくりしてる』

　高塔は陽茉莉を見つめ、頬杖をつく。

『訓練？　祓除師って訓練でなれるものなんですか？　そうすれば、私も祓除札や癒札を作れる？』

『もちろんじゃ。強要はできぬが、そなたが訓練を受け祓除師になれば、我らは非常に助かる』

　高塔の隣に座る詩乃が、静かにそう告げた。




（祓除師か……）

　陽茉莉は調味料を用意しながら考える。

　今日の話を聞いた限りでは、祓除師という職種が相澤や高塔のような邪鬼と戦うあやかしたちの力になることは確かなようだ。

（それになれば、礼也さんのお役に立てるのかな？）

　高塔が言った、あやかしが神様になれる〝とある条件〟の詳細はよくわからない。けれど、自分が少しでも力になれるなら……。

「お姉ちゃん、入れすぎじゃない？」

　悠翔の声がしてハッとする。気付けば、計量スプーンからボタボタとみりんがこぼれ落ちていた。

「あー。いけない！　大丈夫かな……」

　陽茉莉は慌ててバットの中の調味液をスプーンですくって舐なめる。少し甘みが強いが、醤油を足せばなんとかなりそうでほっとした。

「じゃあ、悠翔君の剥いてくれた生姜をすりおろしてこの中に入れまーす」

「はーい」

　悠翔は得意げに、剥きたての生姜を高く持ち上げた。




　結局、相澤が家に帰ってきたのは夜の九時を過ぎた頃だった。

「ただいま」

「お帰りなさい。ご飯、すぐに用意しますね。ちょっとだけ時間ください」

　陽茉莉は手早く肉を焼くと、お皿に盛りつける。そして、ダイニングテーブルに向かって座る相澤の前に、それを置いた。

「この生姜焼きの生姜、悠翔君が剥いてくれたんですよ。手伝ってくれました」

「へえ。俺はあんまり料理しないから、珍しいのかもな」

「そうかもしれないですね。礼也さんに食べてもらうのをすごく楽しみにしていたから、明日褒めてあげてください」

「うん、わかった」

　相澤はそう言うと、立っている陽茉莉を見上げた。

「陽茉莉、ありがとうな」

　にこりと微笑まれ、茶色の瞳が優しく細まった。なぜか急激な気恥ずかしさを覚える。

「いえ、いつもお世話になっていますからっ」

　陽茉莉は慌てて自分の胸の前で両手を振る。

「そういえばさ」

　相澤はじっと陽茉莉を見つめる。

「陽茉莉、詩乃のこと、俺の恋人だって勘違いしていたんだって？」

「え？」

「一馬から聞いた」

　一馬とは、高塔の下の名前だ。

（あんの、猫かぶりで口軽な馬め！）

　陽茉莉は心の中で高塔に文句を言う。

「もしかして、この前陽茉莉が飲みすぎたのってそのせい？　そのくらいの時期に、誰かに詩乃といるところを見られたみたいで、会社でもちょっと噂になってたっていうのも聞いて――」

　陽茉莉はドキッと心臓が跳ねるのを感じた。

　陽茉莉があの日飲みすぎたのは、まさに相澤に恋人がいると聞いてなんとなくおもしろくなかったからだ。

（だけど、それって――）

　返す言葉に詰まっていると、グイッと手を引かれた。

「わっ」

　バランスを崩した陽茉莉は、意図せずに相澤の上に倒れ込む。すぐに体勢を直そうとして、相澤との距離の近さにハッとした。

「なあ、嫉妬してくれたの？」

　至近距離から、相澤にじっと見つめられた。

　自分でも気付かないふりをしていたことを指摘されて、一気に顔が赤らむのを感じる。

「なんで飲みすぎたかなんて、忘れました」

　陽茉莉はぷいっとそっぽを向く。

　ここで『実はそうなんです』と可愛らしく言えるほど、陽茉莉の女子力は高くない。

　それに、契約夫婦ではあるけれど、陽茉莉と相澤は本当の恋人同士ではない。相澤に恋人ができたからといって嫉妬するなど、おかしな話だ。

　動揺のあまり、可愛げのない台詞が口から出た。

　ちらりと相澤のほうを見ると、相澤はじっと陽茉莉を見続けていたようでバチッと目が合った。

「……なんでそんなに嬉しそうなんですか？」

　こちらを見つめる相澤は、口元に笑みを浮かべてなんだかとても嬉しそうだ。

（動揺する私を見ておもしろがっているの？）

　苦言を呈するようににらみつけると、逆ににこりと笑いかけられた。

「可愛い奥さんが嫉妬してくれたら、嬉しくて当たり前だろ？」

（か、可愛い奥さんって！）

　男性に可愛いだなんて言われ慣れていない陽茉莉は、完全にキャパオーバーを迎えた。

「れ、礼也さん！　明日は仕事なので、私、明日の夕ご飯の準備をしちゃいたいです！」

　特にそんな予定はしていなかったけれど、夕ご飯の準備を言い訳に相澤から逃げ出す。

　相澤は少し残念そうな顔をしたものの、すぐに陽茉莉の腰に回していた腕を緩めると解放してくれた。

（びっくりした……）

　まだ胸のどきどきが収まらない。

　そそくさとキッチンへ向かった陽茉莉は、動揺を落ち着かせようと冷蔵庫を開ける。

　中には、人参とジャガイモ、たまねぎが入っていた。

（お肉は冷凍していたのがあったよね。ルーも前回のが半分残っているはず……）

　陽茉莉は材料を確認して、カレーを作ることにした。

　早速、玉ねぎのみじん切りから始める。

　一時間ほど経っただろうか。

「うん、美味しい。これでひと晩おけば完璧！」

　陽茉莉は完成したカレーを試食して、満足げに独りごちる。

（そうだ。礼也さんも味見するかな？）

「礼也さーん」

　陽茉莉はリビングのほうに声をかける。けれど、返事はなかった。

「礼也さん？」

　ソファーに近付くと、今日もオオカミ姿のまますやすやと眠っている相澤の姿があった。毛並みが少ししっとりとしているのは、お風呂に入った後にきちんと髪を乾かしていなかったからだろうか。

「こんなところで寝ていたら、風邪ひいちゃいますよ」

　陽茉莉は、体長一メートル以上はあるオオカミを見下ろす。

「仕方がないなぁ」

　相澤の部屋に行き、毛布と布団を取ってくるとそれをそっと体にかける。

「おやすみなさい。今日もお疲れ様」

　陽茉莉はそう言うと、リビングの電灯の光を最弱まで暗くした。
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　こんな秋晴れの日は、外でランチをするのも悪くない。そして、この人とふたりきりときたら、外で食べるの一択しかない。

「いやー、こんな完全個室のお店に連れ込まれちゃうなんて、新山ちゃん、見た目によらず意外と積極的だねー」

「高塔副課長、どれにします？」

　陽茉莉は目の前の男、高塔一馬のふざけた発言を完全に無視して、お店のランチメニューをずいっと差し出した。

「〝高塔副課長〟なんて堅苦しい呼び方じゃなくて、〝一馬〟でいいよ。言いにくいでしょ？」

「いえ。言いにくくないから大丈夫です」

「俺、新山ちゃんとふたりっきりで密室デートしたって言ったら、礼也に嫉妬されちゃうかも」

「嫉妬はされないと思います。そもそも、デートじゃないです」

「なんなら、午後はこのままふたりで出かけちゃう？　あそこに戻ると、仕事ばっかりだし」

「会社は仕事をする場所です。それより、さっさと選んでください」

　二度目ともなると、この猫が剥げた様子にも慣れた。

「社内チャット使って『ふたりきりで会いたい』だなんて送ってくるから楽しみにしてきたのに、つれないねぇ」

　高塔は陽茉莉のにべもない態度に、苦笑する。

「週末に八幡神社でお会いした際に聞いた件で、聞きたいことがあったんです」

「まあ、そんな気はしてた」

　高塔はようやく注文するメニューを決めたのか、店員を呼び出すボタンを押す。

　すぐに注文を取りに来た店員に、高塔は「天ぷらそば」と告げた。陽茉莉は日替わりランチセットを注文する。

「あのとき、祓除師には訓練すれば私もなれるって言いましたよね？　祓除札を作ったり、癒札を作ることができるって」

「言ったねえ」

「それ、私も訓練したいです」

　陽茉莉は意を決して、高塔にそう告げた。

　祓除札は邪鬼を祓うためのお札、癒札はあやかしの妖力を回復させることができる札だ。

　高塔は柔和な表情から笑みを消すと、探るような目つきで陽茉莉を見つめる。

　そのまっすぐな眼差しに居心地の悪さを感じたが、自分を奮い立たせてしっかりと見返す。陽茉莉は緊張して、こくりと唾を飲み込んだ。

「失礼しますー」と明るい声と共に個室のドアががらりと開く。

「天ぷらそばと、日替わりランチをお持ちしました」

　食事が目の前に置かれる。だし汁のいい匂いが鼻孔を掠めた。

　店員が退室すると、高塔ははあっと息を吐く。

「やめたほうがいいと思うよ。祓除師になるっていうことは、邪鬼がいるところに自ら赴くってことだ。今のように礼也のもとで守られていれば遭遇しないような危険な目に遭う可能性がある」

「でも、神力が強い人間が少なくて困っているんですよね？」

「それはそうなんだけど、新山ちゃんがこっちの世界に足を踏み込むことに礼也は反対すると思うんだ。ほらっ、琴子さんのこともあるから……」

　高塔は言いづらそうに言葉尻を濁す。

　きっと、礼也は自身の母親のように陽茉莉が邪鬼に呑まれて壊れてしまうことを恐れて反対する。そう言いたいのだとすぐにわかった。

「……でも、私が祓除師になれば、礼也さんが助かるのは間違いない？」

「それはそうだろうね。特に癒札は、作った本人には効かないから。礼也が作った癒札で俺は回復できるけど、礼也はできない」

　それも、妖力不足に陥りやすい原因だよね、と高塔は付け加えた。

　陽茉莉はそれを聞いて、確信した。

（やっぱり礼也さんは、私の神力が必要なんだ）

　陽茉莉は決心をぐらつかせないようにぐっと手を握ると、高塔を見つめる。

「私のことなら、心配しなくて大丈夫です。だって、もうとっくのとうに片足を突っ込んでいます！　普通の人間なのに変なお化けは見えるわ、オオカミ兄弟と同居するわ、今はこうやって馬のあやかしとランチしているし。手遅れです！」

　陽茉莉は両手をテーブルにつくと、ずいっと身を乗り出して高塔に迫る。

　すると、高塔は陽茉莉を見つめたままふっと表情を和らげた。

「わかったよ。そこまで覚悟があるなら、修行すればいい。ただ、本当に祓除師になれるかはその修行の結果次第だ」

「本当ですか？」

　陽茉莉はパッと顔を明るくする。

「ああ。今週末の土曜日、この前来てくれた八幡神社のカフェで待ち合わせでどう？　時間は……二時くらいがいいかな」

「今週末の土曜日、二時にこの前のカフェですね」

　陽茉莉はこくこくと頷くと、スマホのスケジュールにそれを記録した。

　話が終わると、陽茉莉と高塔はお昼ご飯を食べ始める。

　サツマイモの天ぷらを頬張っている高塔が、しみじみとこちらを見つめていることに気付き、陽茉莉は首を傾げる。

「どうしたんですか？」

「いやー。新山ちゃん、礼也のことすっごく心配しているんだなって思ってさ。わざわざ自分から危険地帯に足を踏み込むなんて」

「だって、私ばっかりがお世話になりっぱなしだと申し訳ないじゃないですか」

　陽茉莉はなんとなく気恥ずかしさを感じて、口を尖らせる。

「まあ、それはそうなんだけど。礼也は別に気にしてないと思うよ？　悠翔の面倒見たり、ご飯作ったりしているんでしょ？　それに、そもそも相手が新山ちゃんだし」

　高塔はひとりでうんうんと頷いている。

　なんだ、その『そもそも相手が新山ちゃんだし』って。上司が部下の面倒を見るのは当然ってことだろうか。

　この猫かぶりな人からそんな殊勝な台詞が聞けるとは驚きだ。

「今はそうかもしれませんけど、礼也さんだっていつ恋人ができるかわからないし、私は最低限の身を守る術を得て早く出ていかないといけないじゃないですか」

「え？　うーん、それは心配しなくても平気じゃないかな」

　高塔はなぜか、なにかを哀れむように苦笑したのだった。
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　高塔と約束した週末、陽茉莉は午前中に洗濯や部屋の掃除を終わらせ、お昼ご飯を作るタイミングで夕ご飯の鍋の準備をした。

「お姉ちゃん、どうしてこんなに早くから夕ご飯作ってるの？」

　キッチンに来た悠翔が、不思議そうに陽茉莉の手元を覗き込む。

「んー。今日は午後からお出かけするから、お姉ちゃんがいなくても食べられるように準備しておこうと思って」

「お出かけ？　僕も行く？」

「ううん。お姉ちゃんだけ」

「ええー！」

　悠翔は不満げにぷくりと頬を膨らませる。

「その代わり、今日は一日お兄ちゃんが悠翔君と遊んでくれるよ」

「え？　本当？」

　悠翔は途端に表情を明るくする。トタトタとリビングへと向かうと、ソファーに座って、録り溜めていた刑事ドラマを見ていた相澤の膝に両手をのせる。

「お兄ちゃん、今日は一日いる？」

「ああ、そのつもり」

「やったー。じゃあ、公園にサッカーしに行こうね」

「いいよ」

　悠翔に向かってにこりと笑いかける相澤の横顔が、キッチンカウンター越しに見えた。弟思いの相澤が悠翔を見つめる眼差しは、いつも優しい。

（やっぱり、お兄ちゃんが一番好きなんだなぁ）

　陽茉莉はふたりのやり取りを微笑ましく思いながら眺める。

　先日のように自分も行きたいと駄々をこねられたらどうしようかと思っていたけれど、それは杞き憂ゆうだった。安心したような、なんとなく寂しいような。

　お昼ご飯のチャーハンを食べて後片付けを終えると、陽茉莉はすっくと立ち上がる。

「じゃあ、私出かけてきますね。夕食は、キッチンにあるお鍋を食べてください」

「ああ、わかった」

　相澤はこちらを振り返る。

「あんまり遅くなるなよ」

「はい」

「お守り持ったか？」

「持っています」

　陽茉莉は鞄に入れていたお守りを取り出して、相澤に見せる。

「よし。なにかあったら連絡して」

　陽茉莉は、ソファーに座ったまま上半身だけ捻ってこちらを振り返る相澤を見つめ、目を瞬かせた。

「ふふっ……」

　思わず笑いが込み上げる。

「なに？」

　突然笑いだした陽茉莉に、相澤が怪訝な顔をする。

「なんか、礼也さんって心配性ですよね」

　陽茉莉の言葉に、相澤は不本意そうに、眉根を寄せる。

「陽茉莉のことを心配するのは、当たり前だろ」

　真剣な眼差しに、胸がドキンと跳ねるのを感じた。

「気をつけろよ」

「はい。行ってきます」

　陽茉莉は相澤と悠翔に手を振ると、玄関へと向かう。

　――陽茉莉のことを心配するのは、当たり前だろ。

　先ほど相澤に言われた言葉を思い返す。

　なんだか、胸の奥がむず痒がゆいような、ぽかぽかするような、不思議な感じがした。




　一週間ぶりに訪れる八幡神社は、木々が赤や黄色に染まり、先週よりさらに秋めいていた。

　神殿の裏側に回ると裏参道が延びており、その入口近くにあるカフェの店内で、陽茉莉は目的の人物を見つけた。

　薄茶色のスラックスに濃い茶色と白のツイードジャケットを着た高塔はコーヒー片手にスマホを眺めており、裏参道を通る女性たちがガラス越しにチラチラと視線を送っていた。

（見た目はかっこいいんだよねー）

　相澤と一緒に住んでいるせいでイケメン免疫がついてしまったのか、すっかり高塔が社内の女子の憧れの存在になるほどの美男であることを忘れていた。

「こんにちは」

「ああ、こんにちは」

　どこかにメッセージを送っていたようで、メッセージアプリの画面がちらりと見えた。高塔はそれを素早く閉じると、陽茉莉に前の席に座るように勧める。

　注文してすぐに、店員さんがほうじ茶ラテを運んできてくれた。

「訓練って、なにをするんでしょう？」

「そんなに畏かしこまって緊張しないでよ。難しいことはないから」

　もしかして、滝に打たれる修行だったらどうしよう。そんな想像をして表情を硬くしていた陽茉莉を見つめ、高塔は苦笑する。

「これ、ちょっと見てくれる？」

　高塔は鞄からクリアファイルを取り出し、そこに挟んでいたメモのようなものを陽茉莉の前に並べる。

「これ……」

　それは、長方形の封筒くらいの大きさに切られた白い紙だった。

　黒い墨汁でなにかが書かれているが、あいにく陽茉莉には読むことができなかった。古文や歴史の資料集で見たような、崩した変形文字だ。

　陽茉莉は、その白い紙に見覚えがあった。以前、相澤の部屋に入ったときに、机の上に無造作に置かれているのを見た。

「これが、礼也が作った祓除札ね。こっちが癒札」

　高塔は説明しながら、その白い紙を陽茉莉の前につつっと差し出す。

「基本的には、神力を込めて祓いの文言を書けば祓除札になるんだけど、そのときの神力の込め具合のうまい下手で、札の効力が変わる。墨は特別なものだけど、詩乃さんに言えばもらえる。あとは上級者になると札を使わなくても神力をコントロールして祓うこともできるようになる」

「なるほど。ところで、その〝神力のコントロール〟っていうのは、どうやるんですか？」

「え？」

「え？」

　高塔と陽茉莉は同時に顔を見合わせる。

「そんなに神力強いのに、少しもコントロールできないの？」

「できませんけど？」

　陽茉莉は当然のように答える。

　コントロールもなにも、それがあるということすら自分ではよくわからない。

「…………」

　ふたりの間に微妙な沈黙が流れた。

　簡単だと聞いていた祓除師の修行だけれど、そもそも前提条件が違う気がする。

「もしかして、私には無理ですか？」

　高塔の反応を見て、陽茉莉は本当に自分にもできるのだろうかと不安を覚えた。

「いや、大丈夫。札を作れるようにはなるはず」

　祓除の力は弱いかもしれないけど、と高塔がボソリと呟く。

「ここだとなんだし、場所を変えようか」

　陽茉莉のほうじ茶ラテがほとんどなくなっているのを確認した高塔が、伝票を持ってすっくと立ち上がる。

　陽茉莉は慌てて残っているほうじ茶ラテを飲み干すと、高塔の後に続いた。




　待ち合わせをしたカフェを出た後、高塔が向かったのはすぐ横にある八幡神社の社殿の一室だった。事前に話を通していたようで、売店にいた巫女姿の女性に声をかけるとすぐに通してもらえた。

　そこで、祓除札や癒札以外にもたくさんある札の種類や、それぞれに書かれた詞の意味と効果を説明される。

「こんなにたくさん種類があるんですか？」

「まあね。でも、よく使うのは祓除札と癒札だから、まずはそのふたつが作れるようになるのが目標だね」

　多すぎて混乱したが、高塔にはまずは祓除札と癒札だけ覚えればいいと言われた。

　そして、心配していた神力コントロールは黙想のような精神統一の練習をさせられた。

　それが一通り済むと、最後に高塔が陽茉莉の前に出したのは習字道具のようなものだった。以前、相澤の部屋でも見たものだ。

　祓除札の作り方は、高塔の言った通りいたってシンプルだった。専用の墨を使って祓いの詞ことばを書けばいいだけだ。ただ、この祓いの詞を書くときに神力を乗せる必要があり、そのコントロールが問題になる。

「さっき練習したでしょ。手に意識を集中させて」

　高塔が横からアドバイスしてくれたけれど、いまいちわからなかった。

　けれど、たまたまうまくできたときは祓いの詞が書かれた札が鈍く光るので、うまく乗ったのだとわかる。何度も練習しているうちに、だんだんコツを掴めるようになるらしい。




　秋も深まったこの季節、辺りが夕闇に染まるのも早い。高塔と陽茉莉が外に出たとき、辺りはすっかり薄暗くなっていた。

「そんなに難しくなかったでしょ？」

「はい。でも、私が作ったものって、本当に効くんですか？」

「効き目は弱いかもしれないけど、まったく効かないってことはないよ。訓練しているうちに、だんだん上手に作れるようになると思う。家で復習してみて」

「はい。わかりました」

　陽茉莉は頷く。

「そういえば、今日は礼也は来なかったんだね。絶対についてくると思っていたのに」

「はい。伝えていませんから」

「え？　そうなの？」

　高塔は驚いたように目を丸くした。

「はい。礼也さんは心配性なので、反対されると思って」

「あ、そう……。どうりで」

　高塔は自分のスマホをちらりと見る。陽茉莉はその反応を不思議に思った。

「なにかありました？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど、言っておいたほうがいいんじゃない？」

「うーん、必要ないと思います」

「でもさ。礼也はオオカミだけに鼻が利くから、隠しても隠し通せないと思う」

　そう言うと、高塔は薄暗くなり始めた空を見上げる。

「それに、ほら。今日は満月だし」

「満月がなんの関係があるんですか？」

　陽茉莉は怪訝に思って、逆に聞き返した。

　相澤に祓除師の訓練を始めたのを告げることと、月の満ち引きがなんの関係があるのかさっぱりわからない。

　高塔は大真面目な顔をして、ずいっと人差し指を差し出す。

「嫉妬に狂った男は怖いんだよ。特に、礼也は満月の夜はオオカミになるから」

「はあ……」

　陽茉莉は気の抜けた返事をする。

（満月の夜じゃなくても、日常的にオオカミの姿になっていますけど？）
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　高塔と別れた後、陽茉莉は駅前のレストランで食事し、そのままハーフムーンへ向かった。

　ドアを開けるとカランコロンとベルが鳴る。

「いらっしゃいませー」

　久しぶりに聞く声に、なんだか安心する自分がいた。

「お久しぶりです！」

「あらー、陽茉莉ちゃんじゃない。久しぶりねー」

　こちらを向いた潤ちゃんは、目が合った瞬間ににこりと微笑む。

　ここ、ハーフムーンを訪れたのは実に三週間ぶり、悪酔いして相澤に迷惑をかけた日以来だ。

　今日は夕ご飯まで用意してきたので、羽を伸ばしても許されるだろう。

　心配するかもしれないと思って、先ほど遅くなるとだけメッセージを送った。すぐに既読マークはついたものの返信はない。

　いつものようにカウンター席に座ると、ジントニックが置かれる。陽茉莉はこのミントの香りと爽やかなのどごしが好きだった。

「元気にしていたの？」

「はい」

「そう。仕事はどう？」

「今、上司が大きな案件を担当しているから、私も補佐役で入っているんです」

「へえ。上司って、猫な彼かしら？」

「はい。猫な彼です」

　陽茉莉はくすっと笑いを漏らす。

「なんか最近、上司の仕事に取り組む姿勢を近くで見ていて、すごいなぁって」

「ハンサムで仕事ができそうな人だったわ」

「あれ？　いつ――」

　そこまで言いかけて、ハッとする。

　そうだ。前回ここを訪れた夜、相澤は陽茉莉を店まで迎えに来てくれたのだった。忘れていた羞恥心が甦る。

「あの日はご迷惑をおかけしました」

「いいえ、いいのよー。イケメンを見られて、こっちも眼福だったわ」

　潤ちゃんは右手を口元に当ててけらけらと笑いながら、左手を振る。

「猫な彼に聞いたけど、一緒に住んでるんですって？」

「あ、はい。でも、居候なんです」

「居候？」

　潤ちゃんが不思議そうな顔をする。

「変な人に襲われそうになったところをたまたま彼に助けてもらいまして。彼の家はセキュリティがしっかりしているから一時的に置いてもらっているっていうか……」

　陽茉莉は邪鬼のことはぼかして、ことのいきさつを話す。

「変質者かしら？　嫌ねえ。なにかある前に警察に相談したほうがいいわよ」

　潤ちゃんは大袈裟に顔をしかめて、嫌だと言いたげに片手を振った。

「うん、ありがとう。大丈夫」

　陽茉莉はにこりと笑ってお礼を言う。

「今度、ふたりで遊びに来てね」

「そうしたいところなんですけど、子供の世話があるから無理なんですよ」

　陽茉莉はありがたい申し出に、眉尻を下げる。

「子供？　彼の？」

　潤ちゃんは驚いたように目を見開く。

「いえ、彼の弟です。まだ八歳なんですよ。実は、居候する代わりに普段は私が面倒を見ています」

「ああ、驚いた。でも、ずいぶんと歳が離れているのね？」

「そうですね。弟のほうは四十歳を過ぎてから授かった子供みたいですよ」

　答えながら、陽茉莉も確かにそうだなと思った。二十七歳の相澤に対して、悠翔は八歳。滅多に見かけない歳の差だ。

　陽茉莉も最初は、母親が違うのだと思っていたくらいだ。

「それなら仕方がないわね。残念」

　潤ちゃんは陽茉莉の空になったグラスを下げると、静かに別のグラスを差し出した。

「これ、なに？」

「これはね、ミモザっていうカクテルよ。オレンジジュースとシャンパンベース」

「ふーん」

　陽茉莉はグラスの長い脚を持ち上げて、逆三角錐の器に満たされた液体を見つめる。

　黄色くて、シュワシュワと気泡が上がっている。トッピングに缶詰のサクランボがのっていた。

「もうすぐいい知らせが聞けそうな気がするから、私からサービス。上から見ると満月みたいで、今夜にぴったりでしょ？」

「いい話？」

「そ。私の女の勘、意外と当るんだから」

　潤ちゃんは意味ありげにウインクする。

　陽茉莉はおずおずとそのカクテルを口に含む。

　オレンジジュースの甘さとシャンパンのシュワシュワが混じり合い、大人向けのオレンジソーダのような味わいだった。

「ありがとう。また来るね」

「ええ、いつでも大歓迎」

　潤ちゃんはひらひらと手を振る。そして、エレベーターの中に消えた陽茉莉の後ろ姿を見送り、ひとり口の端を上げた。

　黄色のミモザの花言葉は〝秘密の恋〟。

　まさに、今の陽茉莉に贈るにはぴったりのカクテルだ。




　帰り道、陽茉莉はふと空を見上げた。

　やけに明るいと思ったら、大きな満月がぽっかりと浮かんでいる。秋の満月はことのほか風情がある。

（満月か。そういえば、高塔副課長と潤ちゃんも今日は満月だって言っていたな）

　帰ったら、今日は月が綺麗だよって教えてあげよう。

　そう思ってすぐに、夏なつ目め漱そう石せきが『I love you』を『月が綺麗ですね』と訳したという有名な逸話が頭に浮かぶ。

（……やっぱり、教えなくていいや）

　そんな豆知識、知っている人のほうが少ないだろう。それに、知っていたとしてもそんな意味に取られるわけがない。

　なのに、なぜか顔が熱くなるのを感じて陽茉莉は片手で顔をあおぐ。頬を撫でる秋の夜風の冷たさが、かえって心地よかった。




「ただいまー」

　玄関を開けると、リビングの電気がついているのが見えた。けれど、物音はいっさい聞こえない。

（本でも読んでいるのかな？）

　陽茉莉は忍び足でリビングに向かう。ソファーの上では、オオカミになって体を丸めている相澤の姿があった。

（寝てるのかな？）

　邪鬼退治をしていない日なのに、リビングでオオカミ姿で寝込んでしまうなんて珍しい。

　ふわふわの毛並みが呼吸に合わせて上下しており、陽茉莉はおずおずとその銀色の体に手を伸ばす。

（うふふっ、ふわっふわ）

　このふわふわ具合はもともとなのだろうか。それとも、マノンリゾート東京への提案対策のために最近毎日のように日替わりで使用している、あの試供品たちの効果なのだろうか。

　あまりのさわり心地のよさに、陽茉莉は思わず体を屈めてもしゃもしゃと毛並みを撫で回した。

　その瞬間、視界がぐるんと回転する。

「きゃっ！」

　驚いて悲鳴をあげた陽茉莉は、次の瞬間別の意味で驚いた。

　いつの間に人間に戻ったのか、眼前にこちらを見下ろす相澤の顔が迫っていたのだ。

「なにやってんの？」

「なにって……、帰ってきたところです」

　手首をしっかりと掴まれているせいで、身動きができない。ソファーに押し倒されたような格好になった陽茉莉は、あまりの距離の近さに動揺した。

「そうじゃなくって、人の毛並みをさわってもふもふしてただろ？」

「え？」

　眠っていると思っていたのに、起きていた？　眠っている男性の体を勝手に撫で回して喜んでいるなんて、完全に痴女じゃないか！

「すいません、つい……」

　陽茉莉はそれ以上答えることができず、視線を泳がせる。きっと、顔は真っ赤になっているだろう。

「どこに行ってたの？」

「……ちょっとしたお出かけです」

「ふーん。ちょっとしたお出かけね」

　なぜが相澤の瞳が不機嫌そうに眇められた気がした。

「すげえ、臭い」

「えっ？」

　もう涼しい季節だしそんなに汗もかいていないはずなのに、そんなに汗臭かっただろうか。もしくは、お酒の匂い？

　陽茉莉は狼狽えて相澤から逃れようとしたが、がっしりと捕らえられて身動きを取るのすら難しい。

「嫌な気配がする」

　滅多に聞かないような、不機嫌さを滲にじませた声だった。

「嘘っ」

　今日は、きちんとお守りを持ち歩いた。邪鬼の声は一度も聞かなかったし、姿も見かけなかったはずだ。

　それなのに、嫌な気配がする？

　相澤の顔が沈んできて、首元に鼻を寄せる。

　次の瞬間、陽茉莉は飛び上がるほど驚いた。柔らかな温もりが肌に触れ、つつつっとなぞるような感覚。

「れ、礼也さん……」

「黙って」

　唇が離れ、吐息が肌に当たる。ぞくぞくとしたものが体の奥から込み上げるのを感じた。

（これって、邪鬼の気配を追い払う一環!?）

　確かに、以前も相澤は陽茉莉の首元に顔を寄せて、『嫌な気配はしない』と言っていたことがある。

　けれど、そうは言っても狼狽えてしまう。

　陽茉莉はどきどきしすぎておかしくなりそうな心臓を収めようと、『これは治療のようなもの、これは治療のようなものー！』と必死に自分に言い聞かせる。

　次の瞬間、唇が押し当てられたあたりにちりっとした痛みのようなものを感じる。

「んっ」

　思わず声が漏れ、恥ずかしさで死にそうだ。

　その声に反応するように、相澤が顔を上げた。焦げ茶色の瞳と視線が絡み合う。

「……礼也さん。まだ嫌な気配は取れないんですか？」

　お願いだから、もうやめてほしい。半ば涙目になりながらも、顔を真っ赤にした陽茉莉はか細い声を絞り出した。

　こちらをまっすぐに見つめる相澤の瞳が、切なげに揺れた気がした。

「……夕食、美味しかった」

「え？」

　突然変わった話題に、陽茉莉は戸惑った。今日は出かける前に鍋のセットを用意しておいたので、それのことだろう。

「これまでの男にも、ああいうの作ってやってたの？」

「男って……？」

「彼氏。これまでに何人かはいたんだろ？」

　相澤の声色からは不機嫌さが滲み出ていた。

　陽茉莉は目を見開いて相澤を見返す。

　陽茉莉は中学から大学まで女子校育ちで、男性には縁がなかった。社会人になってからも男性と接近するとなぜかトラブルが発生して、未だに一度も彼氏ができたことがない。

「……ないです」

「え？」

「いないです！　ひとりもいないです！」

　なんでこんなこと、カミングアウトしなきゃいけないのか。

　相澤の瞳が、驚いたように見開かれた。

（モテなくて悪かったですね！）

　二十五にもなって彼氏が一度もできたことがないなんて、社内の女性から大人気の相澤からすると想像もできないことなのだろう。

「へえ？」

　相澤の口の端が上がる。

「じゃあ、こんなことするのも俺が初めて？」

　握られたままの手が引き寄せられ、手の甲に唇が触れた。柔らかで温かい感触に、一気にそこから熱が広がるのを感じた。

「やっ」

　陽茉莉は手を引こうとする。けれど、力の差からびくともしなかった。

（怖い……）

　こんなに男性的な相澤、見たことがない。異性であることを強く意識して、陽茉莉は初めてのことに恐怖心を感じた。

　相澤はそんな陽茉莉の表情をうかがうように、じっと見つめてくる。

「なあ」

「はい？」

「前から誘おうと思ってたんだけど、一緒にホテルに行かないか？」

「……ホテル？」

　それはつまり……そういうお誘い!?

　硬直したまま答えられない陽茉莉を見つめ、相澤がふっと笑う。

「――三人で」

「さ、三人？」

「そ。マノンリゾート東京、プレゼン当日までに下見したほうがいいと思うんだ」

　にこりと微笑む相澤を、陽茉莉はぽかんと見上げた。

　マノンリゾート東京？

　つまりこれは、実際に商品を使用する環境などを目で見て確認して、よりよい営業提案につなげようというお誘いだ。

　陽茉莉は自分の勘違いに気付き、恥ずかしさから真っ赤になる。

「陽茉莉、なんか顔が赤いけど大丈夫？」

　相澤がこちらを見つめ、器用に片眉を上げる。

（もしかして、からかって遊ばれてた？）

「礼也さん、わざと変な言い回ししたでしょ！　勘違いしちゃったじゃないですか！」

　陽茉莉が頬を膨らませると、相澤は少しだけ小首を傾げる。

「なにが？」

　相澤は不思議そうに、こちらを見返す。

（純真無垢そうに聞き返してくるけど、騙されないんだからっ！）

　会社の人たちはこの猫かぶりにすっかり騙されているけれど、自分に関してはそうは問屋が卸おろさない。

「とぼけないでください！」

「いや、本当にわからない。なにをどう勘違いしたのか、興味深いな」

　相澤がこちらを見つめ、にやりと笑う。

「ば、ば、馬鹿！」

　顔を真っ赤にした陽茉莉はソファーに置かれていた丸クッションをぽすんと相澤の顔に投げつけ、立ち上がる。

　間違いなくからかっている。本当に、とんでもない猫かぶりだ。

　プイッとそっぽを向いて床に置いた鞄を持つと、陽茉莉はそそくさと自室へと向かったのだった。




「それにしても、礼也さん、今日はいつにも増して意地悪だったな」

　自室で、陽茉莉は腕時計を外しながら独りごちる。

　からかわれているとも気付かずに、不覚にもどきどきしてしまった。それもこれも、相澤がモデル並みのイケメンなのが悪い。

（お酒でも飲んでいたのかな？）

　そう思ったけれど、あれだけ近くに寄っても特に酒臭くはなかったから違うと思い直す。そして、先ほどの距離感を思い出してまた顔が赤くなるのを感じた。

　――礼也は満月の夜はオオカミになるから。

　ふと、今日高塔から聞いた言葉を思い出した。

（満月の夜は、オオカミになる？）

　そういえば以前、相澤の様子がいつもと違い妖艶だったのも満月の日だった。

「でも、まさかね」

　陽茉莉は首を振り、自分の中に浮かんだ馬鹿げた想像を打ち消した。
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　自制心はかなり強いほうだと自負していた。

　なにせ、ずっと近くて遠い距離から見守ってきた陽茉莉が一緒に家に住み、ときには薄着やパジャマ姿でリビングをウロウロしていても、顔色ひとつ変えずに振る舞ってきたのだから。

　それなのに、今夜はやらかした。

「あー、まずったな」

　相澤は自分の失態を思い返し、ひとりリビングで項垂れる。




　陽茉莉から週末に出かけたいと相談を受けたのは、週始めの火曜日だった。

　その日、ランチから戻ってきた陽茉莉からなぜか高塔の気配を感じた。おかしいとは思ったものの、高塔と陽茉莉に限ってそういう関係にはならないだろうと平静を装って、彼女が出かけるのを快諾した。

　ところが、陽茉莉は当日になっても行き先を言おうとはせず、相澤がそれをを知ったのは陽茉莉が出かけてしばらくしてから届いた、高塔からのメッセージがきっかけだ。

『頼まれたから引き受けたけど、どうせだったら礼也が教えてやればいいのに』

　そう書かれているのを見て、ようやく陽茉莉が今日どこになにをしに行ったのかを理解した。

　高塔に自分がなにも知らないことを知られるのがなんとなく悔しくて、『色々と事情がある』とだけ返信した。

　陽茉莉は強い神力を持っている。それは、生まれつきの体質、多く場合は遺伝によるものだ。

　初めて会った幼い日にはすでにかなり強かったが、およそ十数年のときを経て再会したとき、陽茉莉のそれは看かん過かできないほど強くなっていた。

　有能な祓除師だった母親と同じ、もしくはそれ以上かもしれない。

　祓除札を作れるようになれば、陽茉莉は自分で邪鬼が祓えるようになる。けれど、それは同時に、陽茉莉がこっちの世界に足を踏み込むことを意味していた。

　本人が望む望まないにかかわらず、邪鬼退治の手助けをしろと詩乃を通じて命じられるだろう。そしてそれは、邪鬼に襲われやすい体質の陽茉莉が自ら危険地帯に足を踏み入れることを意味していた。

（陽茉莉になにかあったら、俺はどうするだろう？）

　ふと、そんなことを考える。

　きっと、悲しみに暮れ、復讐心に燃え、最後には自分を責める。悠翔を自分に託してがむしゃらに邪鬼退治に邁まい進しんし続ける父親と同じようになる気がした。

「本当は、守ってやりたいんだよな……」

　できることなら、陽茉莉を自分の作った安全な場所に置いて、危険など知らずに過ごさせたい。

　この歳になってこんなことを言うのは笑われてしまいそうなほどくさい話だが、陽茉莉のことは初恋だった。

　会えなくなってから何年も経ち、高塔からとても神力の強い子が入社してきたと聞いたとき、期待半分の気持ちで会社から帰宅するその子を見に行った。

　そして、ひと目見てあの少女だと確信した。

　相澤の中ではあどけない少女のままだった陽茉莉は、想像以上に可愛らしく、そして魅力的な女性になっていた。

　ぱっちりとした瞳に小さな鼻、くるんと内巻きになった肩より少し長い髪が歩くたびに揺れている。彼女は同期の新人と思しき友人と楽しそうに話しながら、駅へと消えた。

（思った以上に、神力が強いな……）

　陽茉莉を見て、すぐにそう思った。それは邪鬼が羨望する体を持っていることを意味する。

　彼女には、幼い日に母親が作った特製の護符を渡していた。ただ、護符の効き目は、時の経過と共に薄くなる。このまま放っておけば、いつか彼女はまた襲われる。

　そう思うと、いてもたってもいられなかった。

　まず、すぐにアレーズコーポレーションの中途採用試験を受けた。

　超一流商社から、中堅の総合リラクゼーション会社へ。誰の目から見ても奇妙な転職で、周り――特に前職の関係者からはずいぶんと止められたが、後悔はなかった。

　社内の遠い場所から彼女を見守り、自分以外の男と親しくなりそうな様子が見られるとありとあらゆる手段を使ってそれを邪魔した。

　そして、異動のタイミングで多少無理を言って、陽茉莉を自分の部下に引き抜いた。

　陽茉莉の一番近くにいて、彼女を守ってやりたい。

　自分の手で、笑顔にしたい。

　そのためにもっと強く――狼神になりたい。

　相澤の願いは、いつもひとつだけだ。

　――それなのに。

　今日、陽茉莉は相澤にひと言も告げずに高塔に会いに行った。

　ということは、陽茉莉自身は自分から自立することを望んでいるのかもしれない。




　相澤はカーテンの隙間から、煌こう々こうと光る丸い月を恨めしげに見上げる。

　満月の夜は、あやかしの血――オオカミの性質が強くなる。欲望に忠実になり、抑えが利きにくくなるのだ。

　先ほどは帰ってきた陽茉莉から自分以外の男――高塔の気配が強く感じられて、込み上げる嫉妬心を制御できずに押し倒してしまった。そして、これまでにひとりも男を知らないという事実を知ると、今度は喜びに震えた。

　怯えたような目でこちらを見つめる陽茉莉を見てようやく我に返り、からかったかのようにその場をやり過ごした。

（完全に怖がらせたな……）

　宝物のように大切にしたいと思っているのに、完全にやらかした。

　先ほど唇で触れた肌のなめらかさや鼻孔をくすぐった甘い香りが脳裏に甦る。

　本当なら、あのまま組み敷いて優しく蕩とろけさせてしまいたかった。

　貪むさぼるようなキスをして、白い肌に余すところなく唇を這わせ、甘く鳴かせて――。

　そこまで考えて、相澤はハッとする。

「やべぇ……。重症だ」

　これはもう、寝たほうがいい。そうしないと、今夜は自分がなにをやらかすか、制御できる自信がない。

　相澤は溜め息をつき、首を振るとのそのそと起き上がる。

　自室の向かいにある陽茉莉の部屋のドアからは、ほんのりと光が漏れていた。
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　正面エントランスを入って最初に見えたのは、見上げるほどに高い天井からぶら下がる、滝のようなデザインのシャンデリアだった。

（わあ、素敵……）

　陽茉莉は心の中で、感嘆する。

　壁際には半円状の噴水が設置され、心地よい水音を鳴らしている。

　その奥、エントランスホールから見えるのは精せい緻ちにデザインされた、西洋風庭園だ。

　いたるところに花が咲き乱れているので、オールシーズンで花が楽しめるように設計されているのかもしれない。

「お姉ちゃん見て。ウサギがいるよ」

　窓越しに外を眺めていた悠翔が、興奮したように陽茉莉を手招きする。

　陽茉莉が悠翔の指さす方向を見ると、植栽の一部がウサギの形に剪せん定ていされていた。

「すごいねー。あっちにはくまさんもいるよ」

「え、どこ？　……本当だ！」

　悠翔は頬を紅潮させ、目をキラキラさせている。

「悠翔、陽茉莉。部屋に上がるぞ」

　悠翔と庭を眺めながらキャッキャとしていると、背後から声をかけられた。チェックインを終わらせた相澤が、カードキーを見せるように片手を上げる。

　予約した部屋はシティビューセミスイートと呼ばれる、セミダブルベッドがふたつ置かれたタイプだった。

　セミスイートを謳うたうだけあり、六十五平方メートルの広さがある室内には透かし格子になった仕切りが設えられており、窓際のエリアには大きなソファーセットが設置されていた。

「すごい。ここ、かなりお高いんじゃないですか？」

「ルームチャージの正規料金が十三万くらい」

「十三万！」

　陽茉莉は驚いて、素っ頓狂な声をあげる。

（これって、会社の経費じゃ下りないよね……？）

　アレーズコーポレーションの業績は決して悪くはないが、湯水のように経費を使える余裕はない。ということは、自腹？

（前から思ってたけど、礼也さんのご家庭の経済事情ってどうなってるんだろ？）

　悠翔から話を聞きかじった限り、陽茉莉が同居するまでは、相澤がどうしても家を空けなければならないときは家政婦さんが定期的に来て悠翔の世話をしていたようだ。

　それに、今住んでいる家も都心の一等地にある高級低層マンションで、広さは優に百平方メートルを超えている。

　おかしい。どう考えてもうちの会社の給料だけでは賄まかなえない気がする。

　しかし、お金の話をするのは下品なので、聞くこともできない。

　相澤はそんな陽茉莉の疑問など露ほども思わぬ様子で、機嫌がよさそうに言葉を続ける。

「このホテルで多いタイプの部屋がこれなんだ。反対側がベイビューになっているけど、景色が違うだけで部屋の造りは一緒。リニューアル後も、内装――壁紙や水回りを変えるだけで、基本的な部屋の構造は同じだって聞いている」

「なるほど」

　アメニティグッズの営業もする予定なので、最もターゲットとなる部屋数が多いこのタイプの部屋を予約したということなのだろう。

「夜は悠翔と俺が一緒に寝るから、陽茉莉はもうひとつのほうでいい？」

　相澤がベッドの片方を指さす。

「えー。僕、お姉ちゃんと寝る」

「悠翔は兄ちゃんと寝るんだ」

「お姉ちゃんがいい！」

　そのやり取りを見ていて、なんだかおかしくなって笑ってしまった。

「いいよ。悠翔君はお姉ちゃんと一緒に寝よう。礼也さんは体が大きいから、そのほうがいいと思うんです」

　陽茉莉がそう言うと、相澤は「それなら……」と同意したけれど、やっぱり不満げだった。そんなに悠翔君と一緒に寝たかったのだろうか。

　――都会の癒やし、極上のリゾート。

　新たなマノンリゾート東京のコンセプトを思い返す。

「この代金を支払って泊まりに来るくらいだから、お客様はきっと〝さすがはマノンリゾート東京〟と思わせるようなサービスを期待していますね」

「だな。俺も、低価格で勝負するよりは、多少コストがかかっても付加価値によるプレミアム感を持たせる戦略のほうが、勝算が高い気がしてる」

「今日初めて来ましたけど、ホームページで見たよりもだいぶゴージャスな雰囲気で驚きました。もっとモダンな感じだと思っていたのに、思ったより西洋風っていうのかな？」

　ヨーロッパのベルサイユ宮殿っぽいイメージ？と陽茉莉は付け加える。

「それに合わせて、商品提案したほうがいいかもな。うーん、例えば裏コンセプトで〝マリーアントワネットのようなひととき〟なんてどうだろう？」

「それだと、ターゲットが女性だけになっちゃいますけど、いいですかね？」

「あー、確かにそうだな。この部屋の造りだと、女性グループと同じくらいカップルが多い気がする」

　相澤はガシガシと頭をかく。

「うーん。でも、よくよく考えると、このホテルがいいって言い出すのは女性側のような気がしますね。だから、やっぱりそれでいいかもしれないです！」

　陽茉莉は少し考えて、そう言った。

「今さっき見たら浴室が結構広かったから、バラのバブルバスとかどうでしょう？　あれなら浴槽を傷めないし」

「確かにいいな。特別な非日常感が味わえる」

「ですよね！」

　陽茉莉は自分のアイデアを褒められ、パッと表情を明るくする。

　部屋を見ながら、次々とアイデアが湧いてきた。

（実際に泊まるなんて、思ってもみなかったな）

　けれど、実際に来てみるとこれまでより遥かに具体的に提案イメージが湧いてくる。

「エステも一番ベーシックなヒーリングコースを予約したから、順番に行こう。予約が四時と五時。後で、気付いたこと共有な」

「はい、わかりました！」

　陽茉莉はこくこくと頷く。

「結構、色々と気付きがあるものですね」

「そうだな。提案のプレゼンをするのはひとりだけど、俺たちの仕事は基本、チーム戦だ。今いない他のメンバーも、商品選定やデータ収集なんかで協力してくれている。いい結果を残したいな」

　相澤はにこりと微笑むと、腕時計を確認した。

「まだ時間があるから、部屋の外をぶらりとする？　悠翔、さっきの庭園行くか？」

「行くー！」

　広いベッドの上でゴロゴロ回転しながら遊んでいた悠翔が、満面の笑みを浮かべて元気に手を上げた。




　陽茉莉たちは結局、チェックイン後のひとときをホテルの敷地内で過ごした。〝極上のリゾート〟を謳うなら、きっとリニューアル後の宿泊客もそうする気がしたのだ。

　ホテル内にはプール、エステ、フィットネスジム、各種レストランがあり、屋外の広い西洋庭園には遊歩道も整備されているという充実ぶりだ。

　確かに、十分ここだけで一日を過ごせるし、一歩敷地を出れば大きな商業施設があり買い物を楽しむこともできる。

　エステの後に三人で向かったホテル内のメインダイニングでは、本格的なコース料理を堪能することができた。食事を終えて部屋に戻って間もなくすると、悠翔はベッドですやすやと寝息を立て始める。

　いつもより少し早いが、普段と違う場所で過ごすことで興奮してはしゃいでいたので、疲れてしまったのだろう。

「どうせだったら、総合プロデュースしたいんだよな。ロビーのトイレに置かれたハンドソープから、室内のアメニティまで統一感を持たせて」

「そうですね。私のイメージはやっぱり〝花〟かなぁ。例えば、アメニティはお客様の好みに合わせた花の香りを用意するとか」

　陽茉莉と相澤はＬ字ソファーに九十度に向き合うように座り、今日一日見て回った後の作戦会議をする。

「それだと部屋に着いたときにアメニティがそろっていないことになるから、お客様によっては不快に思わないか？　アメニティは季節に合わせた花の香りのものをデフォルトにしておいて、バスグッズは好みのものを用意するのはどう？　その選択肢に、昼間に言っていた花びらのバブルバスも入れるとか」

「それ、いいですね」

「あと、アメニティの見た目なんだが、ビニール包装じゃなくてミニ容器入りのほうがちょっと高級感が出るかと思ったんだ。単価は上がるが、これだけの部屋数だから値上げ幅はかなり抑えられるんじゃないかと。まあ、これに関しては生産管理部に相談しないとなんとも言えないが」

「容器入り？」

「化粧品のサンプルみたいなやつだよ。ちょっと洒落た小さなプラスチック容器とかさ。例えば――」

　陽茉莉が首を傾げると、相澤は説明しながら、とある高級ホテルチェーンの名前を挙げる。そこでは全室に高級ブランドのアメニティを使用しており、ブランドロゴ入りの透明のプラスチック容器に入っているのだという。

「へえ、素敵ですね」

　相澤は持参したノートパソコンを開き、今日思いついたことをメモしてゆく。

「これ、素案をまとめたら課内ミーティングで共有してみんなからも意見をもらおう」

「そうですね」

「じゃあ、今日はこんなもんでいいかな」

　キーボードをカタカタと操作する音がして、相澤がパソコンを閉じる。

　その横で、陽茉莉は窓の外へと視線を移した。

　全面ガラス張りの大きな窓からは、都心の景色が一望できた。

　運河の向こうにある煌めくビル群の合間からは、東京タワーと東京スカイツリーの両方を眺めることができる。

「ここ、夜景が本当に素敵ですね」

「そうだな」

　陽茉莉の声に反応するように外の景色へと目を向けた相澤が、目を細める。

「ここ、ルームサービスも評判いいから、頼んでみる？　せっかくだし」

　相澤はローテーブルの端に置かれたルームサービスのメニュー表を手に取ると、陽茉莉を見つめる。

「そうですね」

　相澤が見ているメニュー表を横から覗くと、ちょっとした軽食やスイーツはもちろん、フルコースの料理まで多種多様に取りそろえられていた。評判になるだけのことはある。

　料理は注文を受けてから、ホテル内にいくつかあるレストランのシェフが作ると書かれていた。カクテルについても、ホテル内のバーで作って持ってきてくれるようだ。

「いつもジントニックを飲んでいることが多いけど、同じものにする？」

　相澤はカクテルメニューのページを開いて、陽茉莉に手渡す。

「え？　よく知っていますね？」

　陽茉莉はハーフムーンに行くときだけでなく、普段のちょっとした飲み会でも最初からジントニックを頼むことが多い。あまりお酒が強くないので、ビールの後にすると飲めなくなってしまうことがあるからだ。

「まあ、何回か一緒に飲みに行っているし……」

　相澤はなぜか言葉尻を濁した。

　注文は若手がまとめて取ることが多いので、まさか知っているとは思わなかった。

　そのとき、陽茉莉はカクテルメニューのページに最近知ったお酒の名前を見つける。

「あ、私、これにしようかな。ミモザ」

「ミモザ？　珍しいね」

「はい。最近、行きつけのバーで教えてもらったんです。この前初めて飲んで、甘くて美味しかったから」

「行きつけのバーって、あの大柄のママがいるところ？　えーっと、フルムーン」

「ハーフムーンですよ」

　陽茉莉はくすくすと笑う。

　潤ちゃんは格好は女性だけれど声や体格は男性のままだ。〝大柄のママ〟と表現するところに、相澤の気遣いを感じた。

「つまみは、なにか希望のものはある？」

「なんでも大丈夫です」

「じゃあ、適当に頼んじゃうね」

「はい。お願いします」

　相澤は立ち上がると、部屋に設置された電話機を手に取る。

　ほどなくして、注文した品を持ったホテルマンが現れた。ローテーブルに、軽いオードブル盛り合わせと白ワインのグラス、それに黄色いカクテルが置かれる。

「今気が付いたんですけど、ふたりで飲むのは初めてですね」

「確かにそうだな。他のメンバーも含めてだと何回もあるけど」

　相澤はふわりと笑う。

「お疲れ様、乾杯！」

　どちらからともなくグラスを掲げ、カツンと小気味よい音が鳴った。

　グラスを口元に運ぶと、オレンジジュースの甘酸っぱさに交じって、シャンパンのシュワシュワとした口当たりが広がった。

　ゆったりとした時が流れる。

　陽茉莉はちらりと相澤をうかがい見る。パチッと目が合い、妙な気恥ずかしさを感じてとっさに目を逸らしてしまった。

　そして目に入ったのは、煌めく東京の夜景だ。

（綺麗……。礼也さん、誰かとこんなところに来たりするのかな？）

　今現在、相澤に恋人がいないことはわかっている。でも、これだけ見た目もよく仕事もできる男性であれば、次々と魅力的な女性が言い寄ってくるだろう。

　そう思ったら、胸の奥がチクンと痛むのを感じた。
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　この日、営業部第一課は浮き立っていた。なにせ、滅多にない大型案件の契約が取れたのだ。

　マノンリゾート東京への提案営業の結果、アレーズコーポレーションはハイグレードフロアのアメニティグッズ全般と、ホテルに併設されたエステサロンで使用される化粧品を新たに納品できることになった。総合プロデュースを目指して提案していたので百点満点とは言えないが、十分に及第点は超えているだろう。

　それに、これでマノンリゾートの傘下にある各地のホテルへ営業する足がかりを築くこともできた。

「いやー、相澤ならやってくれると思っていたよ」

　須山課長は喜びが抑えきれないようで、さっきからずっとにこにこの笑顔だ。

　お祝いに、「今日は焼き肉を奢ってやる！」と言っているのが聞こえたので、今日の夕食は悠翔とふたりきりだな、などと思った。

「今回の件は、チームのメンバー全員に助けられました。特に、新山は本当によく頑張ってくれました」

　自分の名前が聞こえ、びっくりした陽茉莉は思わず顔を上げて耳をそばだてる。

「新山が？」

「はい。商品選びから、アイデア出しまで色々と。特に、生産管理部との調整はすべて新山が担当してくれました」

「おお、そうか」と須山課長がこちらに歩いてくるのが見えた。

　チームのメンバーが自分に注目するのが感じられる。

「新山、よくやってくれた」

「いえ、私は大したことは――」

　みんなの前で褒められて気恥ずかしくなり、陽茉莉は須山課長に首を振ってみせる。

　けれど、そんな陽茉莉の謙けん遜そんの言葉を相澤が否定した。

「そんなことない。すごく助かったよ。――ありがとう」

　にこりと微笑まれて、胸の奥底から嬉しさが込み上げるのを感じた。

　これは多分、猫かぶりじゃない本当の笑顔で、心から〝ありがとう〟と言ってくれている。

「いえ。だって、私たちの仕事はチーム戦じゃないですか」

　いつだか、相澤が陽茉莉に言った言葉を返す。

　相澤は一瞬意表を突かれたような顔をしたが、すぐに口の端を上げた。

「いやー、とにかくみんな頑張ってくれた。祝杯を上げに行かないとだな」

　須山課長がご機嫌に手を叩き、ちょうど横にいた楠木さんに「セッティングよろしく」とお願いした。

　楠木さんが『なんで私が？』と言いたげに眉根を寄せるのが視界の端に映る。

「ふふっ」

　思わず、笑みが漏れる。

（礼也さんのもとで働く営業第一、結構いいかも）

　心からそう感じた瞬間だった。
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　年末の慌ただしさが近付いてきた師走しわすのある週末、陽茉莉は大掃除をしていた。

　まだ十二月に入ったばかりだけれど、早めに始めたほうが後からわたわたせずに済むと思ったのだ。

「お姉ちゃん、棚の上のパタパタ終わったよー」

「はーい。ありがとうね」

　得意げな悠翔の言う〝パタパタ〟とは、ハタキのことだ。使い捨てのハタキを使って、大掃除のお手伝いをしてくれている。

「ただね、裏のところに溜まった白いのが取れないの」

「んー、どれどれ」

　陽茉莉は悠翔に手を引かれ、リビングに設置されているテレビボードの裏側を見る。確かに、白っぽい埃が壁との隙間に積もっているのが見えた。狭いので、このハタキでは隙間に入らなかったのだろう。

「これだと掃除機も入らないね。そうだ！」

　陽茉莉はそのとき、名案を思いついてポンと手を叩く。割り箸の先に雑巾の端切れを巻きつけて拭けば届くかもしれない。

　早速使い捨ての割り箸と、雑巾を一枚用意した。

「どっかに、輪ゴムないかな？」

　陽茉莉はきょろきょろと辺りを見回す。固定しないと、巻きつけた雑巾が取れてしまう。

「輪ゴム？　そっちの引き出しに入ってると思うよ」

「本当？　ありがとう！」

　陽茉莉は悠翔が指さしたサイドボードの引き出しを開ける。中には、スティックのりやはさみ、クリップといった文具類が綺麗に整理して入れられていた。

「輪ゴム、どこだろ？」

　ぱっと見た限り、輪ゴムはなかったが、陽茉莉は引き出しの中に、文具に交じって漆うるし塗ぬりの木箱が入っていることに気が付いた。黒い漆塗りに、椿の花の蝶貝細工が施された雅みやびな小物入れだ。

「もしかして、この中かな？」

　陽茉莉はその木箱の蓋ふたを開ける。

　中を確認し、しまわれていたあるものに目が釘付けになった。

「え？」

「お姉ちゃん、どうしたの？」

　悠翔が不思議そうな顔をして、こちらに近付いてきた。

「これ……」

　陽茉莉は中に入っていたそれを恐る恐る手に取った。

　着物のような赤い生地で作られた小さな巾着袋には、見覚えがある。紫色の紐には両側に房がついており、中央に金色の鈴が飾られていた。

（これって、私の持っているお守り？）

　それは、陽茉莉が毎日持ち歩いているお守りにとてもよく似ていた。いや、似ているというよりは、同じに見えた。少しだけ模様が違うのは、もとの生地を切り取った部分の違いだろう。

（なんで、これがこんなところに？）

　そのお守りを見つめたまま動けない陽茉莉の横から、悠翔がそれを覗き込んだ。

「あ、これ。これね、僕のお母さんが作ったんだよ」

「悠翔君のお母さんが？」

「うん。邪鬼に襲われないようにするお守りなんだ」

　悠翔はそれを陽茉莉の手から取ると、見せつけるように持ち上げる。

「邪鬼に襲われないようにするお守り……。これって、どこかで売っていたりする？」

「ううん。売ってないよ。お母さんが作って、自分で持ってた」

「お母さんが作って、自分で……」

　陽茉莉は悠翔の言葉をそのまま繰り返す。そうすることで、自分の頭の中を整理しようとした。

　悠翔の母親である琴子さんが祓除師だったこと、そして、陽茉莉と同様に邪鬼に襲われやすい体質だったことは、すでに高塔や相澤から聞いて知っている。

　陽茉莉はそのお守りをじっと見つめた。

　陽茉莉が持っている、これと同じお守りは見知らぬ男の子からもらったものだ。

（なんでもらったんだっけ？）

　そう考えて、すぐにその男の子が飼っている犬を助けたからだと思い出す。邪鬼に襲われそうになっているところに颯さっ爽そうと現れた犬だ。

　その犬のおかげなのか、あのときすぐに邪鬼はいなくなった。

（あれって、本当に犬だったの？）

　陽茉莉は額に手を当てる。

　偶然にしてはできすぎている。

　邪鬼に襲われたところでたまたま犬が現れて、調子よく邪鬼がいなくなる。

　それだけじゃない。

　飼い主の男の子が後日現れて、邪鬼から守るお守りをくれた。

　陽茉莉より少しだけ年上の男の子だった記憶がある。

（あの男の子、どんな顔をしていたっけ？）

　なんとか思い出そうとしたけれど、幼い日の記憶は曖昧ではっきりとは思い出せなかった。けれど、とても綺麗な顔をしていると見惚れたことだけは覚えている。

（あれって、もしかして礼也さん？）

　なにひとつ証拠はないけれど、なぜか確信めいたものがあった。

「そういえばね、もうすぐお父さんが帰ってくるの」

　横にいる悠翔が、嬉しそうにそう言った。

「え？　お父さん？」

「うん。今は岩いわ手て県にいるんだけど、もうすぐ邪鬼退治が一段落するんだって」

「そう……」

　相澤の父親が邪鬼退治で各地を巡めぐっていることは以前、高塔に聞いた。それが落ち着きそうだから、帰宅するということだろうか。

（私、このままここにいていいのかな？）

　相澤の父親が戻ってくるなら、部外者の自分はもとの家に戻ったほうがいいのではないか。

　陽茉莉はそのお守りを見つめたまま、そんなことを思った。




　陽茉莉は壁にかかった時計を見上げる。長針は、さっき見たときから三十度くらいしか進んでいなかった。

「礼也さん、遅いなぁ……」

　話したいことがある日に限って、相澤はなかなか帰ってこなかった。

　すでに時刻は夜の八時を過ぎている。

　週末に邪鬼退治に行くことはたびたびあったが、いつも夕食の前には帰ってきた。

　それなのに、なんの連絡もないなんて。

「お兄ちゃん、連絡ないの？」

　何度も時計を見上げる陽茉莉の様子を見て、悠翔が不安げな顔をした。

　陽茉莉はその表情を見てハッとする。

　悠翔はこんなに幼いのに、邪鬼に呑まれて母親を亡くしている。相澤にまでなにかあったのかと不安になったのだろうということは、すぐに予想がついた。

「大丈夫。お姉ちゃん、お兄ちゃんに早く帰ってきてって連絡するね」

　陽茉莉は体を低くして悠翔と目線を合わせると、安心させるようにそう言った。

　スマホを取り出して、〝相澤係長〟の連絡先を探す。すぐに見つけて電話をかけたが、相澤はなかなか出なかった。何度かかけ直したが、結果は同じだ。

「お兄ちゃん、出ないの？」

　悠翔は相澤が電話に出ないことを察したようで、泣きそうな顔をした。

（どうしよう……。あっ、そうだ！）

　陽茉莉は発信中の電話を切ると、今度は高塔に電話をかける。高塔にはすぐにつながった。

『もしもし』

「もしもし、新山です。高塔副課長、今、礼也さんと一緒だったりしませんか？　仕事に行くって言ったまま、帰ってこなくって――」

　少しの沈黙があった。

　陽茉莉は高塔が相澤の居場所を知っていると感じ取り、早口に言葉を重ねた。

「悠翔君が、すごく心配しているんです。もう邪鬼退治が終わっているなら、早く帰ってきてほしいって伝えてもらえませんか？」

『……礼也はここにいる。ただ、今回は相手が厄やっ介かいで、今日は帰れそうにない』

「帰れそうにないって、ひと晩中追いかけるってことですか？　逃げているのを捜しているから帰れないんですか？」

『…………』

「それとも、礼也さんが妖力不足になって、弱っているから？」

　電話の向こうで沈黙が続き、陽茉莉は後者、もしくは両方であると悟った。

（妖力不足って、外で動けなくなるほど疲弊しているってこと？）

　陽茉莉の知る相澤は、いつも颯爽と現れては簡単に邪鬼を追い払う。

　けれど、もしも逆にやられたら？　そうしたら相澤はどうなってしまうのだろう？

　相澤はあやかしだけれど、半分は神力を持った人間だ。

（琴子さんみたいに、呑まれて死んじゃうの……？）

　予想外のことに、スマホを握りしめる手が震える。

「今、どちらにいらっしゃるんですか？」

『正直、今、新山ちゃんに来られても守りきれる自信がない。すぐ近くに強力な邪鬼がいるとわかっているのに、万が一にもきみが襲われたらそれこそ一大事だ』

　遠回しに邪魔だから来るなと言われ、陽茉莉は押し黙る。

（じゃあ、礼也さんがピンチなのに私はなにもせずに黙って安全なところにいろってこと？）

　そんなの、嫌だと思った。相澤は何度も自分のピンチを救ってくれた。だから、今度は自分が彼のピンチを救いたい。

「高塔副課長、どこにいらっしゃるんですか？」

『…………』

「教えてくれないのなら、自分で捜しに行きます。私は邪鬼に襲われやすいから、ふらふらしていればその〝強力な邪鬼〟も引き寄せられて来るかも」

『本気で言っているのか？』

「本気です」

　いつも温厚な高塔の口調に剣けん呑のんなものが交じる。

　普段の陽茉莉であれば『やっぱりやめておきます』と折れてしまいそうなシーンだが、陽茉莉はぐっとお腹に力を入れてスマホを握りしめた。

「それに私、癒札を作れるようになったので、それを持っていけば少しは役に立つと思います。だって、礼也さんの作った癒札は礼也さんには効かないんですよね？」

　癒札はあやかしの妖力を回復させる効果があるが、作った本人には効かない。陽茉莉にそう教えたのは、他でもない高塔だ。

　スマホ越しに、はあっと溜め息をつくのが聞こえた。

『わかった。下手に出歩かれるくらいなら、目の届くところにいてもらったほうがましだ。今いるのは港みなと区く高輪たかなわ。品しな川がわ駅と泉せん岳がく寺じ駅の間の山やまの手ての辺りにお寺が広がっているんだけど、その一角にいる』

　陽茉莉は瞬時に頭の中で地図を広げる。高輪は、品川駅から北側に位置する山の手の一帯だ。陽茉莉のいるこのマンションからさほど遠くない。

（お寺が多いとはいえ、結構な都心じゃない？）

　そんな場所に、強力な邪鬼がいる？

　万が一にも無関係の一般人が襲われたりしたら、それこそ大変なことになる。

「なにか目印になるものはありますか？」

『ちょっと待って――』

　高塔はそこから見える、一軒の店の名を告げる。陽茉莉はそれをメモした。

「すぐに向かいます」

　電話を切ると、陽茉莉はすぐに出かける準備をしようとした。そのとき、じっとこちらを見上げる悠翔と目が合う。

「お姉ちゃん、僕も行きたい」

　陽茉莉は戸惑った。

　悠翔はまだ小学二年生。いくら相澤と同じあやかしと人間のハーフとはいえ、相澤と同じように邪鬼退治はできないだろう。

　それに、相澤と同じく、純粋なあやかしよりは妖力や神力が弱いはずだ。

（でも……）

　陽茉莉はこちらをまっすぐに見つめる、焦げ茶色の瞳を見返す。その力強さはまるで野生のオオカミを彷ほう彿ふつとさせ、絶対に行くのだという悠翔の強い意志を感じさせた。

　悠翔にとって、相澤は誰よりも大好きな〝お兄ちゃん〟なのだ。

　陽茉莉が心配しているのと同様に、いや、それ以上に自分もなにかをしたいという気持ちが強いのだということは理解できた。

「わかった。お姉ちゃんと一緒に行こうか。離れちゃだめだよ？」

　陽茉莉は悠翔に言い聞かせるように、顔を覗き込む。

「うん、わかった」

　悠翔はいつになく緊張した表情で、しっかりと頷いた。




　タクシーを降りると、そこは都心の真ん中とは思えないほどの静寂に包まれていた。

　道の両側はお寺の敷地のようで、檀家の墓地が広がっている。明かりも道路の街灯くらいしかなく、本当にここから歩いて十数分で、巨大ターミナル駅である品川駅に着くのだろうかと思うほどだ。

「どっちだろう？」

　陽茉莉は辺りを見回しながら、片手で悠翔の小さな手をぎゅっと握りしめる。

　もう片方の手では、斜めにかけたショルダーバッグの肩紐をしっかりと握っていた。

　ショルダーバッグの中には、自分なりにうまく作れた祓除札五枚と癒札二枚を入れている。

「お姉ちゃん、あっち！」

　悠翔が陽茉莉の手を強く引く。

　悠翔が進もうとする方角を見ると、見覚えのある人影が目に入った。高塔副課長だ。

　高塔もこちらに気が付いたようで、片手を上げている。

「高塔副課長！　礼也さんは？」

　陽茉莉たちは高塔のもとに駆け寄る。

「礼也はあっちにいる。癒札を使ったら、新山ちゃんと悠翔はすぐに帰ったほうがいい。今、ちょっと厄介な状況なんだ」

　高塔は、硬い表情のまま、お寺の中の墓地の一角を指さす。陽茉莉はそちらを向いて目をこらした。大きな木の根元に人影のようなものがぼんやりと見えた。

「礼也さん！」

「お兄ちゃん！」

　陽茉莉と悠翔はほぼ同時に叫んだ。

　相澤は、木の下でぐったりとした様子で座り込んでいた。それでも陽茉莉たちの声を聞いて、つと顔を上げる。そして、よろよろと立ち上がる。

　けれど、相当に消耗しているのか、その体はふらりとよろめいた。相澤は自分の体を支えるように、大きな木に片手をつく。

「礼也さん！」

　陽茉莉は慌てて相澤に駆け寄った。

「なにをしに来た。悠翔を連れて、早く帰れ。今すぐだ」

　険しい表情をした相澤は、陽茉莉を責めるような口調でそう言った。

「なにをしにって、礼也さんを助けに来ました。いつもピンチを救ってもらってばっかりだから、礼也さんがピンチなら、私が助ける番でしょう？　そのために頑張って祓除札や癒札を作る練習をしたんだから！」

　相澤が驚いたように陽茉莉を見つめる。

「そんなに強力じゃないかもしれないですけど、少しは効くと思うんです」

　陽茉莉はショルダーバッグから癒札を取り出すと、それを有無を言わさずに相澤の体に貼りつけた。

　――ところがだ。

「あれ……？　礼也さん？」

　癒札を貼るとすぐに相澤がオオカミ姿に変わり、うとうととし始めたのだ。

「ちょっ、どうしよう！」

　予想外のことに、陽茉莉は狼狽えた。

（回復するどころか意識が混濁してきてる？）

　焦って毛並みごと大きな体を揺すろうとすると、高塔に止められた。

「大丈夫。効いてる」

「え？　でも……」

　陽茉莉は高塔を見上げてから、再び相澤に目を移した。オオカミ姿の相澤はすでに目を瞑っていた。

「人の薬でも、効き目が現れると眠くなるものってあるだろ？　癒札も一緒。もともとオオカミの姿で眠っている間が一番妖力の回復が速いけど、癒札を使うとそのスピードが飛躍的に速くなる。まあ、一流の祓除師が作った癒札ともなると、眠気を起こさずに回復させるものもあるんだけどさ」

　高塔によると、すぐに祓除の効果が現れる祓除札とは違い、癒札の効果が発揮されるには少し時間がかかるようだ。

「そうなんですね」

　陽茉莉は相澤を見つめる。自分の作った癒札を試すのは初めてなので、ちっとも知らなかった。

　大きな体に手を伸ばすと、もふもふの毛並みから温かさを感じ、ようやく彼が無事なのだと安心できた。

「どれくらいで回復しますか？」

「五分くらいかな。札の力が強ければ、もう少し速い」

「五分」

　陽茉莉は腕時計を見る。

　何時間もかかるのかと思っていたので、思ったよりも短くてほっとした。

「ところで、さっき高塔副課長が厄介な状況って言っていたのは？」

「ああ、邪鬼を取り逃がしたんだ。かなり強い邪気を持ったのが四体いて、二体は仕留めたんだが、残り二体がいない」

「捜しているんですね？」

「ああ」

　陽茉莉はじっと考え込む。

「あの……。私がその邪鬼、おびき出そうと思います」

「おびき出す？」

「はい。私、今は礼也さんにもらった護符のお守りがあるから襲われないですけど、本当はすごく邪鬼に襲われやすい体質なんです。だから、お守りを持たずに歩けば私の体を狙って、行方がわからない邪鬼が現れるんじゃないかと思うんです」

　眉根を寄せた高塔がなにかを言いかけたそのときだ。

「それはだめだ。危険すぎる。呑まれたらどうするんだ」

　聞き慣れた低い声がして、陽茉莉は驚いて背後を振り返った。そこには、いつの間にか人間の姿に戻った相澤がいた。

「お兄ちゃん！」

　悠翔が嬉しそうに、相澤に駆け寄る。

「礼也さん！　回復したんですね？」

　まだ二、三分しか経っていないのに、予想以上に速い回復だ。

「ああ。二枚使ったから、ほぼ全快してる」

「よかった」

　陽茉莉は手を当てて、胸を撫で下ろす。

「ところで今の提案だが、だめだ」

　相澤は先ほどと同じ言葉を繰り返す。

「でも、今困っているんですよね？」

　相澤は答えなかった。その沈黙が肯定を表していると、陽茉莉は捉えた。

「大丈夫です。祓除札も持ってきたので、すぐには呑まれません。癒札もちゃんと効いたでしょう？」

　鞄には、祓除札が五枚入っている。もしも襲われても、時間を稼ぐくらいはできるはずだ。

「それに、礼也さんは私が襲われたら絶対に助けてくれるでしょう？」

　陽茉莉はにこりと笑って、相澤を見上げる。

　以前、邪鬼に襲われて怯える陽茉莉のために、相澤が部屋で一緒に寝てくれたことがあった。そのとき、相澤は陽茉莉にそう約束した。だから、陽茉莉は絶対に相澤が助けてくれると全面的に信頼している。

　相澤は驚いたように目を見開き、絶句していた。

　くくっと横でふたりのやり取りを聞いていた高塔が笑いだす。

「いやいや、新山ちゃん、結構押しが強いよね。礼也、ここはお前の負けだ。そもそも、ここに来るのだってさんざん止めたのに聞かなかったんだから、今回もだめだって言っても新山ちゃんはやると思うよ」

　よくわかっていらっしゃると、陽茉莉は高塔の言葉を聞いて口の端を上げる。

　一方の相澤は、はあっと大きな溜め息をついた。

「わかった。だが、無理はするな。ひとりで絶対に離れるな。やっぱり危険だと判断したら、途中でも悠翔を連れて家に帰らせる。わかったな？」

「はい」

　陽茉莉は承諾の意味を込めて、しっかりと頷く。

　お守りを持たずに外を歩くのは、前回邪鬼に襲われたとき以来だ。怖くないと言えば、嘘になる。

「じゃあ、行こうか」

「はい！」

　陽茉莉はショルダーバッグの中から、いつも大切にしているお守りを取り出し、ハンカチで丁寧に包むと、先ほど相澤が寝ていた木の根元に置いた。
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　変化はすぐに現れた。

　どこからか見られているような、嫌な空気。

　ハッとして振り返ると、ぽっかりとあいた黒い穴のような虚無な瞳がこちらを物欲しげに見つめていた。

「消えろ」

　少し離れた場所から見守っていた相澤が、その人ならざる者たちに向かって手をかざし、なにかを呟く。

　風が起こり、人ならざる者が苦しみだしたところに、今度は祓除札を投げつける。

　まるで最初からそれに当たることが決まっていたかのように、祓除札は見事に邪鬼に命中した。

「ギャアア」

　耳をつんざくような悲鳴と共に、人ならざる者が煙のように消えてゆく。

「やりましたか？」

「いや、今のは陽茉莉の気配に引きつけられて寄ってきた雑ざ魚こだ。捜している邪鬼ではない」

　相澤はすぐに首を横に振る。

（違うのか……）

　陽茉莉はがっかりすると同時に、空恐ろしさを感じた。

　先ほどから、無数の視線を感じるのだ。陽茉莉のことを見つめ、近付くかどうかを思案しているような、そんな視線だった。

（今まで、ここまで視線を感じることなんてなかったのに……）

　体は欲しい。けれど、どことなくあやかしの気配を感じる陽茉莉に近付いて平気なものだろうか？　そんな警戒しているような視線だ。

「新山ちゃん、大人気だね。ここ最近、急激に神力が上がってるんじゃない？　訓練の効果かな？」

　高塔が呑気に呟きながら、一番近くにいた邪鬼に祓除札を投げる。それも見事に命中し、周囲にいた邪鬼は怯えたように身を隠した。

「ここにはいなそうだな」

「まだ近くにいるかもしれないから、私、この辺一帯をぐるりと回ってみます」

　陽茉莉は辺りを見渡し、まだ歩いていない方向へと歩き始める。

　そのとき、ぞくりと冷たいものが背中に走るのを感じた。

「ステキネ。ソノカラダ、ワタシニチョウダイ」

　至近距離から、はっきりとそう聞こえた。

　陽茉莉はさびついた蝶番のように、ぎこちなく首を回してそちらを見つめる。

　すると、道路沿いのツツジの植栽の前に、陽茉莉と同じ年頃の女の人が座っていた。

　にんまりと笑う顔の半分は血まみれで――。

「ひっ！」

　相澤と高塔が捜していたのは、この人だ。本能的に、そう直感した。

「ネエ、チョウダイ。ソノカラダガアレバ、カレニアイニイケル」

　こんなにはっきりと、しっかりとしゃべる邪鬼に会うのは初めてだった。それだけに、この人ならざる女性が只者ではないとひしひしと感じる。

「いたぞ！」

　高塔が叫ぶ声が聞こえるのと同時に、その女に向かってなにかが投げつけられるのが見えた。けれど、女はそれをあざ笑うかのようにひらりと避ける。

「フフフ。ザンネンデシタ」

　キャキャッと声をあげて女が笑う。そして、狙いを定めるように陽茉莉をねっとりと見つめた。

（怖い……）

　陽茉莉はぎゅっとショルダーバッグを握りしめ、震える手で中の祓除札に手を伸ばす。

　そのときだ。ザッと音がして、女の表情が変わった。ギギギッとぎこちない様子で、女が背後を振り返った。

「残念なのはお前だ。消えろ」

　氷のように冷たい口調で、相澤が言う。

　女の目が、こぼれ落ちそうなほどに見開かれる。

「ア、ア、ア……。カレニ……」

「お前はすでに死んだ人間だ。その男に会いに行くことは許されない。隠世に行くんだ」

「イヤ、イヤー！」

　悲痛な叫び声と共に、女の体が霞かすんでゆく。

　陽茉莉はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「陽茉莉。大丈夫か？」

「う、うん」

　陽茉莉は首をこくこくと振る。

「キャアア」

　今度は少し離れたところで嫌な悲鳴が聞こえた。相澤がハッとしたようにそちらを向く。

　高塔がなにかと格闘しているのが見えた。

「ちょっと見てくる。陽茉莉、危ないからここにいて」

「うん。わかった」

　陽茉莉は走り去る後ろ姿を見つめ、両手で自分の体を包むように抱きしめた。

（礼也さん、いつもこんなことしてるんだ……）

　先ほどの消えていった邪鬼たちの悲痛な叫び声がまだ耳の奥に残っている。

　これがこの世界に住むあやかしの使命とはいえ、感じる恐怖心は陽茉莉と同じだろう。

（それにしても、気味が悪いくらい人が通らないな……）

　ここは都心のど真ん中なのにもかかわらず、先ほどからまったく通行人を見かけない。周りにお寺が多いことと、すでに夜の九時を過ぎていることを考慮しても、奇妙なほどだった。

（人が少ないから、余計に怖いんだよね）

　辺りを見回すと、一匹の犬が相澤たちの消えた方向をうかがっているのが見えた。銀色の体が街灯に照らされて、少しオレンジがかって見える。

（あ。あれ、悠翔君かな？）

「悠翔――」

　陽茉莉が呼びかけようとしたそのとき、背後から「すみません」と声をかけられた。

　陽茉莉は振り返る。

　いつの間にか、そこには三十歳前後の男性が立っていた。

　少しくたびれたグレーのスーツを着ているので、仕事帰りの会社員だろうか。目尻が下がっており、柔和な表情を浮かべた温厚そうな人だ。

「はい、なにか？」

　陽茉莉はその男性を見上げて首を傾げる。

　さっきまではいなかったのに、いつの間にこんな近くに現れたのだろう？

「探し物をしているのですが、見つからないのです。困っているので、貸していただけませんか？」

「貸す？　でも、私も今、ほとんどなにも持っていないんです」

　陽茉莉は突然の申し入れに面食らった。今、陽茉莉は財布とスマホ、ティッシュくらいしか持っていない。

「ああ、それなら大丈夫です。あなたの持っているものなので」

　男性はにこりと微笑んだ。

「はあ……」

　お金を貸してほしいということだろうか？

　確かに、目の前の男性は奇妙なほどになにも持っていなかった。それこそ、鞄のひとつすらも――。

　男性が陽茉莉へと手を差し出す。その手が首元へ伸びてきたとき、陽茉莉はヒュッと息を呑んだ。

　彼の手はとても冷たかった。

　寒い中、外にいただけが原因とは思えないほどに冷えた、氷のように生気のない感触。

　ぞくりと寒気がして、急激に肩のあたりが重くなるのを感じた。

（――これ）

　この感覚を知っている。

　忘れたくても、忘れられるはずがない。あれは、相澤に恋人がいると聞いてなぜかむしゃくしゃして、やけ酒をした挙げ句に邪鬼に襲われたときだった。

「嫌っ！」

　陽茉莉はとっさにその手を振り払い、後ずさった。踵を返して走って逃げようとすると、右の足首をなにかにぐっと掴まれる感覚がして前に倒れる。

（なに？）

　振り返って、見るのではなかったと後悔した。青白い手が、自分の足首を掴んでいる。体はなく、手しかないのだ。

　慌てて祓除札をショルダーバッグから取り出し、その手に投げつける。命中したそれはパチンと弾け、足首を掴まれている感覚が消えた。

「ずいぶんと物騒なものを持っていますね」

　男性が悠然とした様子で微笑み、こちらに近付いてくる。

　背筋に冷たいものが流れ落ちるのを感じた。

　この男の人――恐らく邪鬼の一種だ――は、自分はこんなものでは倒せないという絶対的な自信を持っているのだ。

　そして、さっきのおかしな手も、きっとこの人の仕業で――。

（この邪鬼、普通じゃない……！）

　これまで見たどの邪鬼とも、明らかに違う。

　相澤が妖力を使い尽くすまで追い込まれたのだ。まだ経験が浅い陽茉莉ごときが作った祓除札で祓えるはずがない。

（どうしよう。このままだと、この邪鬼に呑まれる）

　すぐにそう悟ったけれど、逃げようとしても、きっとまた不思議な力で阻まれるだろう。

「礼也さん！」

　陽茉莉は力の限り、大きな声で叫んだ。

　男が近付く。視界の端に、使い古したような黒い革靴が映った。

（あと一歩。もう少しだけ）

　そして、男の手が再び伸びてきた瞬間、持っていた祓除札を四枚まとめて男の顔に向かって投げつけた。

「うわっ！」

　まさか四枚も祓除札を持っていて、しかもそれをまとめて投げつけてくるとは思っていなかったのだろう。見事に祓除札は男に命中し、男は苦しげに顔を覆う。

（今だ！）

　完全に祓うことはきっとできない。けれど、弱らせること、もしくは時間稼ぎくらいにはなるかもしれない。

　陽茉莉は立ち上がると、全力で先ほど相澤が消えた方向へと走る。

「待ちなさい！」

　先ほどまでは気味が悪いほどに穏やかだった男の口調が、荒々しいものへと変わる。

　今度は右足首に違和感を覚え、陽茉莉は再び体のバランスを崩した。

（四枚使っても、だめなの!?）

　冷たい手が肩に触れて、陽茉莉はもうだめだとギュッと目を閉じた。

「陽茉莉！」

　自分を呼ぶ叫び声と共に、ザッと強い風が吹く。

　肩に触れていた冷たさが消え、代わりに陽茉莉の体を包み込んだのは優しい温もりだった。

　恐る恐る目を開けると、心配そうに自分を見つめる相澤と目が合った。

「礼也さん？」

　陽茉莉の呼びかけに、相澤は表情を和らげる。

「間に合ってよかった」

　苦しいほどに、強く抱きしめられた。

「礼也さん……」

　けれど、その力強さが今は安心できた。

　もっと強く、痛いくらいに抱きしめてほしい。

　陽茉莉はそう伝えるように、相澤の背中に両手を回し、ぎゅっと力を込めた。

　それに応えるように、相澤の腕にも力がこもる。

「これで私を祓えた気になっているなんて、おめでたいですね」

　安心しきっていたそのとき、ぞっとするような声がした。

　恐る恐る声のした方向を見ると、先ほどの邪鬼が悠然と佇んでいた。口元には笑みが浮かんでおり、余裕な様子が見られる。

「陽茉莉、下がってて」

　相澤が陽茉莉をかばうように、前に立つ。邪鬼はそんな相澤をひとにらみした。

「私はあなたに用事はありません。後ろの彼女に用があるのですよ。そこをどいてください」

「断る。彼女は俺の嫁なんでね。命に代えてもお前には渡せない」

　はっきりと拒絶した相澤を見つめ、その邪鬼は鼻白んだような表情を見せる。

「そうですか。では、死んでください」

　次の瞬間、邪鬼から無数の黒いものが飛んでくるのが見えた。恐怖のあまり、陽茉莉は「ひっ！」と声にならない悲鳴をあげて口元を両手で押さえる。

　相澤が片手を振ると、バシンッと音がして、それは空中でかき消えた。

　男はおもしろくなさそうな目で、相澤を見返す。

「……思ったよりはやる、と言ったところでしょうか」

　そして、再び邪鬼から無数の黒いものが飛び出した。相澤は先ほどと同じように、それを妖力で打ち消す。しかし、その中のひとつが大きく横に曲がる。

「えっ」

　陽茉莉は目を見開く。ひとつだけ大きくコースを外れたものが、ぐるりと回ってまっすぐに自分に向かってきたのだ。

「陽茉莉！」

　相澤が、焦ったようにこちらを振り返り、片手をかざす。陽茉莉に当たる前に、その黒いものは空中で弾き消えた。

「戦いの最中に敵に背後を見せるとは、愚かですね」

　邪鬼がせせら笑う。それと同時に、ひときわ大きな黒いものがその体から飛び出し、相澤にぶつかるのが見えた。

　その瞬間、相澤の体が地面に崩れ落ちた。

「う……そ……」

　陽茉莉は目の前の光景が、信じられなかった。倒れる相澤がスローモーションのように見えた。

「礼也さん！」

　とっさに駆け寄ってその体を揺する。しかし、反応はなかった。

（どうしよう。まさか、死んじゃったの!?）

「礼也さん！　礼也さん！　起きて！」

　必死に呼びかけるのに一向に反応のないその様子に、目から涙がこぼれ落ちる。

「やだよ、礼也さん！　起きて！　私のこと、絶対に守ってくれるって言ったじゃない！」

「無駄ですよ」

　正面から、一歩、また一歩と邪鬼が近付いてくる。

　陽茉莉は逃げることもせず、動かない相澤を揺すり続けた。

「ねえ、礼也さん！　悠翔君も心配してるよ。起きてよ。ねえ、やだよ。私、礼也さんのために祓除師の修行したんだよ？　私がいたら、もっと強くなれるって言ってたじゃない！」

　陽茉莉は叫ぶ。

　ねえ、本当はいつもみたいにからかって遊んでるだけなんでしょ？

　むっくり起きて、私の顔を覗き込んで『騙されてる』って笑うんでしょ？

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。

　涙が止めどなくこぼれ落ちた。

　だって私は――。

「あなたに好きだって、ひと言も伝えてない……」

　その瞬間、大きな風が起きて、辺りが光り輝く。

　陽茉莉は突然のことに、眩まぶしさから目をかばうように両腕をかざした。

（なにが起こったの？）

　うっすらと目を開けると、先ほどまで相澤が倒れていたはずの場所には袴はかま姿の男性が立っていた。

　体が鈍く光っており、髪は銀色だ。そして、髪と同じ色の尻尾が生えていた。

「なっ、馬鹿な……」

　突然のことに、邪鬼が狼狽えたように後ずさる。

「おい。俺の嫁をこんなに泣かせるとは、ずいぶんなことをしてくれたな」

　見た目はまったく違うけれど、怒気を孕はらんだ声は相澤のもので――。

「消えろ」

　たったひと振りで、「ギャアア！」という断末魔の叫びと共に邪鬼が倒れたのが見えた。

　一方の陽茉莉は、呆然とその人を見上げた。目の前で起こったことに、理解が追いつかない。

「……礼也さんなの？」

「そうだよ」

　相澤はへたり込む陽茉莉に視線を合わせるようにしゃがむと、安心させるように笑う。陽茉莉はまじまじとその顔を見つめた。

（……礼也さんだ）

　髪の色は違うけれど、顔立ちや声、それに笑ったときの表情は確かに相澤だった。

　陽茉莉は思わず、相澤の胸に飛び込んだ。相澤は優しく抱き止める。

「礼也さん。私、礼也さんが死んじゃったのかと思いました」

「死なないよ。陽茉莉を置いて、死ぬわけないだろ」

　まあ、思ったよりもだいぶ邪鬼が強くて死にかけたけど、と相澤は苦笑いする。

「礼也さん、私、少しはお役に立てましたか？」

「ああ、とても。でも、もう二度とこんなことはやめてくれ。陽茉莉が襲われているのを見たとき、それこそ心臓が止まるかと思った」

　相澤がぎゅっと陽茉莉を抱きしめる。

「私は大丈夫ですよ」

　陽茉莉は相澤の背中に手を回す。胸に顔を埋めると、トクントクンと規則正しく鳴る心臓の鼓動が聞こえた。

　彼は確かに、生きているのだ。

　陽茉莉は腕を緩め、代わりに相澤の胸を少し押した。それに合わせて少し距離が生まれ、ふたりの目が合った。

「だって、絶対に礼也さんが守ってくれますから」

　相澤の目が大きく見開かれる。そして、参ったと言いたげに微笑んだ。

「ああ、もちろん。陽茉莉のことは、俺が守る」

　大きな手に頬が包まれると、親指で涙の跡を優しく拭われた。

　こちらをじっと見つめる焦げ茶色の瞳に、トクンと胸が跳ねるのを感じた。

　ゆっくりと近付く秀麗な顔から、目が離せない。

　しかし、相澤は鼻先が触れるか触れないかのところでぴたりと動きを止めた。そして、険しい表情で斜め後ろに視線を投げる。

「ウウウ……」

　甘さを乗せた空気にそぐわない呻うめき声に、陽茉莉はびくりと肩を震わせた。

　その声は、先ほど退治したはずの邪鬼から聞こえた。

　地面を這いつくばるそれはすでに人の姿を成しておらず、陽茉莉が時折見かける邪鬼と同じようにぼっかりとあいた黒い穴がこちらを見つめていた。その人ならざる者が、なおもこちらに近付こうとする。

「まだだめだったか。さすがに強いな」

　あからさまに不機嫌そうに、相澤が言うのが聞こえた。

（まだ祓いきれてないの？）

　陽茉莉が怯えたように震えると、相澤は大丈夫だと安心させるように陽茉莉の背中を撫でる。

「これで終わりだ」

　相澤がその邪鬼に向かってとどめを刺そうとしたそのとき、視界の端からなにかが走ってくるのが見えた。一瞬の間に、白っぽいそれは黒い人ならざる者の上に馬乗りになり、カプリと噛みつく。その瞬間、黒い人影が悲鳴と共に煙のように消えた。

　白い子オオカミが、ポンッと人の姿に変わる。

「やったー！　僕、とどめを刺したよ」

　陽茉莉はその姿を見て、ぽかんと口を開けた。

「え？　悠翔君？」

「うん。あの邪鬼、まだ祓いきれてなかったから最後のとどめを刺したんだ。すごいでしょ？」

　悠翔は得意げに笑うと、褒めてくれと言わんばかりに相澤と陽茉莉を見つめて目を輝かせる。出しっぱなしの白い尻尾はブンブンと左右に揺れていた。

　陽茉莉と相澤は呆気に取られ、顔を見合わせる。そして、どちらかともなくふふっと笑みを漏らした。

「ああ、すごかった。助かったよ。でも、あれだけ完全な人型の邪鬼が現れたときはまだ近付いちゃだめだ」

　相澤は褒めるのと同時に、悠翔に危険だと諭すのを忘れない。

　悠翔は少し不満げに口を尖らせた。

「わかってるよ。僕でもやっつけられるくらい弱っていたから、とどめを刺したんだ」

「そうか。じゃあ、今のは兄ちゃんの余計なお世話だったな。悠翔、ありがとう」

　相澤は口元を綻ばせると、片手で悠翔の頭を撫でる。

「えへへっ」

　褒められてはにかんだ悠翔は、相澤の姿を眩しそうに見上げる。

「お兄ちゃん、お父さんと同じだね。狼神様だ」

　そして、それはそれは嬉しそうに満面の笑みを浮かべた。
















第七章　狼神様とその後の話







◆◆　　　　１




　事件から二週間が経ったこの日、相澤は高塔と久しぶりに飲みに来ていた。

　宴もたけなわとなった頃、高塔が一本の酒を取り出した。持ち込み料を支払って、特別に持ち込んだのだという。

　注がれた透明の液体に口をつけると、からりとした軽快な飲み口と、まるで白ワインを思わせるフルーティーな味わいがした。

「これ、うまいな」

「だろ？」

　青い江え戸ど切きり子このグラスを見つめる相澤に、高塔がにんまりと口の端を上げる。

「俺が、隠世から取り寄せた本物の神酒だ。まだたくさんあるから、飲めよ。なにせ、礼也が〝狼神〟に昇華した祝いのめでたい席だからな」

　高塔は瓶へい子しを持ち上げると、それを相澤の空になったグラスに近付ける。相澤はありがたくそれを注いでもらった。

「こうやってゆっくり飲むのも久しぶりだよな」

「そうだな」

　相澤は高塔に注いでもらった後、今度は瓶子を受け取って高塔のグラスへと酒を注ぐ。

　陽茉莉と暮らし始めてからというもの、遅くなろうとも極力夕食は家で食べてきた。こうして高塔とふたりで酒を酌み交わしたのは三ヶ月ぶりに近いかもしれない。

「しかしさ。俺、あの日ほど自分ができる男だと思ったことないわ」

「できる男？」

　相澤が怪訝な表情で高塔を見返す。

「あの、強力な邪鬼が現れた日だよ。新山ちゃんが駆けつけた。一番の見せ場を礼也にあげて、俺は裏方で後処理に回るって、完璧じゃない？　昔から、お姫様のピンチに現れるのはヒーローだって決まってる」

　器用にウインクした高塔を、相澤が胡う乱ろんげに見つめた。

「ただ単に、別の邪鬼の始末に追われてて出遅れただけだろ？」

「いや？　心配した新山ちゃんが電話をかけてくるところから、礼也が狼神になるところまで、すべてが計算通りだけど？」

　すまし顔でそう宣のたまう高塔に、相澤は内心で『嘘をつけ』と言う。

　――けれど。

　あの日、陽茉莉を来させるという判断を高塔が下したおかげで相澤が助かったのは確かだった。

　陽茉莉の癒札がなければ、回復まで数時間かかった。その間に善良な市民が襲われる危険や、邪鬼自体が逃げてしまう可能性があったのだ。

　現にあのとき、相澤と高塔は二匹の邪鬼を見失いかけていた。

　それに、あの危機的状況がなければ、今も自分は狼神にはなれなかっただろう。

「いやー、それにしても、新山ちゃんが祓除師になるなんてねえ。しかもまだ始めたばかりなのにあの癒札の効き具合、かなり才能がある気がする」

　――それこそ、琴子さんを超えるかもね。

　グラスを置いた高塔は感慨深げに呟きながら、湯葉入りだし巻き卵に箸を伸ばす。この店の看板メニューのひとつだ。

「俺、実は礼也が新山ちゃんのことを無理矢理家に連れ込んでるんじゃないかと、ちょっと心配してたんだよね」

「……無理矢理に連れ込んだりなんか、しない」

「そうなんだけどさ、新山ちゃんにとっては礼也って上司だろ？　提案されたら断りづらいのは事実だろ？」

　高塔の指摘に、相澤は黙り込んだ。強要はしていないが、半ば強引だった自覚はある。

　そんな相澤を見つめ、高塔はふっと口元を緩める。

「新山ちゃんが祓除師の修行をしたいって言い出したとき、この子は礼也のことが本当に心配なんだろうなって感じた。で、この前は危険を冒してまで礼也のもとに駆けつけたのを見て、きっと礼也は近い将来思いを通じ合わせて狼神になるって確信した」

　高塔は再び酒を飲み干すと、相澤のグラスにも酒を注ぐ。

「まあ、狼神と人間だと大変なことも多いと思うけど、あの子なら大丈夫なんじゃない？　悠翔のこともすごく可愛がっているし、そもそも礼也の両親なんて、人間の血が混じらない純粋な狼神と、人間だったわけだし」

　相澤は徐々に満たされてゆくグラスを見つめる。

　陽茉莉との関係をはっきりさせたほうがいいというのは、相澤もずっと感じていた。

　恋人でもない独身の男女、しかも上司と部下が一緒に住んでいるなど、普通に考えると非常識な状況だ。もしも会社で公になれば、相澤だけでなく陽茉莉まで立場が悪くなる。

「まだ〝清廉潔白な間柄〟なわけ？　あれ聞いたとき、悪いけど大笑いした」

　肩を揺らす高塔を見つめ、相澤は顔をしかめる。

「……きちんとしないといけないって、わかってる」

「礼也と気まずくなった後に新山ちゃんの保護が必要になったら、俺が引き受けてやるから安心しろ。俺も新山ちゃんの愛妻ご飯食べたいからな」

　高塔は相澤に発はっ破ぱをかけるように、軽口を叩く。

　その瞬間、相澤の目つきが剣呑なものへと変わり、部屋の気温がぐっと下がった。

「心配無用だ。陽茉莉は俺の嫁だ。俺が守る」

　低い声には、邪鬼と対峙するときのような凄みがあった。完全に男として敵視されている。

「最終的に決めるのは、新山ちゃんだろ？」

　すました表情で片眉を上げてみせると、ガタッと相澤が立ち上がった。

　高塔はその後ろ姿を見送り、苦笑する。

（相変わらず、新山ちゃんのことになると余裕がなくなるよね）

　そもそも狼神になれたのだから、陽茉莉の気持ちなど確認するまでもなく相澤に向いている。こんな軽口は笑って流せばいいのに、陽茉莉のことになるとそうともいかないらしい。

　高塔からすると、相澤は赤ん坊の頃から成長を見守ってきた弟のような存在だ。

　すっかり大人の男になったと思っていたが、こうしてときに余裕をなくすところを見るとついついからかいたくなる。




　店を出て、ひとり歩き始めた高塔は、ふと空にぽっかりと浮かんだ丸いものに気が付く。

「あれ？　やばい、ちょっとやりすぎたかも……」

　今日は満月であることをすっかり失念していた。

　先ほどの高塔の挑発と酒の力も相まって、これはさぞかし力強く迫られること間違いない。

「うーん。でも、まっ、いっか」

　高塔はからりと笑っていつものような適当さで〝問題なし〟と判断する。

「もう一軒くらい飲んでいくかなー」

　明日には、いい報告が聞けるかもしれない。

　そんな想像をしつつ、高塔は軽い足取りで夜の街へと消えていった。
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　リビングでテレビを見ていると、玄関の鍵が回るカチャリという音がした。

「ただいま」

「あ、礼也さん。早かったですね。お帰りなさい」

　陽茉莉は相澤にふわりと笑いかける。

　今日は、高塔と飲みに行くから遅くなると事前に聞いていた。まだ夜の十時前なので、思ったより早い帰りだ。

「楽しかったですか？」

「うん、まあまあ」

　相澤はこくりと頷くと、じっと陽茉莉を見つめてくる。

（な、なんだろ……？）

　陽茉莉はその射貫くような視線に、一瞬ドキリとした。

「そうだ。私、礼也さんにお伝えしないといけないことがあって」

　陽茉莉は妙な緊張感を覚えてソファーの端に姿勢を正して座り直す。

　心臓の音を隠すように、努めて明るく話を変えた。

「伝えたいこと？　俺に？」

　相澤は首を傾げたが、話を聞こうと思ったようで、陽茉莉の横に腰を下ろした。

「はい。実は、そろそろ居候もご迷惑かと思ったので、引っ越そうかと――」

　悠翔から『もうすぐお父さんが帰ってくる』と聞いたのは、二週間ほど前のことだ。

　そのときから、ずっと考えていた。

　悠翔の父親が帰ってくるなら、親子水入らずの家庭に部外者の陽茉莉がいるのは迷惑になるはずだ。ならば、その前に自分はここを出たほうがいい。




　あの事件の翌日、陽茉莉はかつて助けた犬（正確には、犬だと思い込んでいた生き物）が相澤だったのではないかと問い詰めた。

『礼也さん。これ、ひとつは私が子供の頃に、怪我をした犬を助けたお礼に知らない男の子にもらったものなんです。お守りだって。それで、こっちは礼也さんのお母様が使っていたもの』

　陽茉莉は自分が持っているお守りと、相澤の母親である琴子さんが生前使っていたというお守りのふたつを相澤に差し出す。

『これ、同じに見えます』

　陽茉莉は、それらを見入る相澤を見つめた。

『あの男の子って、礼也さんですよね？　それに、怪我をした犬もオオカミの姿になった礼也さんだったんじゃないですか？』

　半ば確信を持ってそう尋ねると、相澤はばつが悪そうに片手で首の後ろに触れ、小さく嘆息した。

『ああ、あのとき陽茉莉に助けられたのは、俺だ』

　そして、陽茉莉のことをまっすぐに見つめる。

『あれ以来、ずっと陽茉莉のことを気にかけていた。陽茉莉、あのすぐ後に引っ越ししただろ？』

『え？　はい』

　あの時期、住んでいた借家の定期借家契約の期限が切れるという事情で、陽茉莉の一家はすぐ近所の分譲住宅を購入して引っ越した。歩いて十分も離れていない場所だ。

『俺は引っ越し先なんて知らなかったから、陽茉莉があの家からいなくなって、もう二度と会えないと思った。でも、何年もしてから一馬に、やけに神力の高い子が入社してきたって聞いて、もしかしてと思って見に行ったんだ。ひと目見て、自分を助けてくれた子――陽茉莉だってわかった』

　陽茉莉は驚いて目を見開く。

　そんなに長い間、気にかけてくれていたのだろうか。

『陽茉莉に渡した護符は、時の流れと共に効果が薄くなる。直に、また陽茉莉が邪鬼に襲われることはすぐに予想がついた』

『……もしかして、アレーズコーポレーションに転職してきたのも？』

『ああ、陽茉莉は昔、俺のことを助けてくれた。だから、今度は俺が守ってやろうって思ったんだ』

　それを聞いて、色々と腑に落ちた。

（礼也さん、恩返しのつもりで私のことを守ってくれていたんだ……）

　なぜ相澤はこんなにもよくしてくれるのだろうと、陽茉莉はずっと不思議に思っていた。明らかに、部下を心配する上司の範はん疇ちゅうを超えている。

　――もしかして、相澤は本当に自分に特別な気持ちを持ってくれているのではないか？

　そんなことを思ったこともあるけれど、いまいち自信が持てなかった。

　相手は仕事ができて社内女子に大人気のイケメン。対する自分は、仕事が特別できるわけでもなければ見た目も平凡。

　それになによりも、これだけ契約夫婦として一緒に過ごしながら、相澤は一度たりとも陽茉莉に手を出そうとしない。からかってくることはしょっちゅうだけれど、狼狽える陽茉莉を見て笑うだけで、それ以上のことはしてこなかった。

　それは相澤が陽茉莉を女として見ていない証拠のようにも思えた。

　だから、自分が過去に相澤を助けていたという事実を知って、悟ったのだ。

　相澤にとって、陽茉莉を守っているのはきっと恩返しの気持ちが強いのだろうと。

（それならやっぱり、私はここにいるべきじゃないよね）

　もう、十分すぎるほど恩は返してもらった。

（礼也さんはただの恩返しだったかもしれないけど、私は――）

　とっくのとうに自分の気持ちに気付き始めていた陽茉莉は、顔をうつむかせる。

（でも、いつまでも礼也さんの厚意に甘えて迷惑をかけるわけにはいかないよね）

　胸にズキンと痛みを感じながらも、ここを出ていく決意を固めたのだが――。




「引っ越す？」

　そう告げた瞬間、相澤の声が一段低いものに変わる。

「なんで？」

「悠翔君から聞いたんです。お父さんが帰ってくるって。それなら、私はお邪魔でしょうし。それに、礼也さんには十分すぎるくらい守っていただきました。私も最低限の祓除札は使えるようになったので、これからは自分のことは自分で――」

「だめだ」

「え？」

　予想外の反応に、陽茉莉は困惑して相澤を見返す。

　まさか、こんなに頭ごなしに否定されるなんて思っていなかった。むしろ、厄介ごとが減ったと喜ばれると思ったのに。

「親父はときどき帰ってくる。だが、俺と悠翔の顔を見たら、その日のうちに次の場所に移動する。今回も同じだ」

「そうなんですか？」

　なら、親子水入らずの邪魔にはならないだろうか？

　でも……と陽茉莉は思い直す。

「でも、礼也さんは私がずっとここにいると迷惑でしょう？」

　相澤は不機嫌そうに眉根を寄せた。

「迷惑なはずないだろう。俺にはお前が必要だ」

　陽茉莉の胸がドキンと跳ねる。

　狼神になったとはいえ、悠翔の世話をする陽茉莉が相澤にとって今も必要な存在であることは十分に理解している。けれど、その言い方がまるで〝陽茉莉という存在が自分に必要〟と言われているように感じた。

「だから、ここにいろ」

　陽茉莉の手を相澤が握る。もう一度、力強くそう言われた。

（私、まだここにいてもいいの？）

　相澤を見ると、力強い眼差しに射貫かれた。まるで、陽茉莉が出ていくことは絶対に許さない、肯定の返事しか受け付けないとでも言いたげな眼差しだ。

「そう仰おっしゃるなら……」

　陽茉莉は少しだけ考えて、おずおずと頷く。

　陽茉莉にとっても、ここは居心地がよい場所だ。身の安全が保たれるというのも大きいが、悠翔と過ごす時間は癒やされる。

　そしてなによりも、相澤と少しでも長く一緒にいたいと思った。

　相澤の表情がほっとしたように和らいだ。

　そんな些細なことからも、本当に自分にここに残ってほしいと思っているのだとうかがい知れて、嬉しさを感じた。

「じゃあ、明日からもよろしくお願いします」

　陽茉莉はにこりと微笑んで、隣に座る相澤にぺこりと頭を下げる。

「ああ、よろしく」

　相澤もつられるように微笑む。

「でも、やっぱり出ていってほしくなったらすぐに言ってくださいね」

　陽茉莉はそう付け加えた。相澤の負担になりたくないという気持ちにも、嘘はないのだ。

「は？」

「ほら、礼也さんだって、好きな人ができることもあるでしょうし。遅くなる日は言ってくだされば、悠翔君も預かれますから。本当に、礼也さんには感謝してもしきれないです」

　本当は、相澤に好きな人などできてほしくない。けれど、陽茉莉は〝重い女〟と思われるのが嫌で、努めて明るくそう言った。

「……陽茉莉は妙なところで鈍いが、ここまでだとは思っていなかった」

　相澤が額に手を当てて顔を覆う。そして、その手が下りたとき、相澤はどこか黒い笑みを浮かべて陽茉莉を見つめていた。

「なあ、陽茉莉。俺がなんで陽茉莉に契約夫婦を持ちかけたと思ってるの？」

「それは、礼也さんが狼神様になるために、私の神力が必要だったからですよね？　あとは、同居していれば悠翔君のお世話をできるし、私を守りやすいから？」

　陽茉莉は指を折りながら、契約夫婦を持ちかけられた理由を挙げる。

「狼神になりたかったのはその通りだ。ただのあやかしより、圧倒的に強くなるから。でも、そのために陽茉莉の神力は必要ない」

「……え？　でも、高塔副課長や詩乃さんは、礼也さんが狼神になるには私の存在が必要だって――」

　高塔や詩乃から聞いた話では、相澤が狼神になるためには条件があり、それには陽茉莉の存在が必要不可欠だということだった。

（私の神力が必要だったから契約夫婦になったんじゃないの？）

　陽茉莉は戸惑って、相澤を見返す。

「陽茉莉の存在が必要不可欠なのは正しい。でも、神力は関係ない」

　突然、相澤が陽茉莉の手を強く引く。

　あっという間に、陽茉莉はソファーに座った状態で相澤に囲い込まれていた。

「あやかしが神に昇華するには、生涯でひとりと決めた相手と思いが通じ合わないとだめなんだ。それこそ、命をかけてでも守りたいと思えるほど強い思いがね」

　相澤は陽茉莉に言い聞かせるようにゆっくりと言葉を紡ぐ。

「俺が狼神になれたのは、陽茉莉のおかげだ」

　陽茉莉は目を見開く。

（それって……）

　言われた意味を理解して、カーッと顔が熱くなるのを感じた。恥ずかしさから相澤の目を見ていられず、とっさに目を逸らす。

（私が礼也さんのことをそれぐらい好きになったから、狼神になれたってこと？）

　言葉にする前に気持ちを知られていたことに、とてつもない羞恥心を感じる。

（でも、それって逆に言うと――）

　恐る恐る相澤を見ると、こちらを見つめる瞳と視線が絡み合った。

「初めて陽茉莉と会ったときから、自分の相手は陽茉莉しかいないと決めていた。何年もかかってやっと見つけたんだ。離すつもりはない」

（やっと見つけた？）

　その瞬間、いつだか詩乃が言っていた台詞が脳裏に甦る。

　――礼也はついに見つけたのじゃな。めでたいことよ。

　確かにそう言っていた。

（じゃあ、礼也さんは恩返しとかじゃなくて、純粋に私が好きでずっと捜してくれていたってこと？）

「じゃあ、狼神様になりたかったのは――」

「強くなれば、陽茉莉を守れる」

　相澤はこちらをまっすぐに見つめ、そう告げた。

（本当に、この人は――）

　胸の奥底から、止めどなく愛しさがあふれ出すのを感じる。

　この人が好きだ。

　心からそう思った。

「礼也さんが離さないでいてくれるなら、離れませんよ」

　陽茉莉は微笑むと、相澤の頬に手を添える。

　最後の最後まで狼神になる条件を言わなかったのは、きっと陽茉莉が自然に自分を好きになるのを待ってくれていたからだろう。

　普段はちょっと意地悪でからかってばかりなのに、こういうところはとても優しいのだから、本当に反則だと思う。

「私は礼也さんが好きですよ。もう、ずっと前から」

　相澤の目が大きく見開かれる。そして、真剣な眼差しで陽茉莉を見つめる。

「陽茉莉。俺の花嫁になってほしい」

　初めてここに来たときと同じ台詞を告げられた。

「はい。私でよければ、喜んで」

　陽茉莉はなんの迷いもなく、そう答える。

　その返事を聞いた瞬間、相澤は蕩けるように微笑んだ。

「陽茉莉以外に欲しい相手なんていない。今までも、これからも」

　掠れる声で囁かれ、陽茉莉は花が綻ぶような笑みを浮かべる。

「ずっと一緒ですよ？　旦那様」

　ふと目に入った窓の外には、まん丸の月が浮かんでいた。

　どちらからともなく重なった唇は、角度を変えながら徐々に深いものへと変わる。

　どうやら私は、今宵、人間ならぬ狼神様と本当の夫婦になるようです。




〈了〉










あとがき




　ドアを開けるのに合わせて「いらっしゃいませ」という明るい声がする。

「こんにちは！」

　陽茉莉が声をかけると、カウンターの奥にいたその人――潤ちゃんはパッと顔を明るくした。

「あらぁ、陽茉莉ちゃんじゃない。それに、一緒にいるのは確か、相澤さんね？」

「ご無沙汰してます」

　相澤がぺこりと頭を下げる。

「今日はふたりで来てくれたのね。嬉しいわ」

「はい。実は潤ちゃんにご報告がありまして」

「報告？」

「実は私たち……、結婚します！」




　皆さん、こんにちは。三沢ケイです。

　この度は「今宵、狼神様と契約夫婦になりまして」をお手にとってくださり、ありがとうございます！

　本作はノベマ！に掲載していた作品ですが、書籍化にあたり設定を大きく変更しました。ヒーローが途中で神様に変わるという設定は初挑戦で、いかに違和感なくあやかしから神様にするか、そしてふたりを契約夫婦の状態にするかというところが一番悩ましかったです。ウェブ版よりかなり恋愛糖度も上げましたので、お楽しみいただけたら嬉しいです。

　ちなみに私のお気に入り設定は癒やし系の悠翔、聞き上手なオネエの潤ちゃん、それに、満月の夜になると相澤がオオカミになっちゃうところです！

　きっと本編終了後、潤ちゃんと陽茉莉達の間では冒頭のようなやり取りが行われていることでしょう。




　最後になりますが、美麗な装画を描いてくださった條様、様々なアドバイスをくださった編集協力の妹尾様、編集担当の森上様、そして、本作をお手にとってくださった読者の皆様。本当にありがとうございます。

　本作を刊行するにあたり関わった全ての方に、心より御礼申し上げます。




三沢ケイ
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